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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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♦飛行機内






　太陽の光を燦さん々さんと浴びながら、機体が羽はね田だ空くう港こうに向けて降下する。

　那な覇はから二時間と少しの旅路はあっという間だった。みんな疲つかれが溜たまっていたのだろう。四人の子どもたちは離り陸りくするや否いなやすぅすぅと寝ね息いきを立て始めた。

　かく言う俺おれもいつの間にか睡すい魔まに襲おそわれ、目覚めたのはシートベルト着用サインが再点灯する音を聞いた瞬しゆん間かんだったが。

　おかげでせっかくの国内線ファーストクラスの機内食も食べず仕じ舞まいだ。沖おき縄なわでしっかり食事をしてきたので腹が減っているわけではないのだが、なんとなく損した気持ちになってしまうのはまさしく貧びん乏ぼう性しようというやつだろう。

　きっとお嬢じよう様さまたち四人は気にも留めていないはず。

「ふわ……あ、もう着いてる」

「あっという間だったっスね」

　一つ前の座席で巴ともえと留る子こが目覚める気配。連動するように朱しゆ梨りとマーヤのぐいと伸のびをする仕草も斜ななめ前まえのバックシート越ごしに見えた。

　やはりというか、機内食になんて考えすら回ってなさそうだ。いや、俺おれもずっと寝ねてたので実はみんな途と中ちゆうで起きて食べた可能性は否定できないけれども。

　軽い衝しよう撃げきと共に飛行機が滑かつ走そう路ろへ降り立った。ジェットエンジンが逆ぎやく噴ふん射しやして轟ごう音おんを機内にまで響ひびかせる。

　戻もどってきた。東京に。沖おき縄なわでの合宿は間ま違ちがいなく実のあるものとなった。全員のポーカー力は旅立つ前よりも断然増していることだろう。

　だとしても、にわかに緊きん張ちよう感かんが膨ふくらんでくる。これから挑いどむ大会は、俺おれにとって絶対に負けられない。朱しゆ梨りの父、二に階かい堂どう静しずかの策略により裏で仕し掛かけられたカジノ利り権けん紛ふん争そう。後おくれを取れば間ま違ちがいなく俺おれなどお役やく御ご免めんと相成り、人生の希望を失ってしまう。

　まったく、勝手な話だ。純じゆん粋すい無む垢くな子どもたちにはなんの関係もないのに、俺おれ一人だけが焦しよう燥そう感かんに追おい詰つめられている。

　それでも躊ちゆう躇ちよはしないが。目的のためなら鬼おににでも悪あく魔まにでもなってやると、俺おれはとうの昔に誓ちかったのだから。

　目的。妹のためならば。

　一週間も東京を空けてしまった。そのことも気がかりだ。緊きん急きゆう事じ態たいを告げるような連れん絡らくはなかったものの、やはり心配は募つのる。今日はこの足で雪ゆきのいる病院に向かおう。

　元気だといいが。

　飛行機が完全に停止し、ベルト着用サインが消える。

　まだドアも開いていないのに立ち上がる俺おれ。

「先生、焦あせりすぎです」

　朱しゆ梨りに窘たしなめられてしまった。

　事実、焦あせっているのだろう。取とり繕つくろう余よ裕ゆうはなかった。

　運命の大会まで、あと十日と少し。
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♠羽田空港






「あっつ！」

　飛行機から降りた途と端たん、マーヤが叫さけぶ。戻もどってきた東京はカンカン照りで、冷れい房ぼうの効いていないボーディングブリッジはムワッとした熱気で満たされていた。

「沖おき縄なわから帰ってきた、という気分じゃないですね」

　苦く笑しようする朱しゆ梨り。確かに体感温度としては、南国と大差ない。ひとつの旅の終わりを象しよう徴ちようするのに、気温は役に立ってくれなかった。

　陳ちん腐ぷな表現だが、家に着くまでが合宿、という戒いましめだと受け取っておくべきか。

「みんな、ここからどうやって帰る予定だ？」

「タクシーを使って良いいと言われています」

「あたしもタクシーっス」

「私もですっ」

「右に同じ～。早く空港の中入ろうぜ」

　尋たずねると、朱しゆ梨り、留る子こ、巴ともえ、マーヤの順で異口同音に同じ返事だった。さすがお嬢じよう様さまがた。バスや電車でもうひと踏ふん張ばりしなくていいというのは素す直なおに羨うらやましい限りだ。

　ともかく、どうやら俺おれの引いん率そつ役やくは空港までで完かん了りようということになりそうだな。内心で少しホッとする。

「そっか、了りよう解かい。じゃあここで解散だな。みんな、一週間本当におつかれさま。お世せ辞じ抜ぬきでよくがんばったよ」

　それぞれの顔を見つめつつ、本心を告げる。大会に向けて、大きくレベルアップできた感かん触しよくがしっかりあるし、最後までへこたれずついてきてくれた四人を誇ほこりに思う。

　……まあ、数々のトラブルに悩なやまされたのも事実ではあるものの。

「先生もありがとうございましたっ。おかげで私も少しだけですけど自信が持てるようになりました」

「少し、っスか～？　まったく、巴ともえは謙けん虚きよなんだか天然なんだか」

「イヤミっていう説もある」

「巴ともえ、もっと誇ほこって良いいですよ。いちばん成長したのは間ま違ちがいなく貴方あなたです」

　ぺこりと頭を下げた巴ともえを留る子こが肘ひじでちょんちょん突つつき、マーヤはむにっと頰ほおをつまむ。そんな三人に向けて朱しゆ梨りは柔やわらかな微ほほ笑えみで首をかしげてみせた。

　実際、巴ともえの成長はめざましい。合宿前は大会のレギュラーに加えるか迷いもあったのだが、今はもうその名をリストに連ねることにいっさいの躊ちゆう躇ちよがない。

「朱しゆ梨りの言う通りだ。もし巴ともえにまだ足りないものがあるとしたら、絶対に勝つぞっていう気合いだけじゃないかな」

「先生……。ありがとうございます！　本番でまた弱気にならないように、大会までしっかりポーカーの勉強がんばりますっ」

「うん、そうしてくれ。それから朱しゆ梨りも留る子こもマーヤも謙けん遜そんすることないぞ。三人だって間ま違ちがいなくこの合宿で成長した」

「言われなくてもそのつもりだよん」

　ニヤリと八重歯を覗のぞかせるマーヤ。

「新しいテクもいろいろ覚えたっスしね。試ためしてみるのが楽しみっス」

　不敵にパーカーの裾すそを持ち上げる留る子こ。

「私にとっても気付きが多い時間でした。必ず大会で活いかせると信じています」

　普ふ段だん通どおりの佇たたずまいの奥おくに、オーラのようなものを幻げん視しさせる朱しゆ梨り。

　よし、良いい雰ふん囲い気きだ。あと少しだけモラトリアムがあるとはいえ、このぶんだと四人とも絶好調で大会当日を迎むかえられることだろう。

「うん。ならよかった。大会まであまり合同練習はできないけど、各自トレーニングに励はげんでくれ」

　深く頷うなずいて自信をそのままに受け止める。驕おごりが油断に繫つながるような子たちではないだろう。むしろ高いプライドをモチベーションに変えてもらった方が、結果もついてくるはずだ。

　さて、と。俺おれが今日できることもここまでかな。

「それじゃ、今回の合宿は終しゆう了りよう。みんな家に帰ってゆっくり休んでくれ」

　そう伝えると、四人は各おの々おの自分の腕うでや肩かたに目を向けて苦く笑しようした。

「だいぶ焼けたっスね」

「お父さんたちびっくりするかも」

　白い歯を向け合う留る子こと巴ともえ。確かに沖おき縄なわの野外で運動に励はげんだこともあって、肌はだが小麦色になっている。一般的なお嬢じよう様さまのイメージらしからぬ健康美を画えに描かいたような小学生に変へん貌ぼうしていた。

「怒おこられるか？」

「あはは、別に。ウチは放任主義だしね」

「我わが家やは……どうなんでしょうね。まあ、悪いことをしたわけではないので。何を言われても気にしませんが」

　マーヤは非常に楽天的。朱しゆ梨りだけが少し微び妙みような面おも持もちをしていた。もしかしたら俺おれも二に階かい堂どう静しずかに何か言われるかな。しかし朱しゆ梨りの言う通り真面目に合宿に取り組んだ結果なので、変に負い目を感じることもないだろう。

「ならよかった。よし、解散にしよう。みんな寄り道せずにまっすぐ帰るんだぞ。お疲つかれ様さまでした」

「お疲つかれ様さまでした、先生。一週間本当にありがとうございました！」

　巴ともえの元気なお辞じ儀ぎを合図に、俺おれはひとり電車のホームに向けて歩き出す。子どもたちには寄り道するなと言ったものの、こちらはちょっと一箇か所しよ顔を出しておこう。





♥空港ロビー






「みんな、次の練習日まで少しお別れだね」

「いや待て巴ともえ。お前本当にこのまま帰る気か？　気にならない？」

「えっ？　何が？」

「センセーのおみやげっスよ。あれ、誰だれに渡わたすつもりなんスかね」

「おみやげ？　家族にじゃないかな？」

「そうかもしれませんが、バカに念入りに選んでいたのが引っかかっています」

「……もしかしたら、彼かの女じよにかもっス」

「ええっ!?　せ、先生に彼かの女じよが……？」

「そうと決まったわけではありませんが、だとしたら見み逃のがせません」

「未来のヨメとしては当然だろうな」

「な!?　そ、そうではなく。まがりなりにも婚こん約やくしておきながら外に女を作っている行こう為いそのものが問題だと言っているのです！」

「やっぱりヨメポジションじゃないっスか。……それは置いといても、気になるのは事実っスけど」

「み、みんな……どうする気？」

「つけよう」

「先生の後を、ですか」

「どこに行くのか見届けておく義務があたしたちにはあるっス」

「とんでもないウワキ野や郎ろうだったら部の士気にも関わるしな。てことでワタシたちはカズラの追つい跡せきするけど、巴ともえはどうする？」

「……い、行く。先生がそんな人だとは思わないけど」

「そうこなくちゃ。ククク、楽しくなってきた」

「一度やってみたかったんス。前の車を追いかけてくれ！　ってやつ」

「先生は電車の駅に向かいましたよ。残念ながら」

「電車か、ダルいな。しかし、これも部の風紀を維持するため。しゃーない。追いかけるぞ」

「うう。せ、先生。彼かの女じよなんて、そんなことないですよね……？」

「悩なやんでいても始まりません。尾び行こうを開始しますよ」

「朱しゆ梨りの顔が怖こわいっス」

「早くも鬼おに嫁よめの才能を発揮しているな」

「だからそういうのではないと……！」

「あー、このままだと見失っちゃうっス。まずは行動っスよ」





♣市丸総合病院






　病院内には独特の熱気がこもっていた。一応空調は効いているようだが、患かん者じやたちの健康状態を考こう慮りよしてかあまり苛か烈れつには冷やされていない。中ちゆう途と半はん端ぱな生ぬるさは薬品の臭においを際きわ立だたせ、肌はだに貼はり付ついた汗あせが粘ねばっこさを増したような錯さつ覚かくに苛さいなまれる。

　通い慣れた足でいつもの病室前へ。深呼吸。

　一週間ぶりだ。否いや応おうなしに緊きん張ちようしてしまう。慎しん重ちようにノックし、ドアを開ける。

「雪ゆき、ただいま」

「お兄ちゃん。お帰りなさい」

　雪ゆきは半分開いた窓まど際ぎわのベッドに腰こしを掛かけ、本を読んでいた。特に変わった様子もなくてほっと安あん堵どする。

　いや、また少し瘦やせただろうか。気のせいだと良いいが。

「悪かったな。長らく留守にしちゃって」

「謝あやまることじゃないよ。学校の部活だったんでしょ？」

「そう言ってもらえると助かる。これ、お土産みやげ」

　紙かみ袋ぶくろから包装紙に包まれた菓か子しを取り出し、本を傍かたわらに閉じた雪ゆきの膝ひざに載のせる。

「わぁ、沖おき縄なわのお土産みやげ。なんだろう？」

「パイナップルケーキ。台たい湾わんとかの方が有名みたいだけど、沖おき縄なわにも評判のやつがあるって聞いたから」

「そうなんだ。名前からして美お味いしそう。お兄ちゃん、いっしょに食べようよ。今、お茶入れるね」

「いや、俺おれがやる。雪ゆきは寝ねていてくれ」

「お客さんなのに申し訳ないな」

「ははは、客って。……家族だろ」

「……うん、そうだね。じゃあお言葉に甘あまえちゃう」

　電子ポットのスイッチを入れ湯飲みを準備している間、雪ゆきは丁てい寧ねいにパイナップルケーキの包装紙を外し始めた。

「わぁ、かわいい。一口サイズで食べやすそう。お兄ちゃんセンスあるね」

「味の方も口に合えばいいんだけどな」

「沖おき縄なわのお菓か子しって、ちんすこうくらいしか知らなかったよ。そっちにはしなかったの」

「あ、ああ。喉のどにつまるとよくないから」

　本当はちんすこう本線で考えていたが、諸事情により買かい辛づらくなったことはもちろん黙だまっておいた。

　湯が沸わいたのでティーバッグを二つ取り出し、お互たがいの分のお茶を準備する。

「美お味いしい！　やっぱり甘あまいものっていいな。癒いやされる」

「口に合って良かった。ここの食事はどうだ？　食べられてるか？」

「病院食だからちょっと味気ないかな、正直なところ。でも、なるべくちゃんと食べるようにしてるよ」

　なるべく、か。もっとしっかり……とか言いそうになったけど、雪ゆきを追おい詰つめるだけになりそうなので口を噤つぐんだ。

　ベッド際ぎわの椅い子すを借りて、話題を変え談だん笑しようする。雪ゆきは沖おき縄なわに興味しんしんのようで、いろいろ俺おれに質問してきた。

「連れてくよ。いつか、そのうち」

「うん、ありがとう。沖おき縄なわじゃなくても良いいから、私、海に行ってみたい。いつか、そのうちね」

　お互たがい少し、喉のどに棘とげが刺ささったような約束だった。噓うそを吐ついたつもりはない。本当にそんな日が来たら良いいなと心の底から願っている。

　しかし、現実として雪ゆきの病状は小康状態だ。悪くなってないのが幸いだとしても、良くなる兆きざしはない。

　完治には心臓移植しか手段がないと聞かされている。もちろん移植希望の登録はしているが、待てど暮らせど雪ゆきに順番は回ってこない。はっきりそう言われたわけではないが、急を要する患かん者じやに数えられていないのかもしれない。

　それでも病は確実に雪ゆきの身体からだを蝕むしばんでいる。待っていては埒らちがあかない。ならばアメリカなど臓器提供が社会に浸透している海外に行って移植手術を受けさせてやるのが最善だ。しかしそのためには、億単位の金が必要になる。

　だから俺おれには一刻も早く大金が必要なのだ。何もかも手て遅おくれになってしまう前に。

「留守中、具合悪くならなかったか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。最近はあんまり発ほつ作さも起こらないよ。治ったかも」

「だといいけど」

　雪ゆきも自分の身体からだのことは知っている。自し然ぜん治ち癒ゆはありえない。わかっていてうそぶいてくれているのだ。そんな健けな気げな妹が愛いとおしく、せつなくもあった。

「ケーキ、もうひとつもらっちゃおうかな。……太るかな？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。いくつでもどうぞ」

　むしろもう少し肉をつけて欲ほしい。パイナップルケーキ一つで変わるものでもないだろうが、食欲のある雪ゆきを見ることができて少しだけ胸をなで下ろした。

　今すぐにしてやれることとしてはあまりにもささやかだが、とりあえず食欲を増進させることができた事実に俺おれは癒いやされる。

　その場しのぎではない本当の癒いやしを得るためには、まだまだ力不足だとしても。

　時間はあとどれくらい残されているだろうか。

　なんとか間に合ってくれと、祈いのるしかなかった。




　──ガタン。




「ん？」

　不意に後ろから大きな音が響ひびいた。振ふり向むけばなんと、折り重なるように倒たおれている巴ともえたち四人の姿が。

「い、痛いっス。重いっス」

「寄りかかりすぎだバカ……！」

「いちばん身を乗り出していたのはマーヤでしょう」

　内輪もめを始める留る子ことマーヤと朱しゆ梨り。

「こ、こんにちは先生」

　一番上に倒たおれ込こんでいる巴ともえと目が合うと、気まずそうな微ほほ笑えみが返ってきた。

「お前たち、後をつけてたのか？」

「い、いやーなんというか。カズラの浮うわ気き現げん場ばでも見られるかなと思って」

「なんだそれ」

「お土産みやげを誰だれに渡わたすつもりなのか気になるってマーヤが言い出したんです」

「みんな乗り気だったくせにワタシだけのせいにするなよな！」

　ようやく立ち上がってもまだマーヤと朱しゆ梨りは口論を続けている。

「えっと。お兄ちゃんの教え子さんたち？」

「……ああ、残念ながら」

「残念ってどういう意味っスか。あ、どうもはじめまして。木き之の下した留る子こっス」

「はじめまして。和かず羅らお兄ちゃんの妹の、森もり本もと雪ゆきです。みんなすごくかわいい子たちだね」

「ドモです。マーヤ・オーケルマンです。カズラの趣しゆ味みで集められました」

「えっ」

「マーヤ！　根も葉もないことを言うな！　……ポーカークラブの部員たちだよ。そっちは笹ささ倉くら巴ともえで、こっちが二に階かい堂どう朱しゆ梨り」

「ああ、それじゃみんなが合宿に行ったメンバーさんなんだね」

　雪ゆきが胸前で手を合わせ、納なつ得とくしてくれたような仕草を見せる。よかった、あらぬ誤解が生まれてしまうところだった。

「は、はじめましてっ。笹ささ倉くら巴ともえです」

「二に階かい堂どう朱しゆ梨りです。お騒さわがせして申し訳ありません……」

「疲つかれてるのに来てくれてありがとう。何もおもてなしできないけど……」

「いえ、そんな。お気き遣づかいなく。こちらが勝手に押おしかけただけですから」

　恐きよう縮しゆくして頭を下げる朱しゆ梨り。巴ともえもそれにならってお辞じ儀ぎする。

「すみません、家族水入らずのところを邪じや魔ましてしまって」

「ううん全然。賑にぎやかになってなんだか楽しいよ。あっ、パイナップルケーキならあるから食べていく？　沖おき縄なわ帰がえりのみんなに沖おき縄なわのお土産みやげ出すのも変かもしれないけど……」

「や、大だい丈じよう夫ぶっス。あたしたちすぐ帰るっスから」

「ただちょっとカズラの素行調査を──」

「素行調査？」

「──じゃなかった。行き先が気になって追いかけただけなんで。帰ります帰りますすぐ帰ります」

「それでは先生、お邪じや魔ましましたっ！」

　最後に巴ともえがそう言い残し、四人は一目散に病室を去っていった。

「なんだったんだ一体……」

「ふふっ。賑にぎやかで楽しかった。お兄ちゃんは毎日あんなかわいい子たちと過ごしてるんだね」

　なんだか『かわいい』の部分にトゲがあったような響ひびきだった。いや、気のせいか。気のせいだろう。

「手を焼いているよ。なかなか言うこと聞いてくれなくて」

「でも、楽しそう」

「それは、まあ……」

　楽しくないと言えば噓うそになるだろう。病室から出ることすらままならない妹に対し、ふつふつと罪悪感のようなものが湧わいてくる程度には。

「また遊びに来てって言っておいてよ。もっとお兄ちゃんのお話聞かせて欲ほしいな」

「……雪ゆきがそう望むなら」

　またあることないこと吹ふき込こまれそうで怖こわくもあるが、妹は今のハプニングを心から楽しんでいたようだ。刺し激げきが少ない毎日だろうから気持ちはわからないでもない。

　ならば、叶かなえてあげなくては。俺おれが雪ゆきのために用意できる僅わずかなイベントなのだから。

　みんなにも改めて頼たのんでおかないとな。





♠市丸総合病院（廊下）






「……知らなかったな。カズラに妹がいたなんて」

「私も知りませんでした。しかも入院中とは……」

「悪いの……かな」

「わからないっスね。でも、ずっと入院してる感じっス。ネームプレート古くなってるし」

「調べてみるか」

「ええっ、教えてくれないんじゃないかな……」

「調べられるだろ。『ワタシたち』なら」

「お金の力っスか。あんまりいい趣しゆ味みじゃない気がするっスけど」

「でも気になるだろ。知ってどうこうしようってわけじゃないし」

「………………」

「朱しゆ梨り？　どうしたの？　顔色悪いよ？」

「巴ともえ、察してやるっス」

「？」

「カズラは妹が病気だから、妹のために婚こん約やくしたのかって悩なやんでるんだろ。お金持ちのお嬢じよう様さまと、な」

「別に、悩なやんでいるわけでは……」

「悩なやんでるって顔に書いてあるぜ」

「朱しゆ梨り……」

「ちょっとした風か邪ぜをこじらせちゃってるだけかもしれないっス」

「そ、そうだよきっと」

「やっぱり調べてみようぜ。朱しゆ梨りも落ち着かないだろ」

「ですが、家庭の事情に勝手に足を踏ふみ入いれるのは……」

「お前も家族になるんだろ。予定では」

「………………それは」

「調べよう。ちょうどいいツテがあるからワタシに任せておけ」

『………………』

「よし、反対意見はないな。なら善は急げだ」











♦ＣＥＯルーム






「──夏合宿のレポートは以上です」

「そうか」

　俺おれが徹てつ夜やして仕上げた綿密な資料を二に階かい堂どう静しずかは一いち瞥べつすると、すぐさま脇わきに放り投げた。

　まったく。労ねぎらいの言葉がもらえるとまでは思っていなかったが、もう少し関心のあるフリくらいしてもらえないものだろうか。いや、それも高望みか。

「四人とも非常に良いい状態で大会に臨のぞめそうです」

「経過が良くても結果が伴ともなわなければ意味がない。わかっているな」

「……はい」

　この大会の裏で動くという巨きよ大だいなＩＲ利権。それをこの男に届けるため、俺おれは負けの許されない身だ。敗れれば間ま違ちがいなく人生の破は綻たんが待っている。

　子どもたち四人の無む垢くな顔が思おもい浮うかんだ。騙だましているような気がしてしまって心が痛い。

　だとしても感傷は捨てた。もう俺おれには、この道を前に進むしか術すべがない。

「なかなかいい顔をするようになった」

「えっ？」

「君の話だよ。覚かく悟ごは固まっているようだ」

「……きっと、いえ。必ず勝ってみせます」

「そうしてくれたまえ」

　リクライニングチェアに軽く寄りかかる二に階かい堂どう静しずか。相変わらず感情が表に出ない、機械のような厳格さを携たずさえた面おも持もちだった。

　だからこそ、続けてこの男の口から発せられた言葉に俺おれは面めん食くらうことになる。

「今後、大会までの予定は？」

「四人とも親元に帰ってますので、特定の練習日以外は自由行動となっております。……手ぬるいですか？」

「いや、君の判断に任せる。何度も言うように大事なのは結果だ。そうではなくて」

　二に階かい堂どう静しずかはデスクの引き出しを開き、二枚のチケットを取り出した。それはこの男の様相とは相反するファンシーなデザインが施ほどこされたものだった。

「君がもはやポーカーで特別な時間を必要としていないのなら、もうひとつ頼たのまれ事ごとを引き受けてくれないか。今、大規模な出資の話が持ち上がっている遊園地があるのだが」

「遊園地、ですか」

　似合わない単語だ……と一いつ瞬しゆん思いかけてしまったが、この会社が遊具機器の老舗しにせであることを遅おくれて思い出す。そういうところと関係があっても不思議というわけではないか。

「今でも人気のようだがなにぶん古い施し設せつ、取とり締しまり役やく会かいで意見が割れていてな。私も判断を下しかねている。そこでだ。身体からだの空いた君にもうひとつレポートを頼たのみたいのだよ。この遊園地で遊び、忌き憚たんなき意見を聞かせてほしい。参考にしたい」

　なんと、遊園地に行って来いという指示か。さすがに想像の埒らち外がいだった。正直、めんどくさい。そんなこと言えるはずもないが。

「私の意見で判断を下すなどということは力不足に思えますが……」

　今のは自分で行ったらどうだという婉えん曲きよくな忌き避ひだったが、

「君くらい若く、そして遊園地に縁えんが遠そうな人間の意見がもっとも参考になる」

　当然のように酌くみ取とってはもらえない。遊園地に縁えん遠どおいとはどういう意味だ。当たっているだけになんとなく悔くやしいが。

　さらに何か言い訳を重ねようとしたが思おもい浮うかばない。そもそも、どうしても行きたくないという程ほどまで嫌いやな仕事ではなかった。大会まで緊きん張ちようの日々を過ごすことになるだろうし、むしろ物は考えようか。一日でもポーカーを忘れて過ごせるなら、俺おれにとってもプラスになる仕事かもしれないと次し第だいに思えてきた。

　問題というか懸け念ねんがあるとすれば。

「チケット、二枚ありますが、やはり朱しゆ梨りと？」

「朱しゆ梨りとでも構わんし、朱しゆ梨りとでなくとも構わん。君が決めれば良いい」

　そう来たか。遊園地で一いつ緒しよに遊びたい人間の顔を思おもい浮うかべると、やはり妹が真っ先に出てきた。しかしそれは無理な話。となると俺おれの交友関係からして朱しゆ梨りか、他の部員かくらいしか選せん択たく肢しはなさそうだ。

　となると朱しゆ梨りを頭飛ばしにするのもかえって面めん倒どうになりそうだ。断られるかどうかはともかく、最初にお誘さそいすべきなのはやはり朱しゆ梨り以外ありえない。

「行ってくれるな」

「……わかりました。有あり難がたく頂ちよう戴だいします」

　俺おれは二枚のチケットを受け取る。

　やれやれ、遊園地自体はともかく、半ばデートの申もうし込こみみたいなものをしなければならないのはいささか気が重いな。

　朱しゆ梨りは来てくれるだろうか。大事な時期に何を考えているんだと怒おこられる予感しかしないのだが。





♥リムジン車内






「……大事な時期に、何を考えていらっしゃるんですか」

　やっぱり言われた。

　でも、朱しゆ梨りは来てくれた。俺おれたちはリムジンに乗のり込こみ、首しゆ都と圏けんのギリギリ端はしにあるその遊園地の場所まで移動しているところだ。

「やるべきことはやったし、大会前に息いき抜ぬきも良いいかと思って」

「でしたら、なぜ私だけを？」

　痛いところを突つかれる。朱しゆ梨りには二に階かい堂どう静しずかからの命であると伝えていない。言えば来てくれない可能性が高いと思ったので、あくまで俺おれの個人的な誘さそいという体ていになっている。

「巴ともえも留る子こもマーヤもあんまり根こん詰つめるタイプじゃなさそうだし」

「逆に、私は根こん詰つめてそうだと思われたのですね」

「いや、それは……」

「まあ、いいです」

　ふっと、朱しゆ梨りが俺おれから目を逸そらし車窓を眺ながめる。もっと手ひどく言い返されるかと思ったが意外だった。

「………………」

「………………」

　しばし、沈ちん黙もくが続く。空気が重い。否いな、重いというよりはどことなく朱しゆ梨りが上の空に感じられた。まるっきりこの空間に集中していないような気配。喜んでくれなくとも、もう少し俺おれに対して攻こう撃げき的てきな態度を露あらわにするのがいつもの朱しゆ梨り、という風に思えるのだが。

「朱しゆ梨り、元気ないな？　具合でも悪いか？」

「そ、そんなことは……」

　返ってくる言葉も力ない。やはり、大会が近付いてナイーブになりすぎてしまっているのだろうか。だとしたら、こうして息いき抜ぬきの場を用意できたのはひょうたんから駒こま、という話になるかもしれないが。

　実際、コンディション調整は大事な最終課題だ。偶ぐう然ぜんでもなんでも朱しゆ梨りの雰ふん囲い気きが変である以上、この機を最大限利用すべきだろう。

「朱しゆ梨り、見えてきたぞ」

「そうですね」

　高速道路の山あいを抜ぬけると、巨きよ大だいな遊具の群れが突とつ如じよとして視界に現れた。どれもこれも異常なサイズ感で、この遊園地がいわゆる絶ぜつ叫きようモノを売りにしていることが否いや応おうなく伝わってくる。

　手始めに一発、あの垂直落下するようなジェットコースターに乗のり込こんでみるか。あれにかかれば朱しゆ梨りとてひとたまりもないだろう。今のなんとなく湿しめったような面おも持もちも、一発で吹ふき飛とぶに違ちがいない。





♣遊園地






「それでは夕方頃ごろに迎むかえに参りますので」

　リムジンの運転手さんと駐ちゆう車しや場じようで別れ、俺おれと朱しゆ梨りは入場ゲートに向かう。

　朱しゆ梨りの服装は純白のワンピースに麦むぎわら帽ぼう子し。沖おき縄なわでこんがり焼けた肌はだととてもよくマッチしていて、夏休み前の『深窓の令れい嬢じよう』といった雰ふん囲い気きとはひと味あじ違ちがう魅み力りよくで溢あふれていた。

「………………」

　しかし裏腹に、表情は冴さえないまま。やはりどこか普ふ段だんとは異なる気配に俺おれは戸と惑まどいを隠かくせない。

「大会のこと、心配か？」

　思い当たる節といえば、目前に迫せまったＡＳＰＴ全日本小学生ポーカー大会しかない。こんなタイミングで遊びに来て良いいものなのだろうかという葛かつ藤とうで表情を暗くしているのだろうか。

「いえ……ううん。そうでなくてはいけないのでしょうね」

「？」

　単刀直入に尋たずねてみたが、返事は要領を得ないものだった。違ちがう、という意味だろうか。だとすると、俺おれには朱しゆ梨りの憂うれいの正体が皆かい目もく見当も付かなくなる。

「なんでもないです。行きましょう」

　戸と惑まどう俺おれを置いて先に進んでいく朱しゆ梨り。さすが夏休みとあってゲート前から遊園地は若者で溢あふれていた。はぐれないように慌あわてて後を追う。

　二に階かい堂どう静しずかからもらった入場券はいわゆるプラチナチケットで、あらゆる優先レーンを利用可能なようだ。長い列を作っている他の人たちに少し申し訳ない気分を感じつつ、スムーズに園内へと入ることができた。

「何か乗りたいもの、あるか？」

「いえ、特には」

「苦手なものは？」

「いえ、特には」

　ううむ、調子が狂くるう。俺おれに対し冷たくなることは多々ある朱しゆ梨りだが、こんな風に気の抜ぬけたような様子で接されるのはあまり経験がない。こちらとしても、どういう態度で話しかければ良いいのかわからなくなってしまう。

「なんでもいいなら、いきなり大物に乗るか？」

「なんでもいいです」

　やはり、ここは絶ぜつ叫きよう系けいで目を醒さましてもらうのが一番か。リムジン内から目を付けておいた、園内で一番目立つ巨きよ大だいジェットコースターに向けて歩き出すことにする。

　近付くと、本当にでかい。頂上の高さまで一体何十メートルあるのだろう。百メートルすら超こえている気さえしてくる。

　そういえば今さらだが、遊園地なんていつぶりだったか。少なくとも中学生になって以降は足を踏ふみ入いれていない。修学旅行先も京都だったし。

　すなわち、自分自身ジェットコースターがどれほど怖こわい物なのか認にん知ちしていない。なんだかんだいっても遊具なのだから死ぬような恐きよう怖ふを味わうとも思えないが、あの高さから落ちるという事実を間近で目まの当あたりにすると、正直少し怯ひるむ。

「……？　乗らないのですか？」

　ぼんやりとした面おも持もちのまま、朱しゆ梨りに促うながされる。ええい、俺おれがビビってどうする。なんとかなるだろう。ここは勢いに任せて重力に身を預けよう。

「乗ろう。こっちに並べばいいのか？」

「そのようです。ファストレーンをご利用下さいとのことでしたので」

　長ちよう蛇だの列の脇わきに、比ひ較かく的てき空すいている入り口がある。そちらで半券を見せると問題なくショートカットさせてもらえた。再び少しの罪悪感。この炎えん天てん下かで何時間も待つのは本当に大変だろうに。

　しかし、逆に考えるとそこまでしてこのジェットコースターで清せい涼りよう感かんを味わいたいお客さんたちが多いという意味にもなる。ならば過度におじけづく類たぐいのものではないのかもしれない。見上げると不安になるが、いざ乗ってみれば大したことはないのだろう。きっと、たぶん。

「朱しゆ梨りはこういうの得意なのか？」

「わかりません。初めてなので」

　そうなのか。その割に飄ひよう々ひようとしているな。

　いや、やはり心ここにあらずと言うべきか。本当にどうしたのだろう。

『次のお客様、どうぞ～』

　しばし待つと俺おれたちの搭とう乗じよう番ばんが回ってきた。運が良いいのか悪いのか、先頭の席だ。

『安全装置が自動で下りてきますので、手を触ふれずにお待ちください』

　係員の指示に従い、朱しゆ梨りと隣となり合あわせで乗のり込こむ。車しや幅はばは狭せまく、朱しゆ梨りの太ももと俺おれの足が軽く当たる。もう少し脇わきに寄ってやるべきかとも思うが、座席の構造上それも難しそうだ。

　しかたない。あとはひたすら流れに任せよう。

「………………」

　朱しゆ梨りの表情を盗ぬすみ見みる。虚きよ無む。恐きよう怖ふはもちろん、何の期待も抱いだいていない人形のような面おも持もちをしていた。天を貫つらぬくような上り坂を目にしても何一つ感じていない様子だった。

　腹が据すわっている……と言うべきなのか否いなか。

『それでは発車しまーす！』

　ゴトン、という音を立ててジェットコースターが動き出した。最初はごくごく緩ゆるいスピード。まずは最さい高こう到とう達たつ点てんめがけて車体が坂を登っていく。

　登っていく。

　登っていく。

　登って……登って……まだ登るのかこれ。

　うっかり周りの景色に目を向けてしまう。高い。高すぎる。大空めがけ一直線に延のびるレールがあまりにも細く頼たよりないものに思えてきて背筋にゾワッと悪お寒かんが走った。折れるんじゃないかこれ。大だい丈じよう夫ぶか。

　いや大だい丈じよう夫ぶ。今日この日までこの乗り物は数えきれないほどの回数稼か動どうし続つづけてきたのだ。安全設計ならまったく問題ないはずだ。

　しかし、今この瞬しゆん間かんに耐たい久きゆう性せいの限界が訪おとずれていたら……？

　死ぬ。死ぬのでは。レールがポッキリ折れて大地に向けて真っ逆さま。そんなイメージが脳のう裏りに浮うかんでしまって全身から汗あせが噴ふき出だした。

「…………………………」

　半ばすがるように朱しゆ梨りの顔を見つめる。相変わらず感情のないぼんやりとした顔だった。さすが肝きもが据すわっている……と、評価したものか。わからない。

　上じよう昇しようは続く。叫さけび出だしたい衝しよう動どうに駆かられる。事実、後ろの車両からは既すでにポツポツと悲鳴が上がっている。俺おれも混ざったとて、それほど注目を集めることにはならないだろう。

　だが、隣となりの小学生が平然としているのだ。ここで声を上げるのはあまりにも情けない。耐たえよう。生死を賭かけた修しゆ羅ら場ばならポーカーで何度もくぐってきた。これくらいの物理的プレッシャーに負けているようでは、教え子たちに顔が立たない。

　コースターがレールの頂点に達した。そしてゆっくり、下り坂に向けて車体が傾かたむいていく。後部車両はまだ上じよう昇しようを続けている最中なのでスピードは上がらない。ただ視界だけが真下に向いて、これから待ち受けている未来を視覚で伝えてくるのみだ。

　崖がけだった。落ちる。滑すべるのではなく、落ちる。このまま地上に向けて真っ逆さまに転落していく。そう悟さとらされても、当然もはや逃にげ場ばはない。

　不意にスピードが指数関数的に増していく。滑かつ走そうが、いや、落下が始まった。

「うわあああああああああ！」

　たまらず叫さけび声ごえが漏もれ、コースター全体から響ひびく阿あ鼻び叫きよう喚かんに混ざって消えた。強きよう烈れつなＧと共に地面が迫せまる、迫せまる、迫せまり続つづける。

　もうダメだ死ぬ、というところでＵ字のレールが待ち受ける。コースターは慣性で急きゆう上じよう昇しよう。その勢いで次の坂を落下、ねじれ、浮うき、また落ちる。内臓をぐちゃぐちゃに搔かき回まわされるような感覚が襲おそってくる。

「うわ、わ、わあああ！」

「…………………………」

　情けないことに声が止まらない。ポーカーの静的な緊きん張ちよう感かんとはあまりにも種類が違ちがう。未み曽ぞ有うの暴走にもはや俺おれは気を失う寸前だった。

　それでもなんとか自じ我がを保っていられたのは、隣となりの朱しゆ梨りに対する驚おどろきがあったからかもしれない。なんとこの期ごに及およんでも朱しゆ梨りは微び動どうだにしない。目を開けたままぼんやりと、全身に風を受け続けている。

『はい、お疲つかれ様さまでした～！』

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　やっとスタート地点に戻もどってきた。もはや俺おれは這ほう々ほうの体てい。降りなければならないのだが、なかなか腰こしが持ち上がらない。

　絶ぜつ叫きようマシン、なんて酔すい狂きような乗り物なんだ。確かに暑さは吹ふっ飛とんだが。

「あ、終わりました？」

　やっとのことで降りると、きょとんとした様子で朱しゆ梨りもそれに続く。その声こわ色いろは乗る前とまったく変化していなかった。

「平気だったのか……？」

「ええと、すみません。ちょっと考え事をしてましたので」

　そんなバカな。あのスピードの中、別のことに意識を向けるなんて普ふ通つうなら絶対に不可能だ。

　今日の朱しゆ梨りはやはり異常。この手の乗り物に強いのだとしても、ここまで平然としていられる人間なんているはずがない。いないと信じたい。

「先生、大だい丈じよう夫ぶですか？　こういうの苦手でした？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

　くそ、なんだか情けないな。小学生に遊園地で気き遣づかわれるというのはあまりにも男として格好がつかない。

「なかなかスリリングだったよ。朱しゆ梨り、次はあれなんかどうだ？」

　指さしたのはいわゆるフリーフォール。さっきのジェットコースターに負けず劣おとらず恐おそろしさを提供してくれる乗り物だろう。

　半ば別の意地が芽生えつつあったことは否定できない。朱しゆ梨りの顔色を少しでも変えてみたい。そんな衝しよう動どうに駆かられてしまった。正直もう絶ぜつ叫きよう系けいはしばらく休みたい気持ちだったのだが、それを振ふり切きって俺おれはあえてさらなる恐きよう怖ふを提案する。

「先生がそうしたいのであれば、構いません」

　しれっと答える朱しゆ梨り。くそう、その余よ裕ゆうをなんとか崩くずしてやることができないものだろうか。

「うわあああああああああああああ！」

「……………………」

　結果、失敗。フリーフォールでも悲鳴を上げるのは俺おればかりで、朱しゆ梨りは終始ぼんやりと時をやり過ごすばかりだった。

「つ、次はアレだ……！」

　こうなればヤケとばかりに絶ぜつ叫きよう系けいマシンを片かたっ端ぱしから乗りまくってみた。しかしやはり反応らしい反応は朱しゆ梨りから得られず。もしかして、朱しゆ梨りのガワをかぶった冷れい凍とうマグロか何かと一いつ緒しよに時を過ごしているのではとすら錯さつ覚かくしてしまう。

「少し休きゆう憩けいしよう……」

「休きゆう憩けいですか。わかりました。先生がそうおっしゃるなら」

　半ば音を上げて、近くのイートインスペースに入る。体力の消しよう耗もうが著いちじるしかったので糖分を求めメロンソーダを注文。朱しゆ梨りはアイスコーヒーだった。

「砂糖とミルクは？」

「いえ、必要ありません」

　これじゃどっちが大人かわからない。

「……………………」

　席に着いてからも、朱しゆ梨りからは生気が感じられない。密ひそかに絶ぜつ叫きよう系けいで参ってしまっている可能性を顔色から探さぐってみたものの、そういうわけではなさそうだ。

　ただひたすらアンニュイに、物もの憂うげな表情を保ち続けている。

　弱ったな。ここに来たのは二に階かい堂どう静しずかからレポートを頼たのまれたのが理由とはいえ（そしてその目的は充じゆう分ぶん達成できそうな見み込こみとはいえ）、朱しゆ梨りがこんな状態だと誘さそって申し訳なかったという気持ちが芽生える。

　それに、大会は目と鼻の先だ。なぜ朱しゆ梨りの様子が変なのかつきとめておかないと、ポーカーにも悪い影えい響きようが出かねない。

「そろそろ行くか」

「はい」

　互たがいのドリンクがなくなったのを見計らい、活動再開。とりあえず、朱しゆ梨りの意識をもっと現実に向けさせないとこの先も同じことの繰くり返かえしになりそうだ。

　でも絶ぜつ叫きよう系けいでは無反応だろうなと既すでに察しがついてしまっている。だとすればどんなアトラクションに入れば少しでも朱しゆ梨りの気持ちを良いい意味で乱すことができるだろうか。

「ん……？」

　迷っていると、大きな屋や敷しきが目に留まった。看板には『最さい恐きよう！　怨おん霊りよう病びよう棟とう！』という文字が。要するにお化ばけ屋や敷しきか。

　これは、アリかもしれない。沖おき縄なわ合宿で、意外と朱しゆ梨りはオカルトに弱いのでは疑ぎ惑わくが持ち上がった。幽ゆう霊れいの類たぐいに遭そう遇ぐうしたなら、多少なりとも無反応から抜ぬけ出だしてくれるのではないか。

　ただ、本当に苦手だとするとお化ばけ屋や敷しきに連つれ込こむのは良心の呵か責しやくが生まれる次し第だいなのだが。

「朱しゆ梨り、次はここでどうだ？」

「構いませんよ。先生のご自由に」

　葛かつ藤とうがあったのでわざとらしく看板を指さし、どういうアトラクションなのかしっかり確かく認にんしてもらってから入場を打だ診しんしてみる。結果として、朱しゆ梨りは今まで通りノータイムで頷うなずくだけだった。

　ん、オカルト嫌ぎらいは気のせいか？　それとも、看板を見てもなお、上の空から抜ぬけ出だせていない？

　まあ、いい。了りよう承しようは得られたのだからあとは入ってみればわかることだ。

「よし、じゃあ行くぞ」

「…………あ、はい」

　あさっての方向を向いていた朱しゆ梨りの手首を摑つかみ、再び優先レーンを利用させてもらっておどろおどろしい外観の建物へ入る。ひんやりどころじゃない、寒いくらいの冷れい房ぼうがひとまずは心地ここち好よい。

「よくできてるなぁ」

　しかし、暗くら闇やみに目が慣れてくるに従って冷気は不気味さを増長するための演出なのだと身に染しみた。廃はい病びよう院いんを模しているらしい施し設せつの内部はあちこちに瓦が礫れきが散乱し、放置された手術台には血だまりが滲にじんでいたりする。作り物だとわかっていてもなかなかに恐きよう怖ふ心しんを刺し激げきする。

「朱しゆ梨り、大だい丈じよう夫ぶか？」

「何がですか？」

「ほら、なんだかいかにも『出そう』な雰ふん囲い気きが……うわっ!?」

　話しかけている途と中ちゆう、足元を何かがもの凄すごいスピードですり抜ぬけていった。ネズミ──いや、もっと巨きよ大だいな、人間くらいある四よつん這ばいの何かが。

「…………………………っ」

　朱しゆ梨りも気付いていたようで、じっと足元を凝ぎよう視ししている。それから次し第だいに辺りへ目を向け、

「せ、先生。ここは……？」

　その場でペタンとしゃがみ込こんでしまった。

「山やま奥おくに放置された廃はい病びよう院いん──」

「な、なんで急にそんなところにワープしてるんですか!?」

　──を、模したお化ばけ屋や敷しき、と伝えきる前に、朱しゆ梨りは絶ぜつ叫きようした。

「い、いや。確かく認にんしたぞ？　本当にここに入って良いいかって」

「聞いてません！　というかそんなところに入って良いいわけないでしょう!?」

　いや、ちゃんと伝えたんだが……。どうやらさっきの会話もまったく耳に入っていなかったらしい。

　そして今度こそ確信する。やはり朱しゆ梨り、この手のモノは人一倍苦手なようだ。

「で、ではさっき足元を走っていったモノは……あ、あわわわ」

　目を覆おおい、肩かたをガクガク震ふるわせる朱しゆ梨り。ようやく気もそぞろな状態からは抜ぬけ出だしてくれたようだが、やはり悪いことをしたな……。苦手だと踏ふんでおいてお化ばけ屋や敷しきに連つれ込こんだのは、さすがにやりすぎた。

「朱しゆ梨り、悪かった。係の人に頼たのんで途と中ちゆう退たい出しゆつさせてもらおう」

「た、祟たたりの人!?　そんなものはこの世に存在するはずありません！　してはいけないのです！」

「いや、祟たたりじゃなくて」

「とにかく私は認めませんから！　こんなところさっさと抜ぬけてしまいましょう！」

　そう言うや朱しゆ梨りは立ち上がって俺おれの腕うでを両手で握にぎりしめ、順路に向けて歩き始めた。良いいのだろうか。このお化ばけ屋や敷しきはかなり凝こった造りらしく、脱だつ出しゆつまで数十分かかるという話なのだが……。

「朱しゆ梨り、待て。出るなら戻もどった方が……」

「それは罠わなです！　振ふり返かえったらそこに『いる』というのが彼奴あいつらの常じよう套とうに決まっています！　……いえ、そもそもそんな存在自体私は認めませんが！」

　認めないなら尚なお更さら引き返した方が……と伝える間もなく、朱しゆ梨りは俺おれを引っ張りずんずん前に進んでいく。

「ぴえん！」

　そして、蠢うごめく影かげと出で会あい頭がしらに素すっ頓とん狂きような声を上げた。
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「せ、先生見ましたか!?　見てないですよね!?　私の目の錯さつ覚かくでした！」

　俺おれの体を太ももに挟はさみ込こんで、朱しゆ梨りは涙なみだ目めでこちらを見上げてくる。あまりにも動転しすぎていてこちらが答える余地がない。

「科学の時代です！　怨おん念ねんを持って死んだ人間の亡ぼう霊れいとか、呪のろいとか、そんなのはありえないのです！」

「そ、そうだな。こんなのは作り物だ。さっさと抜ぬけちまおう」

「当然です！　私を驚おどろかそうとは不届きな……ぱおん！」

　またしても幽ゆう霊れい（役のスタッフ）を目にした朱しゆ梨りは、大おお股また開びらきで俺おれに飛びついてきた。まるで木に止まっているセミのような体勢は普ふ段だんの朱しゆ梨りからは想像もつかない。ないとは思うが、学校の同級生に目もく撃げきされたらみんなショックを受けることだろう。

「ううううう、何も見てない……！　私は何も見ていない！」

　このままだとマズいな。朱しゆ梨りのメンタルも持ちそうにないし、ゴールできる見み込こみもない。ずっとしがみついているのも辛つらかろう。

　かくなる上は、ほんの少しだけ無礼を許してもらおう。

「朱しゆ梨り、ほら」

「えっ？」

　俺おれは朱しゆ梨りの腰こしに手を回し、膝ひざから抱だき上あげた。いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこだ。

「これで進むぞ、問題ないな」

「も、問題あります！」

「じゃあ自分で歩けるか？」

「と、当然です……っ？」

「どうした？」

「なぜか腰こしが立ちません」

「なら決まりだ」

　交こう渉しようの余地なし。この体勢のまま朱しゆ梨りをゴールまでエスコートすることに決める。

「きゃああああ目の錯さつ覚かく！　目の錯さつ覚かくが！」

　その後も朱しゆ梨りはことある毎ごとに大声を上げ、俺おれはおろか幽ゆう霊れい役やくのスタッフの人まで苦く笑しようを漏もらす始末だった。それでもなんとかゴールに辿たどり着つき、俺おれたちは再び陽ひの光を拝むことが叶かなう。

「はぁ……はぁ……」

　息も絶え絶えな朱しゆ梨り。俺おれの方もここまで朱しゆ梨りを運んできた疲ひ労ろうと（軽かったが）、急にぶり返した熱気で全身から汗あせが噴ふき出だした。

「な、なんでこんなところに病院が……」

「遊園地のお化ばけ屋や敷しきだぞ」

「えっ……？」

　うつろな眼めをしていた朱しゆ梨りだったが、今一度自分のいる場所と出てきた建物を何度も見比べてから、急に顔を真っ赤にして怒おこりだした。

「じゃあ作りモノじゃないですか！　なんで教えてくれなかったんです!?」

「言おうとはしたんだがな」

　というか、自分が遊園地にいることすら忘れて取り乱すとは思ってなかった。

「わ、私としたことが。作りモノに翻ほん弄ろうされるなんて一生の不覚です」

「はは。でもよかったよ。朱しゆ梨りがやっと普ふ段だん通どおりになってくれて」

　いや、普ふ段だん通どおりというのは語ご弊へいがあるか。でもとにかく、ようやく心ここにあらずな状じよう況きようから抜ぬけ出だしてくれてほっとしたというのが本音だった。

「……っ」

「疲つかれただろ。どうだ、次は休きゆう憩けいがてらアレに乗らないか？」

　指さしたのは観覧車。ずっと座すわっているだけのアトラクションだから汗あせをかいた後にはちょうど良いいだろう。

「…………別に、構いませんが」

　朱しゆ梨りからも同意を得られたので、俺おれたちは遊園地の中心にある大きな輪に向けて歩き出す。気付けばだいぶ日も傾かたむき、辺りの景色の色も変わりつつあった。おそらく、今日乗るアトラクションはこれが最後になるだろう。

　観覧車に辿たどり着つき、案内に従ってゴンドラの中へ。朱しゆ梨りは座すわるや否いなやぷいと視線を外に向け、微び動どうだにしなくなった。さっき取り乱したことを恥はじているのか、それともまた別の考え事に没ぼつ頭とうし始はじめてしまったのか。

「朱しゆ梨り。なにかあったのか？」

「……なにか、とは？」

　観覧車が動き出し、俺おれたちを空へと運んでいく。

「いや、ずっと様子がおかしい気がしてさ」

「気のせいです」

「気のせいじゃない。なあ、話してくれないか。大会も近い。顧こ問もんとして、朱しゆ梨りに個人的な悩なやみがあるなら打ち明けて欲ほしい。解決してあげられる保証はないけど、話すだけでも楽になるかもしれないだろ」

「……………………」

　沈ちん黙もく。俺おれもそれ以上問とい質たださず、朱しゆ梨りの自主性に任せることにした。

　やがてゴンドラは最上部付近まで到とう達たつする。夕ゆう陽ひが射さし込こみ、下界の遊園地全体を朱あかく染め上げていた。

「先生は」

「…………ん？」

　長い無音の時間を破って、朱しゆ梨りはぼそりと呟つぶやいた。

「先生は、私のことどう思っていらっしゃるのですか」

「………………」

　今度は俺おれが言葉に詰つまる番だった。

　その質問はあまりにも、難しい。

「なぜ、婚こん約やくを？」

　朱しゆ梨りが姿勢を正し、まっすぐ俺おれを見つめてくる。何もかも見み透すかしているような、ポーカーの場でしか見せないような、朱しゆ梨りらしい力強さのある痛い視線だった。

　なんと答えるべきなのだろう。目的のための手段だった。そう伝えてしまうのはどうしても憚はばかられた。

　それは乙女おとめ心ごころに対する最大の冒ぼう瀆とくだから？

　いや、違ちがう。朱しゆ梨りと長い時間を共有し、俺おれの中で朱しゆ梨りがただの道具などではとうになくなっている事実こそが、この口を鉛なまりのように重くしているのだろう。

　好きか嫌きらいかで問われれば、俺おれは既すでに朱しゆ梨りのことが好きなのだ。

　ただ、これが恋れん愛あい感かん情じようなのかどうか。肯こう定てい的てきな答えは出せない。答えがあるからこそ、口にできない。少なくとも小学生の二に階かい堂どう朱しゆ梨りに対し、俺おれは恋こいをしていない。

「婚こん約やく、朱しゆ梨りが嫌いやなら無む理り強じいするつもりはないよ」

「答えになっていません」

「…………そうだな、ごめん」

　観覧車が俺おれたちを頂点に連れて行く。これが恋こい人びとたちの甘あまい時間ならば、クライマックスに打って付けのタイミングなのだろう。

　だが俺おれたちは、その貴重な一いつ瞬しゆんを無言のまま通り過ぎる。

「先生のことが、わからないです」

「だよな。申し訳なく思っている」

「でも、何も教えてはくれないのですね」

「ごめん」

「謝あやまるのが、一番ずるいです」

「…………ごめん」

　俺おれはひたすらずるさを重ねた。

「まあ、いいです。私もひとつ、ずるをしましたからおあいこです」

「おあいこ？」

「はい。おあいこなので、この話はもうやめましょう、今はまだ」

　そう言ってもらえるのは救いではあった。だが、朱しゆ梨りの言う『ずる』とはなんのことなのだろう。気にならないといえば噓うそになる。

「朱しゆ梨り、ええと」

「もう、一周します。降りましょう、先生」

「あ、ああ……」

　気付けばゴンドラは地面に近付いていた。これ以上話はなし込こむ猶ゆう予よは残されていないようだ。

『お疲つかれ様さまでした～』

　スタッフの人に誘ゆう導どうされるまま、俺おれたちは観覧車を降りる。

「もう時間ですね、帰りましょう」

　すたすたと歩き出す朱しゆ梨り。日中の上の空な雰ふん囲い気きからは遠い、しっかりとした足取りで俺おれの前を歩いていく。

　結局、朱しゆ梨りを豹ひよう変へんさせていたものはなんだったのか。まったくわからず仕じ舞まいだ。

　だがなにか、心を囚とらわれるなにかがあった。それだけは間ま違ちがいない。

　顧こ問もんとして、もっと踏ふみ込こんで訊きくべきだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「……朱しゆ梨り？」

「ポーカーのことならご心配なく。私は二に階かい堂どう朱しゆ梨りです。ポーカーに命を捧ささげています。……ポーカー以外のことで何かがあっても、カードを握にぎればいつもの私です」

「……そうか」

　ならば、良いいのだが。

　いや、本当に良いいのだろうか。なぜか俺おれは、喉のどに石のかけらが引っかかったような違い和わ感かんを、ずっと拭ぬぐえないままでいた。

　なぜ朱しゆ梨りは、今になって俺おれの気持ちを確かめようとしたのだろう。考えてもわからないし、これ以上問い詰めることはおそらく朱しゆ梨りが許さない。

　今日という一日が、楔くさびとなって俺おれに刺ささる。

　俺おれは朱しゆ梨りを、どう思っている？　今考えるべきことではないという打算と、一人の少女の人生を弄もてあそぶような選せん択たくを為なした過去の自分への葛かつ藤とうが、一歩一歩進むたびに心の中の天てん秤びんを上下させるのだった。

　俺おれは朱しゆ梨りを、どう思っている？

　遅おそすぎた自問が、この身を蝕むしばむ。
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　朱しゆ梨りと遊園地に行ってから二日が経たった。あれから連れん絡らくは取っていない。

　俺おれはといえば、寮りよう長ちようとして施し設せつの保衛管理に勤いそしむ毎日だ。といっても夏休みで大半の児童は家に帰ってしまっているので、業務としては楽なものだが。

　巴ともえ、留る子こ、マーヤとも沖おき縄なわ合宿以来会っていない。みんなそれぞれ、大会に向けて自主練に励はげんでいてくれることだろう。

　その大会まであと三日。明日がいよいよ全員集合しての最終練習日となる。

　もはやここまで来たら小細工は必要ない。合宿までに学んでもらった技術と知識を再さい確かく認にんし、本番に備えるのみだ。

　やるべきことはやった。あとは運うん否ぷ天てん賦ぷに身を任せるしかない。

　そう割り切っているはずなのに妙みように胸むな騒さわぎがしてしまうのはなぜだろう。

　やはり、朱しゆ梨りと過ごした遊園地での時間が気になっているのか。

　朱しゆ梨りは明日、どんな顔で俺おれの前に現れるのだろう。別わかれ際ぎわの雰ふん囲い気きから、飄ひよう々ひようとしている予感の方が強いが、心の深いところまでを想像できる感性が俺おれには欠けている。

　いつも通りの強いポーカープレーヤー、二に階かい堂どう朱しゆ梨りが居てくれればいいのだが。

「考えても仕方ない、か」

　自室のベッドに身を投げ、頭の後ろで腕うでを組む。

　負ければそれまで。運命の時間が刻々と迫せまっているのに、雑念がなかなか消えてくれない。

　いけないよな、こんなんじゃ。

　顧こ問もんらしく堂々としてないと、子どもたちにも悪い影えい響きようを与あたえかねない。

　明日はとにかく普ふ段だん通どおりを心がけよう。朱しゆ梨りもきっとそれを望んでいるはず。

　陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブとして、一枚岩で大会に臨のぞむための最さい終しゆう確かく認にん。大事な日だ。俺おれがポーカー以外のことで迷っていてどうする。

「無事、勝てたら」

　まずは大会の予選を乗り切る。予選を突とつ破ぱしたら、その時はまた少し時間に余よ裕ゆうができる。朱しゆ梨りと再び真っ向から向き合う余よ裕ゆうも生まれるはずだ。

　だからあと三日。少なくともあと三日はずるいままの俺おれでいよう。それがきっと、勝利を望むあの子たちのためにもなるはずだ。

　午後十一時。少し早いが、今日はもう眠ねむりにつくことにするか。

　明日を万ばん全ぜんに迎むかえるために。





♦陽明学園初等部・ポーカールーム






「おはようございますっ！」

　一足先にポーカールームにやってきて待機すること十分弱。最初に元気な声を響ひびかせてくれたのは巴ともえだった。

「おはよう。なんだか久しぶりな気がする」

「えへへ、そうですねっ。沖おき縄なわから帰ってきてまだ一週間くらいですけど、合宿では毎日いっしょでしたから」

　きらきらとした笑え顔がおで頷うなずいてくれる巴ともえ。その仕草に違い和わ感かんは一いつ切さいなくてなんだかほっとした。

　よかった。朱しゆ梨りだけではなく巴ともえたちまで様子がおかしかったらどう対応したものかと少し身構えていたのが正直なところだった。

「今日も元気そうだな」

「そりゃもう、ポーカーフェイスを鍛きたえてますから」

「え？」

「間ま違ちがえました！　私はいつも元気ですよ！」

　今なんだか気になる発言があった気もするが、まあいいか。Ｖサインを送ってくれる巴ともえに俺おれは頷うなずきで応える。

「お久しぶりーっス」

「おはよう留る子こ。調子はどうだ？」

「絶好調っスよ。大会に向けて抜ぬかりなしっス」

　次にやって来たのは留る子こ。真夏なのにフードを被かぶっていて暑くないのか心配になるが、体調そのものはよさそうだ。雰ふん囲い気きも普ふ段だんと変わりない。

「ふわー。ねむ。おっす」

「もう十一時だぞ。どんだけだらしない生活してるんだ」

「午前中は寝ねて過ごすのが北ほく欧おう流りゆうなんだよ」

　マーヤもご到とう着ちやく。気だるげだが、それがかえって俺おれに安心感を与あたえてくれる。

　ちなみに北ほく欧おう文化にはさほど詳くわしくないが、マーヤの発言は噓うそだろう。たぶん。

　さて、これにて三人。残るは──。

「おはようございます」

　朱しゆ梨りもほどなく到とう着ちやくした。キリッとした瞳ひとみと丁てい寧ねいに櫛くしがあてられた長ちよう髪はつ。俺おれの知っている完かん全ぜん無む欠けつお嬢じよう様さま、二に階かい堂どう朱しゆ梨りの姿だった。

「おはよう。えっと。……元気か？」

「はい、体調は問題ありませんが、何か？」

「いや、それならなによりだ」

　少し威い圧あつ感かんを感じたものの、遊園地の時のようなぼんやりした雰ふん囲い気きはない。あの日のことは話してくれるなというオーラ含ふくめ、メンタル面で何か引きずっている様子はなさそうだ。

「みんなと会えるとやっぱり嬉うれしいな。それだけで楽しいよ」

「気を抜ぬいちゃダメっスよ巴ともえ。あさってにはもう大会なんスから」

「ん、そうだね。頑がん張ばらないと……！」

　留る子こに諭さとされ、ぐっと拳こぶしを握にぎる巴ともえ。

「朱しゆ梨り、また焼けたんじゃね？　バカンス？」

「そういうわけではありません。マーヤはあっという間に白くなりましたね。魔ま法ほうみたいです」

「三日くらい暗いところで寝ねてれば治るだろ、日焼けなんて」

「普ふ通つう治らないと思いますが……」

　マーヤと朱しゆ梨りも軽口を叩たたき合あう。四人の様子は、合宿の時となんら変わりないように見えた。

　どうやら朱しゆ梨りも含ふくめ全員の精神状態は大会に向けて仕上がっているようだな。少なからず心配していたので胸をなで下ろすばかりだった。

　よし、ならば今日は技術面での最さい終しゆう確かく認にんに終始すれば問題ないだろう。

「みんな、改めておはよう。あと二日でいよいよ大会本番。今日が合同練習としては最終日になる。といっても身構える必要はない。根こん詰つめた練習は合宿でしっかりこなしてきたんだから、あとはほんの調整くらいで問題ないだろう」

　咳せき払ばらいして注目を集め、方針を伝える。誰だれからも異論はないようで、各おの々おのが自信たっぷりに頷うなずきを返してくれた。かつては弱気が勝まさっていた巴ともえも頷うなずいてくれているのが心強い。

「んで？　今日は何するんだカズラ？」

「模も擬ぎ戦せんでいいだろう。まずは四人でトーナメントルールの対決。それから、決勝に残った時に備えて一ヘツ対ズア一ツプリレーの練習もしておこう」

「備えて、じゃなくて残るっスよ。ちゃんと決勝に」

「そのつもりで戦わなければどんな風に足を掬すくわれるかわかりません」

「そうだねっ。私たちは決勝に残る。そう信じて頑がん張ばるよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ワタシがいるからな。誰だれかがヘマってもワタシの力で挽ばん回かいしてやる」

　四人から頼たのもしい返事。それでは早さつ速そくはじめるか。ポーカーテーブルについてもらって、俺おれはディーラー席に座すわる。

「始めるぞ。各自、本番のつもりで勝ちに行くようにな」

「ガッテンっス」

　チップを均等に積つみ渡わたし、カードを配り始める。ポジションはとりあえず朱しゆ梨りがディーラーボタン。ＳＢスモールブラインドが巴ともえ、ＢＢビツグブラインドが留る子こ。アーリーポジションにはマーヤがついた。

「コールだ」

　いきなりマーヤが参戦表明。いつも通りのルーズな賭かけ方かただと思われるので、持っているカードは何でもありえる。朱しゆ梨りと巴ともえはフォールド。

　さて、ＢＢビツグブラインドの留る子こはどう受けるだろうか。




　──ブルルルルル。




「っと、すまん」

　皆みなが留る子この動向に注目していたその時、俺おれの胸ポケットで携けい帯たいが震ふるえた。いけない、電源を切っておくのを忘れてたな。

「もー、気が散るっスよ」

「本当に悪い。すぐ切るよ」

　苦く笑しようと共に胸ポケットをまさぐり、スマホを取り出す。

　通つう話わ拒きよ否ひボタンを押おそうと画面を見つめた時、悪お寒かんが走った。

　着信は、市いち丸まる総そう合ごう病びよう院いんからだった。

「………………」

「先生、どうしました？」

「早く切れよ。顔が怖こわいぞ」

　きょとんとした巴ともえと、呆あきれ気ぎ味みのマーヤ。だがそんな二人の言葉に何も応えることができないまま、俺おれはしばし画面を凝ぎよう視しし続つづけた。

「…………ごめん、出て良いいか？」

「…………っ」

　朱しゆ梨りが息を吞のんだ。俺おれの緊きん張ちよう感かんに、ただならぬものを感じたのかもしれない。

「…………出なよ、早く」

「私たちのことはお気になさらずですっ」

「一時中断っスね、試合」

　マーヤも巴ともえも留る子こも妙みように聞き分けが良いい。少し違い和わ感かんもあったが、今は何よりその厚こう意いがありがたかった。

「もしもし」

　声の震ふるえを抑おさえながらスマホを耳に当てる。病院から直に電話がかかってきた記き憶おくは薄うすい。ここ何ヶ月かはずっと容態が安定していたから、こんなことはなかった。

　それだけに、不安がみぞおちをつんざきそうだった。

『森もり本もと和かず羅らさん、妹さんの容態が──』

　単刀直入に切り出された病院からの言葉は、後半からほとんど耳に入っていなかった。

「はい、はい。わかりました。……はい、すぐに」

　電話を切る。ポーカールームはしぃんと静まりかえっていた。

　部にとっても大事な時期だ。それはわかっている。わかっていても、俺おれは皆みなに懇こん願がんすることしかできなかった。

「本当に申し訳ない。今から出かけて良いいか？」

「早く行くっス」

　留る子この返答は異常に早かった。この時期に何を、と問とい質ただされてもおかしくない申し出だったのに。

「私たちのことは気にしないで下さいっ！」

「こっちはもう仕上がってるよ。心配すんな」

　巴ともえもマーヤも妙みように優やさしい。特にマーヤが何も言わず送り出そうとしてくれるのは意外だった。

「車を手配しました。先生は校門に急いで下さい」

　朱しゆ梨りが独断で電話をしてくれていた。それほど深刻さが外に漏もれ出でていたのだろうか。よくよく考えると違い和わ感かんのある反応ばかりだったが、今の俺おれにはそんなことに気を留めていられる余よ裕ゆうなどなかった。

「みんな、ありがとう。本当に悪い」

　立ち上がり、ろくに荷物も持たず駆かけ出だす。まっすぐ校門へ。ありがたいことに、見慣れた二に階かい堂どう家のリムジンがほとんど間を置かず到とう着ちやくした。お礼もそこそこに乗のり込こませてもらい、行き先を告げる。

「くそ、なんでだ」

　最近はすごく元気そうだったのに。理り不ふ尽じんな怒いかりと不安が全身を襲おそう。

　いや、わかっていた。いつこうなってもおかしくないと何度も聞かされていたのだ。油断していた俺おれが悪い。

　頼たのむ、頑がん張ばれ。頑がん張ばってくれ、雪ゆき。





♠市丸総合病院






「森もり本もと和かず羅らです！　妹の、雪ゆきの容態は!?」

「緊きん急きゆう手しゆ術じゆつ中ちゆうです、こちらへ」

　病院の受付に飛とび込こむと、看護師さんがナースステーションから出てきて俺おれを案内した。

　赤ランプの点ともった扉とびらの前に辿たどり着つく。たまらずノブに手をかけようとすると、

「いけません、立ち入り禁止です！」

　当然ながら窘たしなめられてしまった。動転していたのは自分でもわかるが、どうしても衝しよう動どうを抑おさえきれなかった。

「……妹は、」

「ひとまず落ち着いて下さい。手術が成功すれば一命は取り留められるでしょう」

　言葉を上う手まく紡つむげない俺おれを落ち着かせようとしているのだろう。優やさしい口調で看護師さんが状じよう況きようを説明してくれた。

「手術は、どれくらいかかるのですか？」

「何とも言えません。ただ、予断を許さない状じよう況きようです。こちらでお待ちになられるのがいいかと思います」

　看護師さんが廊ろう下かに置かれた茶色い長なが椅い子すを指し示す。まるでドラマのセットみたいに『いかにも』な景色。現実感が薄うすい。だが間ま違ちがっても病院が伊だ達てや酔すい狂きようでこんな演出などするはずがなかった。

「………………」

　力なく腰こしを下ろし、掌てのひらを組む。祈いのりを捧ささげるようなポーズに自じ嘲ちようが溢あふれそうになる。今までなんの信しん仰こう心しんもなく生きてきた俺おれが今さら神かみ頼だのみなどしても届くはずもない。

　縋すがれば救いがあるというのなら、今はどんなものにでも縋すがりたいが。

「森もり本もとさん、それでは。お気を確かに」

　案内してくれた看護師さんが去っていく。一人にしてくれる気き遣づかいが有あり難がたかった。今は待つことしかできないのなら、誰だれとも顔を合わせたくない。

「雪ゆき……」

　手術室の扉とびらに向けて名を呟つぶやく。届くはずもない声は、静まりかえった病院の廊ろう下かに吞のまれて消えた。







　どれほどそうしていただろう。十数時間、いや、数日経たったような気さえした。だが時計を見ると到とう着ちやくしてからまだほんの二時間かそこらだった。この生いき地じ獄ごくはまだ続くのか。何もかもがわからない。わからないことが、さらなる不安を喚かん起きする。

「っ!?」

　不意に、手術中のランプが消えた。終わった……のか？

　しばらくして、担当医の先生が手術室から歩み出てくる。たまらず立ち上がり、その許もとへ駆かけ寄よる俺おれ。

「先生！　妹は……!?」

「ひとまず、手術は成功しました」

　力が抜ぬけて膝ひざから崩くずれ落おちそうになった。つまり、助かったということでいいんだよな。

「ですが、依い然ぜんとして不安定な状態が続いています。次、発ほつ作さが起きた時はウチの病院では対処しきれないかもしれません」

　思わず笑えみを浮うかべそうになった俺おれに、太く重々しい釘くぎを刺さす先生。なんということだ。つい数日前まで、楽しく会話できていたのに。

「会え、ますか？」

「いいえ。申し訳ありませんが、容態が落ち着くまでもうしばらく待って下さい。落ち着けば、集しゆう中ちゆう治ち療りよう室しつに移させて頂きますので、それまでは」

「……わかり、ました」

　医学に関しては完全に門外漢だ。頷うなずくしかなかった。

「森もり本もとさん、どうか希望を捨てずに」

「ありがとうございます」

　先生の声を合図に、俺おれは再び長なが椅い子すに腰こしを下ろした。希望を捨てるな。それは即すなわち、もはや希望に縋すがることしか俺おれには許されていないのだと思い知らされ、無力感が全身を襲おそった。

「ひとまず、失礼します」

　一礼して、手術室から離はなれていく先生。とりあえず手術は成功したということなのだから、安あん堵どすべきなのかもしれない。だがその遠ざかる背中は、俺おれにさらなる不安と心細さを植え付けるばかりだった。

「…………………………」

　椅い子すに腰こし掛かけたまま、無言で過ごす。どうしたらいいのかわからない。何も考えられない。ただ俺おれは、物言わぬ植物にでもなってしまった気分で同じ体勢のまま首を垂れ続けることしかできなかった。

　五分が、十分が経過する。やがて、早足でこちらに近付いてくる靴くつの音がいくつも響ひびく。妹の容態に変化があったのかと、ハッと驚おどろき俺おれは顔を上げた。

「和かず羅ら先生っ！」

「え……」

　目が合ったのは、なんと巴ともえだった。巴ともえだけじゃない。朱しゆ梨りも、留る子こもマーヤもいる。

「みんな、どうして……？」

「ごめんなカズラ。合宿の後、調べさせてもらった」

「そんで、知っちゃったっス。センセーの妹さんが重病だって」

　心苦しそうにそんな告白をするマーヤと留る子こ。そうだったのか。驚おどろいたが、不思議と何の感情も抱いだかなかった。もはや今の俺おれには、妹のこと以外を受け止めるだけのキャパシティが残っていないのだろう。

「先生、それで、ご容態は……？」

「ひとまず、手術は成功したみたいだ……けど」

　俺おれの表情で大体の状じよう況きようを察したのか、尋たずねてきた朱しゆ梨りが唇くちびるを嚙かんだ。

「まだ、安心はできないんですね」

　巴ともえも切なそうな声で項うな垂だれてくれる。

「くそっ、どうすれば……」

　子どもたちの前で悪態をついてしまった自分が恥はずかしくなる。それでも、行き場のない思いを口から吐はき出ださなければ内臓が破は裂れつしてしまいそうだった。

「……あの、先生」

　巴ともえが何か言いかける。と、同時にまたひとつ、靴くつ音おとが俺おれたちの方に迫せまってきた。今度こそ先生だろうかと顔を上げる。

「はじめまして」

　立ち止まったのは、面識のない男性だった。眼鏡をかけた理知的な顔立ちの奥おくに、優やさしそうな瞳ひとみを宿している。歳としのほどは三十代の後半だろうか。

「貴方あなたが森もり本もと和かず羅ら先生ですね」

「は、はい。貴方あなたは……？」

「申もうし遅おくれました。私はこういう者です。娘むすめがいつもお世話になっております」

　男性は会え釈しやくしてから、俺おれに名めい刺しを差し出した。

　そこに記されていたのは、

「笹ささ倉くらクリニック院長、笹ささ倉くら雄ゆう太た……さん？」

　という、簡素な文字列だった。笹ささ倉くら、ということは。

「はい。巴ともえの父です。外げ科か医いをしております」

　巴ともえの父親が、外げ科か医い。そうだったのか。確かめようと思えば確かめられたのだろうが、あまりプライベートを詮せん索さくする気にもならず今まで知らなかった。

　その、笹ささ倉くら雄ゆう太たさんが一体何の……？

「単刀直入に申し上げます。容態が落ち着きましたら、妹さんをうちに転院なさいませんか？」

「……転院？」

「カズラ、笹ささ倉くらクリニックって知らないか？　セレブ界かい隈わい……こういう言い方もシャクだけど、金持ちの間じゃ日本で一番有名な病院だ」

「巴ともえがまさかあの笹ささ倉くらクリニックの娘むすめさんだとは。失礼ながら意外でした。最さい先せん端たん医い療りようを望むなら、真っ先に名前の挙がる病院です」

　マーヤと朱しゆ梨りが口を揃そろえて説明してくれる。

「ごめんね、言う機会あんまりなかったから」

　苦く笑しようする巴ともえ。その頭に、留る子こがポンと手を載のせた。

「センセー、妹さんを助けたいならお願いするのがいいと思うっス」

「転院の手続きでしたらご心配なく。先ほどこちらの院長さんとお話をしてまいりました。森もり本もとさんがお望みでしたら、移植手術の伝つ手てもご紹しよう介かいできると思います」

「えっ!?　いや、でも。俺おれにはそんな有名な病院に入院させられるような金は──」

「巴ともえの恩師なのですから、お金の心配はなさらないで下さい。まずは妹さんの健康を取とり戻もどすことを考えましょう」

「──っ」

　これは、現実か。絶望の深しん淵えんに光ひかり輝かがやく蜘く蛛もの糸が一本垂れてきたような、高こう揚ようとも歓かん喜きともつかない不思議な感覚が俺おれの身体からだを包つつみ込こんだ。

「いや、でも。妹の治ち療りようには莫ばく大だいな費用がかかるはずです。それを全て、お願いするなんて」

「森もり本もと先生が気になさるのでしたら、少しずつ返して頂ければ良いいです。未来ならいくらでも存在しますから。生きてさえいれば」

　生きてさえいれば。

　今の俺おれにとって、これ以上重く響ひびく一言など存在するはずもなかった。

　ぽろり、と。涙なみだが零こぼれるのを抑おさえることができない。

「……なんて、なんて有あり難がたいお言葉」

　俺おれは笹ささ倉くら雄ゆう太た医師の手を握にぎり。深々と頭を下げる。助かるかもしれない。妹が、まっとうな人生を手に入れることができるかもしれない。それは俺おれが子どもの頃ころからずっと抱かかえ続つづけてきた、ただ一つの願い。

　叶かなうのなら、なんでもすると決めていた。たとえ厚こう顔がんと陰かげ口ぐちを叩たたかれようと、こんな有あり難がたい提案を俺おれに断れるはずがなかった。

「まだ、ご安心はなさらないで下さい。こちらの院長先生からお聞きしたところ、妹さんの症しよう例れいは難しい。容態が回復して、移植手術を受けられる体力を取とり戻もどしてもらえるよう全力を尽つくしますが、絶対というお約束はできません」

「……充じゆう分ぶんです。希望がもてるなら、それだけで」

「それはご心配なく。希望ならあります。気休めではなく、ね」

　にこりと笑う笹ささ倉くら雄ゆう太た医師。

　子どもたち四人も、ほのかな笑えみを俺おれに向けてくれていた。

　かつて俺おれは何度も運命を呪のろった。だが、間ま違ちがいだったのかもしれない。こんな出会いが待ち受けている人生を忌いみ嫌きらうのは、間ま違ちがいだったのかも。





♥笹倉クリニック・集中治療室






　その後、雪ゆきの脈みやく拍はくが正常値に近付いたのでただちに移送が行われた。

　辺りはすっかり暗くなり、面会可能時間も残すところあとわずか。酸素マスクをつけた妹は薬の影えい響きようでまだ目を醒さまさないが、心電図の定期的な電子音が容態が安定していることを伝えている。

「よかった……」

　それ以外の言葉は出てこなかった。いや、まだ安心するのには早いのだろうが、少なくとも今までまったく見通しの立たなかった完治への道が開けた。この事実は俺おれにとってあまりにも重い。

　巴ともえへの、笹ささ倉くら家への深い感謝がとめどなく溢あふれる。ただの担任教師にここまでの恩おん寵ちようを与あたえてもらえたことは、奇き跡せきとしか思えなかった。

　遅おくれて、強い罪悪感が首をもたげてくる。そんな子を、俺おれは自分の目的のために利用しようとしていた。巴ともえだけではない。朱しゆ梨りも、留る子こも、マーヤのことも、俺おれは道具としてしか見ていなかったのではないだろうか。

　本来なら、こんな恵めぐみを受けて良いい人間ではなかったはずなのだ。それなのに。

「けじめが、必要だな」

　もはや大会前日と言って良いい時間帯。だがどうしても、俺おれはこのまま、自分の醜みにくさを隠かくしたまま子どもたちを大会に向かわせられないという思いが抑おさえきれなくなっていた。

　グループメッセージを使い、伝える。

　大事な話があるから、明日学校に集合して欲ほしいと。

「言わなきゃダメだ。ちゃんと洗いざらい、なにもかも」

　それがせめてもの、この奇き跡せきに対して俺おれが払はらうべき対価だろう。





♣陽明学園初等部・ポーカールーム






　雨が降っていた。まるで俺おれの心を照らし合わせたかのような天気に苦く笑しようしつつポーカールームの扉とびらを開く。

「おっす。呼び付けておいて遅おそいぞ」

　マーヤが軽く手を上げる。もう既すでに四人共が集合してくれていた。

「みんな、おはよう。ゆっくり休みたかったろうに、大会前日に呼び出してすまなかったな」

「いいえっ。それより、妹さんが落ち着いて良かったですねっ！」

　元気に返事してくれたのは巴ともえ。きっと父親から雪ゆきの容態について知らされたのだろう。俺おれも今朝一報を受けて、遠からず目を醒さますだろうとの話だった。

「ああ、全部巴ともえのおかげだ。本当にありがとう」

「私はただお父さんにお願いしてみただけですし、それに本当によくなるためにはまだいろいろ大変なことがありますから。そんなにかしこまらないで下さい」

「……ありがとう」

　同じ言葉しか出てこない。巴ともえへの感謝は、もはや一生忘れることなどないだろう。

　たとえこの先、どんな結末が待ち受けているとしても。

「で、センセー。大事な話って何っスか？」

「ああ。実はみんなに謝あやまらなければいけないことがある」

「謝あやまらなきゃいけないこと？　なんだよ？」

「すまない。俺おれはみんなを、このポーカークラブを利用していた」

　深く頭を下げながらそう呟つぶやくと、言葉が堰せきを切ったように溢あふれ出でてきた。

　二に階かい堂どう静しずかのコネクションでこの学校に赴ふ任にんしたこと。大会の裏で、カジノ利権が賭かけられていること。それを黙だまっていて、妹の医い療りよう費ひを稼かせぐために必勝を願っていたこと。全部話した。

「私の、父が……」

　一番ショックを受けていたのは、やはり朱しゆ梨りだった。それもそうだろう。親に反発心を抱いだき、敷しかれたレールの上を歩むことを拒きよ否ひし続つづけてきた少女なのだから。

「なんと謝あやまったら良いいのか、言葉もない」

　ひたすら頭を下げ続ける。どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんでも受け止める覚かく悟ごで。

「損したな」

「……え」

　退たい屈くつそうにあくびを漏もらしたのはマーヤだった。

「来て損した。寝ねてれば良かった。はいはい、カズラがコスいことはわかりましたよ。そんで、ワタシにどうしろと？　そういう裏があるから、大会負けて良いいよとでも言いたいの？」

「……もう何にも縛しばられず、自由に大会に臨のぞんでくれ。そう言いたい」

「ざけんな。カズラ、なに勘かん違ちがいしてんだ」

「勘かん違ちがい？」

「ワタシがいつ、カズラに縛しばられた？　ワタシはワタシの意志でこのポーカークラブに入ることに決めたんだ。勝つためにな」

　マーヤが立ち上がり、俺おれの顎あごを摑つかんで無理矢理前を向かせた。

「カズラが何考えていたかなんて関係ないね。大会は勝つ。そのためにポーカーを打ってる。だからカズラのそんな話なんて、ワタシには関係ない」

「マーヤ……」

「もっともぉ～。シュリさんあたりにははらわた煮にえくり返かえるような話だったのかもしれないけどね」

「…………」

　挑ちよう発はつ的てきな目を向けられた朱しゆ梨りは、しばし俯うつむいたままで沈ちん黙もくする。

　が、やがて。朱しゆ梨りも真まっ直すぐ顔を持ち上げた。

「ようやく、理解できた気がします。森もり本もと和かず羅ら先生という方のことを、正しく」

　糾きゆう弾だんの瞳ひとみ……ではなかった。

　なぜか少し、朱しゆ梨りは寂さびしそうに見えた。

「父のビジネスの片棒を担かつぐのは、本意ではありません。ですが、ポーカーに賭かける想おもいは別にあります。ご心配なく、和かず羅ら先生。私もその話を伺うかがったとて、なにも変わりませんよ。勝つためにポーカーを打っています。それは、マーヤと同じ。その気持ちは、揺ゆらぎません」

「じゃあ……」

「大会、勝ちに行きます。当たり前です。マーヤの言う通りですね。今日は何の意味も無い集まりでした」

「あたしは聞けてよかった。そう思ってるっスよ」

「留る子こ？」

「だって正直今までセンセーのこと、よくわからなかったっス。でも、全部話してくれた。おかげでようやく本当のセンセーの姿が見えてきた。そんな気がするっス」

「すまない。こんな人間で」

「ろくな人間じゃないっスね。でも人間だってわかってよかったっス。今まではなんとなく感情を見せてくれないロボットみたいに見えてたっスから。あたしは、センセーのことを許すっス。妹さんのために生きるケナゲな男。ま、いーんじゃないっスか」

　留る子こがフードを脱ぬいで、俺おれに笑えみを投げかけた。

「で、だからどうしたっていうのはみんなと同意見っスね。あたしだってポーカーにかける想おもいは、マーヤにも朱しゆ梨りにも負けるつもりなんてないっス。センセーが何を考えていたとしても、あたしのポーカーは変わらないっス。むしろ大事なのは、センセーの今の気持ちじゃないっスか？」

「俺おれの、今の気持ち？」

「全部話してせいせいしたから、明日はもう負けても良いいとか思ってんのか？　だったらクビにするぞ」

　留る子この言葉を引ひき継ついで、マーヤが俺おれを鋭するどく睨にらむ。

「まさか。利害関係をみんなに背負わせたくない想おもいと、ポーカーへの情熱は別だ。勝ちたいさ、俺おれだって。みんながそれを望んでくれるなら」

「愚ぐ問もんだな」

　ばあん、と俺おれを指ゆび鉄でつ砲ぽうで撃うつ仕草をするマーヤ。

「どうでもいいよ、カズラの事情とか。勝ちたいから勝つ。それだけでいい。カズラも監かん督とくとしてその気持ちがあるんなら、今まで通りだ」

「……それなら、よかった」

　どうやら俺おれは、この子たちのことをまだちゃんと見つめきれていなかったようだ。そうだ。勝ちたいから勝つ。その根源の部分では、たとえどんな事情を裏で抱かかえていようと共有してきた。それを信じ切れないほど、浅い絆きずなの中で今までの日々を過ごしてはこなかった。

「…………」

　残るは、巴ともえ。巴ともえは今までの話を聞いて、何を感じただろうか。

「ポーカー、楽しいです。だから強くなりたいし、勝ちたい。そう思って今日まで努力してきました。その気持ちは、変えなくて良いいんですよね？」

「ああ、もちろんだ」

「なら、私も三人といっしょです。先生、勝ちましょう。他の誰だれかのためじゃなくて、私たち、陽よう明めい学がく園えん初等部・ポーカークラブのために！」

　このクラブのために。俺おれにとって、それ以上救いとなる言葉など存在しなかった。

「改めて、みんなにお願いしたい。ただ、勝利のために、ポーカーへの情熱のために。俺おれをチームの一員として認めてくれるか？」

「認めてあげるっス」

「他にいないしな」

「もちろん、認めますっ！」

　留る子こ、マーヤ、巴ともえが微ほほ笑えみで応じてくれた。

「………………」

　ただ一人、朱しゆ梨りを除いて。

「私は、保留です。和かず羅ら先生の思おも惑わくは、意にそぐわないものでした。……ですが、明日からの大会に賭かける想おもいは共有できます。だから、ひとまず保留とさせて下さい」

「……うん。そう言ってくれるだけでありがたい」

　朱しゆ梨りとの間の問題は根深い。なにしろ婚こん約やくまでしてしまっているのだから。蟠わだかまりをなくすには、長い時間が必要となるだろう。

　だからひとまずは、こうして俺おれの存在を許してもらえるだけで充じゆう分ぶんだった。

「よっしゃ、全員集合！」

　突とつ然ぜん、マーヤが号令をかける。

「え、何するの？」

「円えん陣じんだよ円えん陣じん。もりあがるだろ」

「北ほく欧おう娘むすめのくせに変な日本式っスね」

「こまかいこと言うな。早く来い」

「はいはいわかったっス。……朱しゆ梨り、いくっスよ」

「……ええ」

　俺おれの周りにマーヤ、巴ともえ、留る子こ、朱しゆ梨りが集まってくる。

「カズラ、号令やって」

「ん」

　皆みなで肩かたを組み、輪を作る。それぞれの顔を見み渡わたしてから、俺おれは精せい一いつ杯ぱい声を張り上げた。

「陽よう明めい学がく園えん、勝つぞ！」

『おー！』

　力強い呼応。それを聞いて、晴れ晴れしい気持ちがようやく胸に宿る。

　いよいよ明日が大会本番。なんの利害関係もなく、ただこの子たちの実力を引き出すために、俺おれも精せい一いつ杯ぱいの集中力で挑いどまなければ。

　そして、予選を戦いきったら。

　俺おれはもう一度朱しゆ梨りと向き合おう。二に階かい堂どう静しずかの傀かい儡らいとしてではなく、一人の人間として。
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♠リムジン車内






　いよいよ迎むかえたＡＳＰＴ全日本小学生ポーカートーナメント予選当日。俺おれたちは二に階かい堂どう家のリムジンを借りて、五人で会場に向かう。

「巴ともえ、大会のルールは大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「はい、ちゃんと覚えてきました。まずは１００００＄持ちの予選を個人戦でやって、そこで上位になった二校がヘッズアップリレーで決勝を戦うんですよね」

「うん、その通り」

　巴ともえの言う通り、予選は各自バラバラになって個人戦で行われる。何戦か戦った後、各チームの平へい均きん獲かく得とくチップ数を出して、そこで上位に入れれば晴れて決勝進出というわけだ。

　だから予選は個々の戦いであり、チームの戦いでもある。誰だれか一人大きくチップを失う展開になれば決勝進出は危あやうくなるし、逆に大勝ちする者が出たら状じよう況きようをひっくり返せる可能性もあるのだ。

「ま、個人戦はワタシがたんまり稼かせいでやるからさ。シュリたちはチップを減らさないように努力してくれればいーよ」

「それでは決勝に残るのは厳しいでしょう。みんなが全力でチップを獲かく得とくしにいって成なし遂とげてこそ、決勝への道は開かれるというものです」

「朱しゆ梨りの言う通りだ。誰だれか一人の力に頼たよって予よ選せん突とつ破ぱというのは難しい。みんな、リスクを恐おそれずガンガンチップを刈かり取とりに行け」

「言われなくてもそのつもりっスよ。腕うでが鳴るっス」

「なんだよ。プレッシャー減らしてやろうと思ったのに。んじゃ本音言うわ。お前らワタシの足、引っぱるなよな？」

　鼓こ舞ぶすると、四人から力強い頷うなずきが返ってきた。

「うん、気合い充じゆう分ぶんって感じだな。安心した」

「そういう和かず羅らセンセーは大だい丈じよう夫ぶなんスか？」

「俺おれ？」

「妹さんのこと心配で仕方ないに決まってるっス」

　確かにそれはある。妹はまだ目を醒さましていない。だが今朝も脈みやく拍はくは安定しているようだし、最さい先せん端たんのクリニックにお世話になっているという安心感もある。

「あの、先生。……こんなこと、言うのもよくない気がしますけど。もし何かあったら、すぐ病院に向かって下さいねっ」

「ああ、ありがとう。気き遣づかってもらえて嬉うれしいよ」

　巴ともえに微ほほ笑えみかける。もちろんそんな事態は訪おとずれて欲ほしくないが。俺おれにできることは少ないとはいえ、今日という大切な日を一部始終しっかり見守ってやりたい。

「お、見えてきたっス」

　大会会場が近付く。特とく徴ちよう的てきな玉ねぎ形の屋根を持つ伝統あるイベント会場──日につ本ぽん武ぶ道どう館かんだ。

「予選から武ぶ道どう館かんなんてすごいスケールだね」

「決勝も武ぶ道どう館かんですけどね。東京からエントリすると予選と決勝の会場が同じになるんです」

「なんだ。なんかソンした気分だな」

「そうでもないっスよ。場慣れができるっス」

　マーヤの気持ちもわかるが、留る子この意見の方が戦略的だろう。まったく初めてのところで戦うより、一度でも見知った場所で戦えるアドバンテージは大きいはずだ。

　リムジンが人工林の中を抜ぬけ、会場前で停止する。運転手さんにお礼を伝え、俺おれたちは外に出た。既すでに辺りは人でごった返しており、改めてこの国のポーカー人気に驚おどろかされる。

「それじゃ、ここからは別行動だな。でも、ちゃんと見てるから」

　四人に手を振ふる。手札の漏ろう洩えい防ぼう止しの観点から、プレーヤーは隔かく離りされた環かん境きように置かれるのだ。観客はもちろん監かん督とくであっても接せつ触しよくはできない。だからもう、決勝前の休きゆう憩けい時じ間かんくらいしかアドバイスする機会はないのだった。

「先生の今までの教えを忘れないで頑がん張ばってきます！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎる巴ともえ。

「ワタシの華か麗れいなプレー、ちゃんと見とけよ」

　俺おれを指さし不敵に笑うマーヤ。

「まー、センセーが注目しなくてもいいくらい楽に勝ってみせるのが一番っスけどね」

　頭の後ろで手を組み、空を見上げる留る子こ。

「みんな、各おの々おのの実力を出し切りましょう。そうすれば結果はついてくるはずです」

　普ふ段だん通どおり背筋をぴんと伸のばし、凜りんとした表情で頷うなずく朱しゆ梨り。

「おし、頑がん張ばってこい」

　円えん陣じんを組み、最後の激げき励れいをして子どもたちを送り出す。

　さあ、いよいよ開幕だ。俺おれにとっての運命の一戦……とは一いち概がいに言えなくなった。それでもなお、いや、だからこそ純じゆん粋すいな意味で、教え子たちのポーカーが通用するよう深く祈いのる。

　心地ここち好よい緊きん張ちよう感かんだ。こんな気持ちで大会を迎むかえられるなんて想像もしていなかった。





♦日本武道館（客席）






　関係者チケットで内部に入る。築年数の経たっているこの施し設せつは所々に古さを感じさせる造りではあったが、それがかえって厳おごそかさを演出しているようにも思えた。

　重い扉とびらを開け、スタンド席へ。指定されているエリアはこの辺りのはずだ。

「おお、こうなっているのか」

　中に入るとまず独特の構造に驚おどろかされた。最前列の手すりに一面のアクリル板──いや、おそらくこちら側からしか覗のぞけないマジックミラーが設置されている。恐おそらくこれは、出場選手にサインを送ったりする不ふ正せい行こう為い防ぼう止しのためなのだろう。

　なぜなら大会では、各プレーヤーが現在何のカードを持っているのか、観客に伝わるシステムが導入されているためだ。席に着くと専用のタブレットが用意されていた。これでテーブルの状じよう況きようを把は握あくできるという寸法だ。

　早さつ速そく端たん末まつを手に取り、いろいろいじってみる。見たいテーブルを選せん択たくすれば集中してその戦いだけを手元で観戦できる仕組みらしい。ポーカーブームでスポンサーが潤じゆん沢たくなためか、やたら金がかかっている。

　俺おれも大会には何度も出場しているが、こうしてギャラリーになるのは初めて。些さ細さいなことでもいろいろ気付きがあって面おも白しろい。

　さて、開始まであと三十分くらいか。手て持もち無ぶ沙さ汰たではあるが、今はこの新しん鮮せんな緊きん張ちよう感かんを楽しみつつじっくり時間を潰つぶすことにしよう。







『皆みな様さま、お待たせ致いたしました。ただ今より、ＡＳＰＴ全日本小学生ポーカートーナメント東京予選を開始致いたします』

　厳おごそかなアナウンスが流れ、ついにその時がやって来たことを知らせる。巴ともえたち四人の公式戦デビューがまもなく迫せまっている。

　まずは選手入場。どうやら今回の東京予選には二十チームがエントリしているらしい。その中で決勝に進めるのはたった二チーム。言うまでもなく激戦が予想される。

『続きましての入場は、フィエール女学院ポーカークラブ』

　中でも最大のライバルとなるであろうチームが先に登場した。アリーナに躍おどり出でたのは四人。中なか川がわ香か里り奈なさんと灘なだ川がわユリさんのダブルリバーに、結ゆ奈な、衣え奈なのハミルトン姉し妹まい。事前に想定した通りのメンバーだった。

　ダブルリバーと衣え奈なの実力ならばある程度把は握あくできているつもり。……不気味なのはやはりハミルトン姉、結ゆ奈なさんか。ウチで親善試合を行った時は素しろ人うとそのものといった賭かけ筋すじだったが、あの時はどうもわざと負けようとしていたフシがある。当然ながら油断は禁物な相手となるだろう。

　予選の段階で一いつ緒しよに卓たくを囲むかどうかは組み合わせ次し第だいだが、あまり変に突つっかかっていくと手痛いしっぺ返しを食くらうことになるかもしれない。まずは様子見といった戦い方が正着だろうか。

　なんて、わがチームの連中がそんな弱よわ腰ごしで挑いどむとはとうてい想像できないのだが。

『続きまして、陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブ』

　朱しゆ梨りを先頭に、四人が登場した。みんな真まっ直すぐ前を見つめていて良いい表情をしている。巴ともえだけやや緊きん張ちようを感じさせる佇たたずまいであったものの、想定内だ。この程度なら、ちゃんと実力を発揮してくれるはず。

『──以上二十チームで今年のＡＳＰＴ全日本小学生ポーカートーナメント東京予選が行われます。皆みな様さま、熱い戦いに多大なるご声せい援えんをお送り下さい』

　巻き起こる拍はく手しゆ。会場は大入りだ。近ちか頃ごろはどんどん小学生ポーカーのレベルも上がっているから、フィエールだけでなくどんな伏ふく兵へいが潜ひそんでいるかもわからない。

　でも大だい丈じよう夫ぶ。あの子たちなら切きり抜ぬけてくれると信じるのみだ。







　アリーナには全部で十卓たくのポーカーテーブルが設置されている。三十分ごとに席の抽ちゆう選せんがあり、その都度メンバーが総そう入いれ替かえになる流れだ。同じチーム同士での対戦は組まれないシステムになっているので、予選は巴ともえ、朱しゆ梨り、留る子こ、マーヤそれぞれがいくらチップを稼かせげるかという完全個人戦。場代はＳＢスモールブラインド１００＄、ＢＢビツグブラインド２００＄で固定だ。

『それでは予選開始です』

　戦いの火ひ蓋ぶたが落とされた。俺おれは端たん末まつを手に、どのテーブルの状じよう況きようを観察するかしばし迷う。

　もっとも心配、というわけではないが、やはり経験の浅い巴ともえの様子がいちばん気になるか。

　巴ともえが座すわっているのは６番テーブル。まずはここから状じよう況きようをチェックさせてもらおう。





♠６番テーブル（笹倉巴）








Ａ　１００００＄

Ｂ　１００００＄

Ｃ　１００００＄

Ｄ　１００００＄

Ｅ　１００００＄

Ｆ　１００００＄




ボタン：巴　１００００＄

　ＳＢ：Ｇ　１００００＄

　ＢＢ：Ｈ　１００００＄








「九人もいるとさすがに追うのが大変だな」

　名前を覚えようとしてもかえって混乱しそうなので、失礼ながら陽よう明めい以外のプレーヤーは便べん宜ぎ上じようアルファベットで呼ばせてもらうことにする。

　開幕直後のゲームではＡ～Ｆまでのプレーヤーがこぞってフォールド。最初ということもあって皆みな手て堅がたくなっているのかもしれない。

　さて、巴ともえはどうする？　持ち札は[image: スペード10]、[image: クラブJ]。攻せめ込こむには多少心こころ許もとない組み合わせだが。

『ベット。６００＄』

　動いた。自分より前のプレーヤーが全てフォールドしている場面だから、ここは残るＳＢスモールブラインドとＢＢビツグブラインドにプレッシャーをかけるべきだと判断したのだろう。良いいムーブだ。

　ＳＢスモールブラインドの子は無言でカードを投げ返す。手にしていたのは[image: はーと７]、[image: はーと3]。打ち返すには弱いと判断するのも妥だ当とうだった。

『フォールドです』

　続いてＢＢビツグブラインドもフォールド。持ち札は[image: クラブ10]、[image: だいや3]。これも弱い。巴ともえは労せず場代分である３００＄を手にすることになった。

　小さな額だが、まずは着実にチップを積み上げることに成功した。序じよ盤ばんはみんな手て探さぐりになりがちだろうから、こういうポッドスチールも重要になってくる。初めての大会でも怖おじ気けづくことなく弱めの手でレイズできた功績を称たたえるべき場面だ。






　ＢＢ：Ａ　１００００＄


Ｂ　１００００＄

Ｃ　１００００＄

Ｄ　１００００＄

Ｅ　１００００＄

Ｆ　１００００＄

巴　１０３００＄



ボタン：Ｇ　９９００＄

　ＳＢ：Ｈ　９８００＄








　次のゲームではＢ、Ｃさんがフォールドし、Ｄさんが[image: はーとA]、[image: はーと10]で６００＄のベット。ＥさんＦさんも降りて巴ともえに賭かけ番ばんが回ってきた。手札は[image: だいやK]、[image: スペードQ]。

『コール』

　巴ともえは受けて立つ選せん択たく。手札の強さ的にもここは勝負に出ていい場面だろう。Ｇ、Ｈ、Ａさんは揃そろってフォールド。

　フロップが開かれる。[image: クラブJ]、[image: はーと5]、[image: だいや2]。

『ベット。１０００＄』

　Ｄさんがチップを積み上げてきた。このフロップは[image: J]がヒットしていますよとアピールするのに格好の三枚だからある意味当然の仕し掛かけと言える。目は薄うすいがターンリバーで[image: はーと]が落ちればバックドア裏口フラッシュにもなるので攻せめごろの状じよう況きようなのだ。

　対する巴ともえだが、フロップにはまったくヒットしていない。一応ストレートの目は残っているものの、追いかけるには少しばかり無む謀ぼうだろう。

　しかし、だからこそここはリレイズしてみるのも面おも白しろい。カードが見えているから言うわけじゃないが、[image: J]一枚が目立ったフロップで都合良く相手に[image: J]が入っている可能性はそんなに高くない。ブラフレイズしてこっちに[image: J]が入っていると主張すれば、首しゆ尾び良よく相手を降ろすことができるかも。

　それなりに胆たん力りよくが必要となる選せん択たくだが、はたして。

『レイズ。２５００＄です』

「よし！」

　思わず声を出してしまう。決断までのスピードもよかったし、吊つり上あげた額も相手にプレッシャーを与あたえるには充じゆう分ぶんだ。ついてこられたらその時は相当不利になるが、ヒットしてないフロップでこのレイズを受けるには相当な覚かく悟ごが必要なはず。

『……………………』

　Ｄさんは迷っている。降りろ。降りてくれ。俺おれは心の中で強く念を送る。

『………………くっ』

　よし、降りた。これで巴ともえに１９００＄が入ってきた。

　良いい感じだ。合宿の成果がちゃんと出ている。大会という場に吞のまれず培つちかったポーカー力を発揮できている巴ともえを強く誇ほこりに思う俺おれだった。

　これでチップ面でのアドバンテージを得られたので、大きく崩くずれる展開はしばらく起こらないだろう。今のうちに他の子の調子を把は握あくしておくことにするか。





♣３番テーブル（木之下留子）








ボタン：Ａ　９７００＄

　ＳＢ：Ｂ　１００００＄

　ＢＢ：Ｃ　１００００＄




Ｄ　１３２００＄

留子　１００００＄

Ｅ　９１００＄

Ｆ　９３００＄

Ｇ　９９００＄

Ｈ　８８００＄








　留る子このいるテーブルに画面を切きり替かえる。こちらは巴ともえのテーブルに比べるとチップの増ぞう減げん幅はばが大きい。参加率の高いメンバーが集まっていそうだ。

　留る子こはまだ原点。ひとまず様子を窺うかがっていたのだろう。

　そんな今回、留る子この手は[image: はーと７]、[image: だいや7]。数字の面では心こころ許もとないが、ペアが入っている。

　ここは上う手まく嵌はまれば大きくチップを獲かく得とくできそうな場面だが、どうなる。

『ベット。６００＄』

『コール』

　まずはＤさんが[image: スペードQ]、[image: だいやJ]でオープン。すかさず留る子こはコールした。さらにＧさん、ＢＢビツグブラインドのＣさんもコールして複数人でポットを争うマルチポットとなる。

　フロップが開かれた。[image: くらぶQ]、[image: スペード7]、[image: くらぶQ]。よし、来た！　[image: 7]が落ちたことで留る子この手は格段に強くなった。セ３ッカトーマドイ地ン雷の完成だ。しかもＤさんが[image: Q]をヒットさせている状じよう況きようなのもまた好都合だ。

『ベット。２０００＄』

　Ｄさんは大きく賭かけ金きんを吊つり上あげ、他の参加者を降ろしにかかる。

『…………コールっス』

　長考の末、留る子こはコールした。テルリード能力に優すぐれている留る子こならこの場面はかなりの確率で勝ちを拾えると読めているはず。だからリレイズを浴びせかけるという選せん択たくもあったろうが、フラットコールに留とどめる。その方が大きくチップを獲かく得とくできる可能性が高いと読んだに違ちがいない。

[image: ]

『フォールド』

　Ｇさんは[image: だいやA]、[image: だいや10]で降りる。フラッシュの目が消え、ストレートと[image: A]のペアだけを追いに行くのは分が悪いと判断したか。

『コール』

　Ｃさんは[image: くらぶK]、[image: スペード10]で付いてきた。バックドアフラッシュ、ストレート、[image: K]のペアと逆転の目が豊富にあるのでここは踏ふん張ばりどころと読んだらしい。

　四枚目のターンカードが開かれる。[image: はーと4]。よし、良いい感じにラグカード。

『……ベット。４０００＄』

　８５００＄入っているポットの約半分の額を、Ｄさんが投入してくる。互たがいの持ちチップが１００００＄前後だから、これだけポットが膨ふくらんだ後なら４０００＄でも充じゆう分ぶんなプレッシャーになる。

　しかし留る子こにとっては願ったり叶かなったりの状じよう況きようだ。逆転される目はもう一枚[image: Q]が落ちた時のみ。もちろん可能性はゼロではないが、確率としては相当薄うすい。

『レイズ。オールインっス』

　ひゅう。口笛が漏もれる。持ちチップの１００００＄を失えば即そく座ざに敗退が決まる。それなのにここでオールインを仕し掛かけるのは自分にとっても相当なプレッシャーなのは言うまでもない。そしてもちろん相手にとってもだ。

『フォールド』

　Ｃさんはフォールド。ストレートとフラッシュの目が消えたのでもうこれ以上深追いはできない。

『………………く』

　Ｄさんは長考。[image: Q][image: J]よりも強い手はいくらでも考えられる。勢いに乗って４０００＄を投入してしまって後に引けない気持ちと、破産に対する恐きよう怖ふ心しんがせめぎ合っていることだろう。

『…………フォールド』

　結局、降りを選せん択たくしたＤさん。賢けん明めいだろう。残り二枚の[image: Q]に賭かけて、全財産を賭とすのはあまりにも尚しよう早そうだ。

　これにて留る子こは約１００００＄のチップを獲かく得とく。一気にチップリーダーへと躍おどり出でた。

　それにしてもあそこでオールインとは素す晴ばらしい胆たん力りよくだ。留る子こもまた、合宿で一皮むけた感があるな。






Ａ　９７００＄




ボタン：Ｂ　９９００＄

　ＳＢ：Ｃ　７４００＄

　ＢＢ：Ｄ　６６００＄


留子　１９９００＄

Ｅ　９１００＄

Ｆ　９３００＄

Ｇ　９３００＄

Ｈ　８８００＄










　大きくチップを獲かく得とくして迎むかえた次のゲーム。賭かけ番ばんは留る子こからだ。

　入ったのは[image: スペードA]、[image: スペード3]。フラットな確率で見ると決して強い手ではないが、

『ベット。６００＄っス』

　留る子こはここで参戦を選せん択たく。俺おれでもこの[image: A][image: 3]スーテッドをスルーするのは惜おしいと考えた場面だろう。

　先せん攻こうポジションからのレイズは基本的に強いカードの組み合わせと見なされる。なぜなら後から八人もレイズしてくる可能性があるのだから、生半可な手では突つっこみ辛づらいためだ。

　しかし、[image: A][image: 3]スーテッドはギャンブル色強めであるものの、フロップで化ける可能性がある。

　他のプレーヤーは手が良くないのもあってフォールドの嵐あらし。Ａさんだけが[image: はーとA][image: だいやJ]でコールした。

　フロップが開かれる。[image: スペード10]、[image: スペード８]、[image: だいや6]。よし、絶好だ。

『ベット。２０００＄』

　当然のように留る子こはベット。現状何の役も出来ていないがフラッシュの目が生まれた。残りカード９枚（実際は他の子が[image: スペード]持ちで降りているのでもっと少ないが）のうち、一枚でもスペードが落ちれば留る子この手はエースハイフラッシュが完成する。

　しかもボードがあまり強くないのがまたいい。Ａさんから見れば留る子こは何らかのポケットペア持ちである可能性を強く意識せざるを得ない。ブラフを仕し掛かけるのには打って付けのボードだと言えた。

『……フォールド』

　しばし迷ったのち、Ａさんは降りた。これで留る子こはさらに９００＄のチップ積み上げに成功。先ほどに比べれば微び々びたるものだが、弱めの手で勝ちを拾えたというのが大きい。

　どうやら留る子こも絶好調のようだ。安あん堵どして俺おれは再びタブレットの画面を切きり替かえる。





♥７番テーブル（マーヤ・オーケルマン）








マーヤ　１５２００＄

Ａ　８２００＄

Ｂ　１７４００＄

Ｃ　６６００＄

Ｄ　９１００＄

Ｅ　７６００＄




ボタン：Ｆ　１０６００＄

　ＳＢ：Ｇ　５４００＄

　ＢＢ：Ｈ　９９００＄








　チップの変動が大きい。既すでに相当激しくやり合った跡あとが見てとれる状じよう況きようだ。

　その中でマーヤは現在第二位。悪くないがあいつのことだから自分が一番じゃないことに大きく不満を抱いだいている場面だろう。焦あせって変な隙すきを見せなければいいが。

　配られた手札は[image: だいや7]、[image: くらぶ5]。弱い。でもマーヤなら行くだろうな……。

『コール』

　やはりリンプイン。アーリーポジションであることも加味すると普ふ通つうなら絶対フォールドするような手だが。

　こうして外側から見るとマーヤの打ち筋は本当にハラハラさせられる。

『レイズ。６００＄』

　Ａさんは降りて、現在チップリーダーのＢさんがレイズで応戦した。持ち札は[image: くらぶA]、[image: だいやQ]。現状の勝率で言えば比べるまでもなくＢさんが有利だ。他のプレーヤーは全員がフォールド。

『コール』

　マーヤは勝負に乗って４００＄を積む。

　フロップは、[image: スペード5]、[image: だいや3]、[image: はーと７]。

「エグい……」

　マーヤめ、ツーペアをヒットさせやがった。これがあるからマーヤの戦法は計り知れないのだ。普ふ通つうならヒットしないようなボードに大きい役を被かぶせてくる。プリフロップと、フロップが開かれた後では勝率が大きく変動する。そういうポーカーの性質を突ついたアグレッシブな戦い方がマーヤの身上だ。

　ではなぜ他のプレーヤーが同じような戦略を取らないかというと、一いつ般ぱん的てきにこの戦い方が弱者のプレーであると判を押おされてしまっているからだ。ノーリミット・テキサスホールデムというゲームは強いカードを待って勝負する。そういう大原則を叩たたき込こまれて育っているからマーヤのようなプレーは一見暴挙にしか見えない。

　しかし、皆みなが皆みな強いカードを待つ戦い方をしている場においては、マーヤのとりあえずフロップを見に行く戦法が裏道となる。『人のやらないことをやる』というのが、ポーカーにおいて相手に先んじる一手となるのだ。

　だからもしマーヤの戦法を封ふうじたいなら、全員でマーヤと同じ打ち方をすればいい。そうすれば場はただの運ゲーとなり、マーヤは小手先の技術で場を制することができなくなる。

　だが、それはそう簡単に選べる手段ではない。自分のプレースタイルを瞬しゆん時じに切きり替かえる応用力が備わっている子はまだ少ない。何しろみんな小学生なのだから。

『チェック』

　ツーペアのボードで、マーヤは様子見を選せん択たく。賭かけ金きんを吊つり上あげてもいい場面だろうが、ボードが弱すぎて今攻せめると相手に逃にげられると読んだのだろう。

『チェック』

　Ｂさんもチェック。四枚目のターンカードが開かれる。[image: はーとA]。

『ベット。２００＄』

　ビッグカードが落ちたのを見計らって、マーヤが賭かけ金きんを吊つり上あげた。だがその額はミニマムベットの２００＄のみ。

『レイズ。１５００＄』

　ここぞとばかりにＢさんは攻せめる。[image: A]をヒットさせたのだから当然だ。しかもキッカーが[image: Q]ならワンペアでも充じゆう分ぶん。マーヤのプレーをブラフと読んで叩たたき潰つぶしにかかる。

　だがそれは、罠わな。

『……んー。コールかな』

　悩なやむそぶりをみせて、マーヤは同額を差し出した。リリレイズを浴びせてもいい場面だが、そうしなかったのはおそらく……。

　最後のリバーカードが開かれる。[image: はーと8]。

『２００＄ベットで』

　またしてもミニマムベットするマーヤ。その意味はポットサイズを小さく留とどめておくことと、相手を挑ちよう発はつすること、二重の戦略が込こめられている。自信を覗のぞかせないことで、敵を焚たき付つけているのだ。もっとチップを吐はき出だせと、罠わなを仕し掛かけている。

『レイズ。４０００＄』

　乗ってきた。マーヤは内心でほくそ笑えんでいることだろう。もちろんそんなそぶりはおくびにも出さないが。

『コールっと。見せてみなよ』

『……』

　Ｂさんが[image: A][image: Q]をオープンする。

『はい、残念でした～』

『……なっ』

　[image: 7][image: 5]のツーペアで、マーヤの勝利。まさかそんな手で挑いどんできていたのかと、Ｂさんの顔が歪ゆがむ。

　いや、Ｂさんだけではない。テーブル全体にゾワッと悪お寒かんが走る様子が、画が面めん越ごしにも見てとれた。

　この瞬しゆん間かんを見せたかったのだろう、マーヤは。[image: 7][image: 5]という弱い手で勝ってみせたことを他のプレーヤーに知らしめるため、あえて余計なレイズはせずショウダウンまで引っぱった。これにて次のゲームからはマーヤという存在が過か剰じように不気味さを増す。

　まったく。敵に回すと厄やつ介かい極きわまりないが、味方にすればこれほど心強い存在はいない。マーヤ・オーケルマンの良いい意味での厚こう顔がんさに、改めて舌を巻いた。






　ＢＢ：マーヤ　２１６００＄




Ａ　８２００＄

Ｂ　１１３００＄

Ｃ　６６００＄

Ｄ　９１００＄

Ｅ　７６００＄

Ｆ　１０６００＄




ボタン：Ｇ　５３００＄

　ＳＢ：Ｈ　９７００＄








　マーヤはどんな手でも参戦してくる。

　それ即すなわち、普ふ通つうに強い手でも参戦してくるという意味になる。

　ここでマーヤが引いたカードは[image: スペードK]、[image: くらぶK]。ポケットキングだ。

「エグい……」

　思わず同じ言葉を呟つぶやいてしまった。

　ただしこの[image: K] というハンドは意外に脆もろい。[image: A]のペアひとつで捲まくられてしまう可能性もあるからだ。

『ベット。６００＄』

　Ｂさんが[image: はーとA]、[image: だいやJ]で踏ふみ込こむ。他のプレーヤーは降りてマーヤまで賭かけ番ばんが回ってきた。

『…………んー』

　Ｂさんの仕草をじっと観察するマーヤ。ここはリレイズして賭かけ金きんを吊つり上あげても良いい場面だが、どうする。

『コール』

　マーヤはフラットコールに留とどめた。レイズしても付いてこられる可能性が高いと踏ふんだのだろうか。プレースタイル的に、ポットを大きく膨ふくらませるのをあまり好まないというのもあるだろう。まずはフロップを見る。動くのはそれからで良いいという判断かもしれない。

　開かれたフロップは、[image: だいやA]、[image: くらぶA]、[image: はーとK]。ド派手なヤツが出た。いわゆるブロードウェイと呼ばれるボードだ。

　そしてマーヤはあっさりフルハウスを完成。これで負けは[image: A][image: K]の[image: A]三枚使いフルハウス、[image: A] のクワッズくらいしか事実上なくなった。

『レイズ。１５００＄』

　Ｂさんは当然のようにレイズ。[image: A]のトリップス完成で、ここは地の果てまでも降りられない状じよう況きようだろう。

　マーヤはどうする？　ほぼ勝ち確定だが[image: A][image: K]、[image: A] には負ける。Ｂさんがそれほどのモンスターハンドを持っていると読むかどうか。

　じっとＢさんを観察し続けるマーヤ。そして。

『レイズ。３０００＄』

　さらに押おした。正解を選んだ。Ｂさんの表情やしぐさから、[image: K] で勝てると踏ふんだのだろう。普ふ段だん相手にしているメンバーに比べたら、Ｂさんからテルリーディングするのはたやすかったに違ちがいない。

『………………く』

　今度はＢさんが悩なやむ番だ。Ｂさんの場合、[image: A][image: A]、[image: A][image: K]に加えて[image: A][image: Q]相手にも負ける（[image: A]のトリップス同士だがキッカーが[image: J]より[image: Q]の方が強いため）。そして実際マーヤが持っている[image: K][image: K]もケアしなければならない。

『レイズ。……オールイン！』

　勝負に出た。ここは引けないという心境なのだろう。

　加えて言うなら、前回のマーヤのハンドが[image: 7][image: 5]という無茶苦茶なものであったことも作用していそうだ。どうせまた大したカードじゃない。そう心理的に楔くさびを打うち込こまれて後に引けなくなった可能性もある。

　どのみち、勝負はほぼ決した。マーヤが負けるパターンは場にもう一枚、最後の[image: A]が落ちた時のみ。

『オッケー、良いい根こん性じようだ』

　マーヤも全てのチップを目の前に差し出す。

　互たがいがハンドをオープン。マーヤ[image: K][image: K]対、Ｂさん[image: A][image: J]。

『うそ……!?』

　Ｂさんの顔が真っ青になる。

『またクソカードだと思った？　ざんねん』

『…………んんっ』

　唇くちびるを嚙かみながら、テーブルを凝ぎよう視しするＢさん。そうだ。まだマーヤの勝ちが確定したわけじゃない。残り一枚の[image: A]が落ちさえすれば、Ｂさんにも逆転の目はある。

　四枚目のターンカード。──[image: だいや8]。

『お願い……！』

　祈いのるＢさん。五枚目。最後に落ちたカードは……[image: スペード6]。

『悪いね。トバしちゃって』

　マーヤの勝利。しかもＢさんのチップを根こそぎ奪うばい取とる蹂じゆう躙りんっぷりだ。

　これでマーヤも大だい丈じよう夫ぶ。よっぽどのことがない限りここから転落する未来は訪おとずれないだろう。

「エグいなあ……」




　三度目のつぶやきと共に、俺おれはタブレットを最後の一人がいるテーブルに切きり替かえた。





♦１番テーブル（二階堂朱梨）
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ボタン：Ｂ　３４００＄
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Ｇ　６８００＄

Ｈ　４９００＄










「うわぁ……」

　こっちはもっとエグかった。他のテーブルを観戦しているうちに、朱しゆ梨りという名の暴風雨が吹ふき荒あれた後らしい。

　こうなってしまうとメンバーチェンジまでは消化試合みたいなものだ。朱しゆ梨り以外のメンバーはただただ良いい手が入ってくる幸運を祈いのる以外することがなくなる。

　ポーカーというゲームはとにかくチップを大量に手にしたプレーヤーが加速度的に有利になる。朱しゆ梨りはただ、安全に良いいカードが入った時だけごく当たり前の賭かけ方かたを続けていけばそれだけで他のプレーヤーを圧あつ倒とうできてしまうのだ。

　ゲームは既すでにフロップが開かれていて、朱しゆ梨り[image: くらぶK][image: クラブJ]対Ｄさん[image: はーと6][image: スペード6]の対決になっている。開かれたフロップは[image: はーと9]、[image: スペードK]、[image: だいや2]。きっちり[image: K]をヒットさせているところがいやらしい。

『ベット。１５００＄です』

　当たり前に賭かけ金きんを吊つり上あげる朱しゆ梨り。Ｄさんはこれをブラフと読むか、残り二枚の[image: 6]を引き当てることを願うかの二に択たく。

　ただしここで朱しゆ梨りに付き合うとなると残りチップの全てを賭とす展開を予想しなければならない。朱しゆ梨りが手を緩ゆるめることなど有り得ないのはここまでのゲームで散々思い知らされた後だろう。恐おそらくは。

『…………フォールドします』

　Ｄさんは撤てつ退たいを表明。仕方あるまい。フロップでうまく[image: 6]をヒットさせられていれば良かったのだが、それも叶かなわずで引ひき際ぎわだ。

　朱しゆ梨りにまたチップが加算される。この嵐あらしは、まだしばらく収まる気配がなさそうだ。
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　次のゲームに移り、朱しゆ梨りの持ち札は[image: だいや10]、[image: だいやJ]。スーテッドコネクターだ。

　これはギャンブル要素の強い手札で、ボードにヒットすればもの凄すごく強くなるものの、外すとろくな手にならない典型と言える。最初の賭かけ番ばんでベットするかは非常に悩なやましいが、

「ベット。６００＄」

　朱しゆ梨りは参戦を決めた。チップに余よ裕ゆうがあるのでまずは足を突つっこんでおいて、危険な香りがしたなら即そく時じ撤てつ退たい。そういう戦法を選んだ。こういうことができるのも大量のアドバンテージを持ったプレーヤーの強みである。

　その猛もう威いに怖おそれをなしたのか（単純に手が伴ともなってないのもあるが）、Ｄさんまで全員がフォールド。

　残るはＢＢビツグブラインドのＥさんだが、その手札はなんと[image: はーとA][image: だいやA]。ポケットエース。

『オールイン』

　ここは行くだろう。Ｅさんの持ちチップは２２００＄しかない。ここで少しでもチップを回復しておかなければ未来はないのだから。

　さて、朱しゆ梨りはどうする。はっきり言って通常ならばオールインを受けられる手ではない。

　しかしそれは通常ならばという条件においてだ。

『いいでしょう。乗ります』

　Ｅさんが２２００＄しか持っていないということは、朱しゆ梨りが失う可能性のあるチップも２２００＄が上限という意味になる。負けても傷が浅いのなら刈かりに行く。残ざん酷こくだろうとそれが勝負の世界というものだ。

『ショウダウン』

　両者の手札が開かれる。Ｅさんは力強く[image: A] を見せつけた。

『そうそう何度も上う手まく勝てると思わないでよね』

『まだわかりません』

　圧あつ倒とう的てきな不利を見せつけられても、朱しゆ梨りは顔色一つ変えない。そう、[image: A] は最強の持ち札だが、最強の役ではない。まだフロップ次し第だいで状じよう況きようは変化する。

　最初の三枚は[image: だいやK]、[image: はーと3]、[image: スペードQ]。

『ぐっ……』

　Ｅさんが苦虫を嚙かみつぶしたような顔に。このボード、どちらにもヒットしていないが朱しゆ梨りは[image: 9]か[image: A]が出ればストレート完成となる。[image: A] を捲まくれるのだ。

　四枚目。[image: くらぶ4]。

『っ』

　ほっと息を漏もらすＥさん。彼かの女じよの運命は五枚目のリバーカードに託たくされた。

　五枚目。

　[image: スペードA]！

『そんなっ！』

　朱しゆ梨りにストレートが完成した。無情にもＥさんは全てのチップを失ってしまう結果に。

『すみません。これもポーカーですので』

　どうやら今日の朱しゆ梨りは運気も充じゆう分ぶんのようだ。あまりにも頼たのもしい。







　この後もザッピングを繰くり返かえしみんなの戦いぶりを観戦したが、四人共が絶好調。予よ選せん終しゆう了りようの合図が響ひびくまで順調にチップを積み上げ続けてくれた。

　最終結果。

　巴ともえ、３８８００＄

　留る子こ、４２０００＄

　マーヤ、４５４００＄

　朱しゆ梨り、５２０００＄

　我らが陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの平へい均きん獲かく得とくチップは４４５５０＄となった。感かん触しよくとして充じゆう分ぶんだ。これならきっと決勝に進めるはず。それもおそらくトップ通過で。

『それでは最終結果を発表いたします。見事決勝に進んだのはこの二チームです！』

　はたして、壇だん上じようのディスプレイには陽よう明めいの名がバッチリと記された。ぐっと拳こぶしを握にぎる俺おれ。

　しかし、その喜びは一いつ瞬しゆんで驚おどろきとすり替かわった。

「二位、なのか……？」

　予選トップ通過は陽よう明めいではなく、そこに記された名は……フィエール女学院。

　ハッとして個別成績の方に目を向ける。

　フィエールの内訳は、灘なだ川がわさん、３２９００＄

　中なか川がわさん、２８８００＄

　衣え奈な、４３０００＄

　そして、結ゆ奈なさん──８９０００＄!?

　なんて数字だ。予選のこの時間内で叩たたき出だせるチップ数ではない。

　しかも、親善試合で争った時はまるで素しろ人うとのようだった結ゆ奈なさんが圧あつ倒とう的てきチップリーダー、だと。

　決勝に進むという最低限の目的を無事果たした俺おれたちだったが、何ともいえない悪お寒かんを感じずにはいられない。

　やはり俺おれたちはまだ結ゆ奈なさんの真の実力を知らされていなかったらしい。さすがはハミルトン家が送おくり込こんできた刺し客かくというわけか。

　それにしてもすごいスコアだ。いったいどんな戦法で結ゆ奈なさんが勝ち進んだのか。残された時間は少ないが、決勝までの休きゆう憩けい時じ間かんにできる限り対策を立てておく必要がありそうだ。
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♠選手控室






　この時間だけは監かん督とく権けん限げんで控ひかえ室しつに入ることが許されているので、結果発表を見るや一目散に子どもたちの許もとへと向かう。

「みんな、まずは決勝進出おめでとう。四人ともよく頑がん張ばったぞ」

　簡素なテーブルを囲んでいた巴ともえたちを見つけ声をかけると、その成績とは裏腹にピリピリした空気感が返ってきた。

「あんなスコア叩たたき出だされるとぜんぜん勝った気しねーよ」

　パイプ椅い子すに寄りかかり、眉まゆ根ねを寄せるマーヤ。

「確かにその気持ちもわかるが、みんなにミスがあったわけじゃない。言葉は悪いが、たまたま弱いプレーヤーとばかり当たっていたのかもしれない」

「楽観視するのもどうかと思いますが。事実として私たちは一度もフィエールの選手と予選で当たりませんでしたからね。……ハミルトン＝結ゆ奈なさん。できれば決勝前にもう一度対戦しておきたかったというのが本音です」

　さすが朱しゆ梨り、好戦的というか野心的というか。

　だがそれも一理ある。この前の親善試合を加味するとなお、どんなプレーヤーなのかまったくわからないというのが、結ゆ奈なさんに対する不気味さを強調しているのだ。

「センセー、たしかプレー記録って見れるんスよね？」

「ああ。それが目的で来た」

　今日の予選は試合結果の記録が公開されており、誰だれがどんな手で勝ったか参照することができる。結ゆ奈なさんのテーブルは注目してこなかったが、今からその全ぜん貌ぼうを確かめることは可能なのだ。

「見てみましょう、先生っ」

「そうだな。決勝まで時間がないが、対策が見つかれば有利になる」

　そこまでには至らなくても、このえも言われぬ不気味さは払ふつ拭しよくできるかもしれない。俺おれたちは五人でタブレットを囲み、結ゆ奈なさんのハンドだけをサーチして個別に検討を始めた。

「……なんだよ、これ」

　マーヤが吐はき捨すてるように呟つぶやく。

「ある意味、見なければ良かったレベルっスね」

　冗じよう談だんめかす留る子こだったが、半ば同意しかけてしまう。

　結ゆ奈なさんにプレースタイルなんてあったもんじゃなかった。ただ、ハンドが恐おそろしく良いい。

　それも常識を疑うレベルでだ。予選中、引き当てた[image: A] の回数がなんと五回。さらに[image: K] が三回。[image: A][image: K]も三回。もはやイカサマを疑いたくなるレベルでその手に強いカードが集まってきている。

「先生、こんなの対策の立てようが……」

　巴ともえが困こん惑わくして首を振ふる。正直、俺おれもこんな引きを見せられてしまってはアドバイスのしようがなかった。

「拍ひよう子し抜ぬけですね」

「朱しゆ梨り？」

　顔を歪ゆがめる俺おれたちだったが、そんな中で朱しゆ梨りだけは平然と画面を見つめ続けていた。

「ポーカーにオカルトは存在しません。ただ、引きが良いいから勝てた。それだけの選手ならば、対策を立てるまでもありません。ただ、自分のポーカーを信じるのみです」

「──さすがですね、朱しゆ梨りさん」

　外野からの声にハッと振ふり返かえる俺おれたち。結ゆ奈なさん、そしてフィエールのメンバーが勢せい揃ぞろいでこちらに近付いてきていた。

「……これは、すみません。お気を悪くされたのなら謝あやまります」

「その必要はありません。……そうですね、事実ですから。私は運だけで予選を勝ち進んだ。そう言って差さし支つかえないでしょう。ですが、その運がもう尽つきてると朱しゆ梨りさんはお考えですか？」

「運というものそれ自体を私は過大評価していません。決勝で結ゆ奈なさんに良いい手がたくさん入るかどうか。それは確率の問題にすぎないでしょう」

「面おも白しろい考え方ですね。では、お互たがい口論をしても無む駄だということで。どちらが正しかったか、それは勝負の結果が示してくれることでしょう」

「そうですね」

「それでは。決勝前にご挨あい拶さつができてよかったです」

　言い残し、去っていこうとする結ゆ奈なさん。

「あんたたち、今度こそお姉さまの実力の前にひれ伏ふすがいいわ！」

「衣え奈な。黙だまりなさい」

「あいた!?　し、失礼しました……！」

　そんな中衣え奈なだけが俺おれたちに食ってかかろうとするが、結ゆ奈なさんに耳をつねられ引っぱって行かれた。辺りに静せい寂じやくが戻もどる。

「衣え奈なが煩うるさくなくなったという点では、ありがたい存在っスけどね、ハミルトン＝結ゆ奈なが現れて」

　それは確かに、と留る子この言葉に苦く笑しようする俺おれたち。

「朱しゆ梨り、大だい丈じよう夫ぶだよね……？　きっと結ゆ奈なさん、大将だから」

　巴ともえの言う通り、結ゆ奈なさんと対戦するのは朱しゆ梨り。おそらくそうなるだろう。

「全力を尽つくします。少なくとも『運』の要素以外では絶対に後おくれを取らないと誓ちかいます」

　朱しゆ梨りに頷うなずきで応える。ポーカーの実力ならば、間ま違ちがいなく朱しゆ梨りの方が上であるはず。ならば、結果も自然とついてくることだろう。

　ただ、結ゆ奈なさんのバケモノじみた強運が、決勝でも発揮されるならば……。考えたくはないが、そういう不条理が起こるのもまたポーカーだ。

　どのみち俺おれには、もはや見守ることしかできないのだが。

「ま、別にシュリ一人で勝負するわけじゃないしな。ワタシらで大勢決めちまえば良いいだけの話じゃん」

「たまには良いいこと言うっスね。たしかにリレーなんだから朱しゆ梨り一人に負担かける必要なんてないっス」

「うん、そうだねっ。私も全力でがんばるよっ！」

　みんなの気合いが心強い。そうだった。忘れていたわけではないがこれは団体戦。朱しゆ梨りに命運の全てを委ねる必要なんてないのだ。

「一応ルールを再さい確かく認にんしておくぞ。決勝はヘッズアップリレーで行われる。一人三十分持ちで、メンバーチェンジ毎ごとにブラインドが上じよう昇しよう。四人勝負だから先せん鋒ぽうが１００＄。次じ鋒ほうが２００＄、以後、５００＄、１０００＄と増えていく。その辺は大だい丈じよう夫ぶだな？」

「はい、ちゃんと覚えています！」

　巴ともえ、そして全員が頷うなずいてくれた。

　さあ、試合開始まであとわずか。ここまで来たらみんなの実力と絆きずなを信じるのみだ。





♠廊下






「衣え奈な、みなさん。決勝ですが指示があります」

「指示、ですか……？」

「はい。私の言う通り戦って下さい。それで勝てますから」

「お姉さま、何を……？」

「こんな運の絡からむゲームがいかにくだらないものか、全ての人に教おしえ込こむんですよ」

「……っ」

「お姉さま、ポーカーはお姉さまが思うほど……」

「黙だまりなさい。選せん抜ばつテストの結果で私がリーダーとなることは決定したはずです。ですから貴方あなたたちは私の指示に従って頂きます」

「………………………………っ」

「はっきり言います。私はポーカーが、いえ。運の絡からむこの世の全てのゲームが憎にくい。だからゲームごと破は壊かいしてやらなければ気が済まない。文句があるなら私に勝てるようになってから仰おつしやって下さい」

「わかり……ました」

「よろしい。それでは参りましょうか。……衣え奈な」

「は、はい」

「私も願っていますよ、これからの時間が退たい屈くつなものにならないことを。でもそれは叶かなわぬ願いでしょうけれども」

「………………っ」





♥決勝テーブル






　観戦席に戻もどってくるとアリーナの設備は一新されており、中央にただ一卓たくのテーブルが置かれているのみになっていた。広いスペースでスポットライトを浴びている狭せまい一箇か所しよだけが暗くら闇やみに異い彩さいを放っている。

　そう言えば、二に階かい堂どう静しずかはどこにいるのだろう。会場に来ていないということはありえないが、予よ選せん突とつ破ぱの祝いにも駆かけつけなかった。あの男にとって、優勝以外は価値なしなのだろうがそれにしても冷たいものだ。

　まあ、いい。顔を合わせずに済むなら俺おれとしても余計なプレッシャーを感じずに済むというものだ。

『大変お待たせいたしました。それではただ今よりＡＳＰＴ全日本小学生ポーカートーナメント東京地区予選の決勝戦を開始いたします。優勝を争うのはフィエール女学院ポーカークラブ対、陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブのみなさんです！』

　紹しよう介かいに喝かつ采さいが上がる。客席はまだ多くの人で賑にぎわっていた。自分の学校のチームを応おう援えんするばかりではなく、純じゆん粋すいに小学生のポーカーを楽しみに来たギャラリーが大勢いることの証あかしだ。本当に流は行やっているな、ポーカー。数十年前、日本でこんなポーカーブームがやってくると予見できた人間ははたして存在するのだろうか。

『選手入場です。先せん鋒ぽう、フィエール女学院ポーカークラブ、灘なだ川がわユリさん！　陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブ、マーヤ・オーケルマンさん！』

　名が呼ばれると左右にスポットライトが照らされ、ステージ脇わきから二人が颯さつ爽そうと歩み出る。演出も小学生の大会とは思えない派手さだった。

　否いや応おうなしに緊きん張ちよう感かんが高まる。まずは出花、頼たのんだぞマーヤ。

　念のためオーダーを確かく認にんしておくと、先せん鋒ぽうがマーヤ、次じ鋒ほう留る子こ、副将巴ともえ、大将朱しゆ梨りというのがこちらの並びになる。

　それともう一点。今回は両チームが予選で平均３００００＄以上を獲かく得とくしたから、その平均点が決勝に持もち越こされる。即すなわち、陽よう明めい側がわは４４６００＄持ち、フィエール側は４８４００＄持ちでスタートだ（端は数すうは四捨五入）。最初から不利を抱かかえることになるが、まあ大した点差でもないしマーヤたちなら撥はね返かえしてくれるはず。

『相手にとって不足アリだけど、まあしゃーないか』

『こっちもあんたのことなんて見てないよ』

　タブレット越ごしに伝わる音声。早くも舌ぜつ戦せんが繰くり広ひろげられている。

　マーヤと灘なだ川がわさんならマーヤに分があると信じているが、油断禁物。天てん衣い無む縫ほうかつ大だい胆たんなマーヤらしいポーカーに期待する。





陽明　４４６００＄─４８４００＄　フィエール






　第一ゲーム。先せん攻こうであるマーヤの持ち札は[image: はーと8]、[image: だいやJ]。弱い手だが相手の手札の可能性が限られている一ヘツ対ズア一ツプならアグレッシブに攻せめてもギリギリ許されるカードだ。当然マーヤならそうするだろう。

　対する灘なだ川がわさんは[image: くらぶK]、[image: クラブ10]。プリフロップの段階だと相手にアドバンテージがある。

『コール』

　マーヤはいつものようにリンプイン。とりあえずフロップを覗のぞきに行こうという魂こん胆たんだ。

『………………………………チェック』

　灘なだ川がわさんはチェック。チェックか。一ヘツ対ズア一ツプでこの手ならレイズして賭かけ金きんを吊つり上あげても良さそうなものだが。

　フロップが配られる。[image: くらぶJ]、[image: はーと10]、[image: はーと3]。双そう方ほうにペアができた。

『ベット。１００＄』

　マーヤから動く。ミニマムベットなのはいつも通りだ。ここから相手の動きに合わせて翻ほん弄ろうするのがマーヤのスタイル。

『……………………………………フォールド』

　長考の末、灘なだ川がわさんは降りた。トップペアを引けなかったにしろずいぶん弱気だな。相手のベット額が１００＄足らずなんだから乗っても良さそうなものなのに。マーヤとは初対決だから、とりあえず様子見しているのだろうか。

　とにもかくにも最初のゲームはマーヤの勝利。わずかながらこちら側にチップが入ってくる。

　次のゲームではマーヤに[image: はーとA]、[image: だいやJ]というチャンス手が入った。が、対する灘なだ川がわさんは[image: はーと3]、[image: くらぶ7]というクズ手。これはさすがに降りられてしまうか。

『………………………………………………』

　と思いきや、灘なだ川がわさんは意外なほどの長考を見せる。マーヤならいざ知らず、灘なだ川がわさんはこんな手で攻せめてくるタイプではなかったはずなのだが。

『………………フォールド』

　結局灘なだ川がわさんはフォールド。ずいぶんと時間をかけたものだなと違い和わ感かんを覚える。

　一応こちらの二連勝なのだが、なんとなく変な感じだ。収まりの悪さを覚えながら、俺おれは引き続きゲームを見守る。





陽明　４４７５０＄─４８２５０＄　フィエール






　マーヤの手札は[image: はーとK]、[image: だいや10]。まずまずだ。対する灘なだ川がわさんは[image: はーと７]、[image: スペード7]。低い数字のペアだが化ける可能性のある手が入っている。

『コール』

　いつものようにリンプインするマーヤ。灘なだ川がわさんはチェックしてフロップが開かれる。

　[image: スペード2]、[image: スペード9]、[image: スペードQ]。モノトーンだ。灘なだ川がわさんは[image: スペード]を持っているからセットこそ完成しなかったが、あと一枚のスペードでフラッシュが成立する。

『ベット。１００＄』

　マーヤはブラフベット。額が小さいのがここではかえって功を奏したとも言えるし、ブラフにしては弱すぎて相手を降ろしきれないのではという不安もかき立てる。

　さあ、灘なだ川がわさんはどう動く。引ければ化けるカード──アウツの数は充じゆう分ぶんなのだからフラットコールしてもいいし、リレイズに出てもおかしくない。

『…………………………………………』

　長考。長考が多いな。はたしてこんなプレーヤーだったろうかとまたしても違い和わ感かんが増す。

『どしたの？　早く決めなよ』

　マーヤも少し焦じれてきた様子で相手を挑ちよう発はつする。

『…………………………フォールド』

　フォールド!?　こんな好条件でフォールドするのはあまりにも勿もつ体たいないと思うのだが……。

　確かに[image: スペード]が一枚落ちればフラッシュが完成という状じよう況きようは、マーヤにもスペードが入っていれば[image: 7]だと持ち札が弱い。しかしそうそうフラッシュなんてできるものでもないし、セットでも勝ちを拾える可能性だってある。たった１００＄のプッシュに屈くつしてしまうというのは弱気どころの騒さわぎじゃない。

　今までの対戦記録からしてそれに気付かない灘なだ川がわさんではないはずだ。

　この勝負、何かある。俺おれは何ともいえない居い心地ごこちの悪さに囚とらわれた。

　しかし、今のところこういう戦い方をしてくれるのなら有利なのはこちらだ。特に恐おそれるべき問題はない。ないはずなのだが、腑ふに落ちない。

　その後も灘なだ川がわさんは自分の先せん攻こうでフォールドを連発。マーヤに攻せめられるとあっさり引くというプレーを繰くり返かえし、チップを削けずり落おとしていった。場代が安いから微び々びたる差ではあるが、着実に陽よう明めい側がわのリードが広がっていく。

　そうして三十分の時間が経過。先せん鋒ぽう戦せんが終しゆう了りようを迎むかえた。

『なんなんだよ。ぜんぜんポーカーした気がしない』

『………………ふっ』

　悪態をつくマーヤに、なにやら自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑えみを返す灘なだ川がわさん。やはり何か、理由あってのプレースタイルだったのだと思わせるような態度だった。

　それも、灘なだ川がわさんの意志に反した何か。

　誰だれかの指示……結ゆ奈なさんの？

「もしや」

　俺おれは一つの可能性に思い当たる。予感が正しければ、この何ともいえない気色悪さはこの先も続くかもしれない。





陽明　４５２００＄─４７８００＄　フィエール






　選手交代で留る子こと中なか川がわさんがアリーナに入場する。ここからはブラインドが１００─２００だ。

『ずいぶんチンタラ打ってたっスね』

『……………………ふん』

　どうやら留る子こたちにも違い和わ感かんは伝わっているようだ。そりゃそうだろう。あの子たちなら普ふ段だんのフィエール精せい鋭えい部ぶ隊たいとは思えないプレーに何も感じないわけがない。

　二人が席に着き、カードが配られる。先せん攻後攻こうが入いれ替かわって今度はフィエール側が先せん攻こうになる。

　中なか川がわさんの手は[image: はーとA]、[image: くらぶQ]。直感的に……いや、経験則的に察する。これは降りるな。

『……………………………………フォールド』

　迷いに迷った末、中なか川がわさんはフォールドを選せん択たく。実際は迷ってすらいなかったのだろうが。

　留る子この手は[image: くらぶ4]、[image: はーと8]だった。だからここで勝ちを拾えたのはラッキーとも言えるのだが、あまりそういう印象は抱いだけない。

　留る子この攻せめ番ばんに切きり替かわる。カードは[image: スペード８]、[image: クラブ10]。強いとは言えない手だった。

　対する中なか川がわさんは[image: はーとJ]、[image: だいやK]。一ヘツ対ズア一ツプなら充じゆう分ぶんすぎるほどいいカードが入っている。

　さて、普ふ段だんの留る子こならばここはフォールド一いつ択たくだろうが、フィエールの異常に気付いているのなら。

『ベット。６００＄っス』

　攻せめる。それでいい。どうせ相手は降りてくれるのだろうから。

『………………………………………………フォールド』

　たっぷり時間を使って、中なか川がわさんはやはり降りを選せん択たく。

　もう間ま違ちがいない。フィエール側が行っているのは牛歩戦術。結ゆ奈なさんまでチップを温存し、最終戦に勝負の全てを委ねるつもりだ。

　いちいち長考が入るのも作戦の一つに違ちがいない。そうやってプレーするハンドの数自体を少なく抑おさえようという魂こん胆たんが見てとれる。

　そういうつもりならばこちら側の対策は簡単。かなりルーズ気味にガンガン押おしていけば良いい。相手が勝手に降りてくれるのだからそれが最適な戦術となる。

　ただし、いくら先延ばしが目的とはいえまさか全部のハンドを降りると決めているわけではないだろう。これ以上強いカードが入れば攻せめる。そういうレンジが存在するはずだ。

　そのレンジを見み極きわめてもらう選手として留る子こは最適。この局面、俺おれは逆にフィエール側にいい手が入ることを望む。





陽明　４５５００＄─４７５００＄　フィエール






　そして時は来た。中なか川がわさんの手は[image: はーとA][image: はーとQ]。このスーテッドならさすがに攻せめてくるか。

　対する留る子こは[image: スペード9]、[image: だいや8]。受けて立つには心こころ許もとないが、問題ない。留る子こなら不利を察知して早々に降りてくれるはず。テーマとなるのはこの手で中なか川がわさんがどんなアクションを取るか。その一点に尽つきる。

『……………………………………』

『あたしもそれなりにポーカーやってきたけど、初めて見るっスよ。そんな顔で打ってる人』

　中なか川がわさんは苦く悶もんの表情を浮うかべている。ということは、まさか。

『………………………………フォールド』

　降りた……！　信じられない。

　ということは、[image: A][image: Q]すらも彼かの女じよたちのプレーするハンドレンジに含ふくまれていないのか。

　じゃあ一体なんだったら参加するんだ。まさか全降りを指示されてるとまでは思えないし、[image: A][image: K]と[image: J] 以上のペア、そんなところだろうか。

「なんだかな」

　ふつふつと、怒いかりのような感情がこみ上げてくる。中なか川がわさんに対してではない。こんな指示を出したであろう人物に対してだ。

　灘なだ川がわさんも、中なか川がわさんもポーカープレーヤーとしてはかなりのものだ。予選での成績がそれを物語っている。そんな彼かの女じよたちを踏ふみ台だいとしか思っていないような不信。まるでポーカーという競技を愚ぐ弄ろうしているかのような傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに、俺おれは腹を立てた。

　違ちがうだろ。ポーカーってもっと、運と実力のせめぎ合いを楽しむスリルに溢あふれた競技だろ。それを運だけの要素で片づけようとする輩やから──恐おそらくは結ゆ奈なさんに、俺おれは負の感情を抱いだかざるを得なかった。

『それでいいんスか』

『うるさい。黙だまってて』

　留る子こも憮ぶ然ぜんとしている。この勝負、勝たなきゃな。賭かけられているものなんてもはや関係ない。ポーカープレーヤーの矜きよう恃じとして、フィエールのポーカーを否定しなければ気が済まなくなってきた。

　ただし現実問題として、序じよ盤ばんで大きくチップを稼かせぐのは難しそうだ。このままチップを削けずり取とることはできるだろうが、なにせブラインドが安い。一回のゲームで稼かせぎ取とれる額はたかが知れている。

　留る子ことマーヤは可か哀わい相そうだが、本番は巴ともえ以降か。

　懸け念ねんしたとおり、中なか川がわさんはその後もフォールドを連発。しかもかならず長考が入るからゲーム数もさほど稼かせげなかった。

　遺い憾かんながら、相手の思おも惑わく通どおりにことが進んでいる。

　スコアはついに逆転まで至ったのだが、気持ちの上ではまったく優勢とは感じられないまま時ばかりが過ぎていった。

　三十分が経過し、選手交代の時間。勝負の行ゆく方えはいよいよ後半戦に託たくされた。





陽明　４８５００＄─４４５００＄　フィエール






　巴ともえと衣え奈なが登場し、ブラインドは２５０─５００へ。

　さて、フィエールの戦法はわかったわけだが、この対戦において俺おれは一いち縷るの希望を抱いだかずにはいられなかった。

　はたしてあの衣え奈なが、我を殺しほとんど全てのカードを捨てることなどできるのだろうか。

　確率としては五分五分くらいで裏切ってくれるのではないかという期待がある。もちろん良いい意味でだ。衣え奈なの鼻っ柱の強さが、本来のポーカーを俺おれたちに味わわせてくれるのではないか。そう願わずにはいられなかった。

「はは。まるで相手に味方しているみたいだ」

　もちろん、そうなれば苦戦は免まぬかれない。衣え奈なは強いプレーヤーだ。殻からに閉じこもってくれていた方が楽ではあるのだが、やはり俺おれはポーカーらしいポーカーが見たい。せっかくの大おお舞ぶ台たいでフィエールがこんな調子じゃ、ギャラリーも興ざめだろう。

『よろしくお願いしますっ』

『……フン』

　ぺこりとお辞じ儀ぎする巴ともえを無視して席に座すわる衣え奈な。その心境やいかに。

　最初のカードが配られた。巴ともえ、[image: スペードK]、[image: スペード7]。衣え奈な、[image: だいやQ]、[image: クラブ10]。

『ベット。１５００＄です』

　巴ともえが攻せめた。カードの強さとしては微び妙みようなところだが、裏で観戦していてフィエールがどういう戦略で来ているか皆みなで確かく認にん済ずみだろう。超ちようニ手ッ堅トくに打ってくる相手に対してはどんどんレイズを仕し掛かけていってプレッシャーをかけるのが常じよう套とうだ。

　衣え奈なはどう受ける。普ふ段だんならコールしてきておかしくない。俺おれは静かにその動向を見守る。

　まったく。これじゃ本当にどっち側の視点で見ているのかわからないな。

『……………………………………………フォールド』

　降りた、か。残念だ。

　やはり衣え奈なにとって、姉の結ゆ奈なさんという存在は絶対らしい。一いち抹まつの寂さびしさと、歯がゆさが募つのる。

『………………………………フォールド』

　続く対決でも衣え奈なは開幕から降りを選せん択たく。やはりフィエールは一いつ貫かんして最終戦まで殻からに閉じこもる戦法をするつもりらしい。
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「ん、これは……」

　次のゲームは面おも白しろいことになった。巴ともえ、[image: スペードQ]、[image: はーとQ]。そして衣え奈なが[image: くらぶA]、[image: だいやK]。巴ともえにポケットクイーン、衣え奈なに[image: A][image: K]が入った。

『ベット。１５００＄です』

　巴ともえは当然攻せめる。対する衣え奈なはどうする。

『レイズ。…………………………５０００＄』

　来た。ついに動いた。さすがに[image: A][image: K]はプレーレンジに入っているか。

　さあて、ようやく『ポーカー』が始まるな。

　などと思わず前のめりになってしまったが、巴ともえとしては難しい選せん択たくだ。降りるには惜おしすぎるカードであるものの、ついにフィエールが動いたということは相手のハンドが相当良いいことを示し唆さしている。[image: A][image: A]、[image: K][image: K]のポケットペアか、[image: A][image: K]。そこまで絞しぼりきれるはずだ。だからこそ伸のるか反そるか非常に迷う。

　安全に行くならフォールドもありだ。大物手しか乗ってこない相手なのだから、大物手ですよとアピールされたら逃にげるが勝ち。それも決して間ま違ちがった選せん択たくじゃない。

　だが、[image: Q]ポケットで即そく時じ撤てつ退たいというのはあまりにも弱気とも言える。勝ちを拾える可能性は充じゆう分ぶんにある手なのだから、がっぷり四つでやり合いたい気持ちもせめぐ。

『……………………コールしますっ』

　巴ともえは乗った。その判断になんの文句もない。ここでぶつかるのは『ポーカー』をやっていれば避さけられない。

　フロップが開かれる。[image: はーと5]、[image: だいや7]、[image: スペード9]。ローボードでどちらの手札にも絡からまない。

　さあ、どうする巴ともえ。当然ベットすべき場面だがベットサイズはどうするか。非常に難しい判断となる。大きく賭かけて降ろしてしまいたい衝しよう動どうもあるが、相手が大物ペアだった場合手痛いしっぺ返しを食くらう。そしてその可能性は大いに有り得るのだ。

　俺おれだったらポットの半分、５０００＄前後を投じる場面だろうか。

『ベット。５０００＄です！』

　以心伝心。やはり合宿で共に過ごしてきた時間は無む駄だではなかった。

　さあ、今度は衣え奈なが苦しむ番だ。[image: A][image: K]持ちとはいえ、未いまだフロップにはヒットしていない。この５０００＄を打ち返すのは相当な覚かく悟ごが必要になってくる。

『ぐ、ぐぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ』

　衣え奈なの表情が鬼き神じんの如ごとく歪ゆがむ。……もしかすると、[image: A][image: K]でフロップにヒットしなかった場合は撤てつ退たいを指示されているのかもしれない。ありそうな話だ。

　しかし、もう一度あるかないかの攻こう撃げきチャンス。ここで引いたら衣え奈なはもう席に座すわっていることだけしかできなくなる可能性も少なくない。

『………………………………コール』

　受けた。まだ空の手で巴ともえのベットに歯向かう衣え奈な。

　会場の温度が一気に高まったような錯さつ覚かくを覚える。退たい屈くつだった試合模様から一転して突とつ入にゆうしたクラッチタイムに、ギャラリーも熱気で応える。

　四枚目のターンカードが開かれる。[image: はーとJ]。またしてもラグカード。

「巴ともえ、どうする……！」

　ここからまた険しい道が待っている。未いまだトップペアを持っているのだから巴ともえはさらにベットを重ねるのが正着だ……本来は。

　ただしこれはヘッズアップ『リレー』。手痛い敗北を喫きつしてしまえば大将戦を待つことなく勝負が決まりかねない。自分が全責任を負う覚かく悟ごで大きい金額をベットできるか。そのプレッシャーたるや想像を絶する。

　打てるか、打てないか。巴ともえの選せん択たくはどっちだ……!?

『ベット……！　１００００＄っ』

　打った、打ち切った……！　正しくプレッシャーをかけたその勇気に俺おれは心から脱だつ帽ぼうする。もう結果は関係ない。巴ともえはプレーヤーとしての仕事を完全にやりきった。

　こうなると苦しいのは衣え奈なだ。最後の一枚が[image: A]か[image: K]である可能性に賭かけて大敗に片足を突つっ込こまなければならない。はたして、その覚かく悟ごが今の衣え奈なにあるか。

　そう、今の衣え奈なに。なにしろこの後には絶対君主である結ゆ奈なさんが控ひかえているのだ。ここで大敗北をしてしまったら、結ゆ奈なさんにボロボロのバトンを繫つなぐことになる。

　普ふ段だんなら打ち返すくらい負けん気が強い衣え奈なでも、この局面は打てない。打てないはずだ。

『………………………………………………う、うう』

　打てないだろ。打つな。やめとけ。打つな。打つな。打つな。[image: A]か[image: K]が落ちる確率は低い。低いがゼロではない。できることならここで勝負を決めてしまいたい。

　そういうこっちの渇かつ望ぼうをわかって、勝負に出かねないのも『俺おれの知っている』衣え奈ななのだが……！

『……………………………………お姉さま。ごめんなさいっ！　コール！』

　受けた……！　衣え奈なはリバーカードに全てを賭とした。俺おれの口から、いや、会場全体からため息が漏もれる。

　開かれる。運命のカードが。その一枚は──

　──[image: だいやQ]っ！

「っし！」

　思わずガッツポーズが零こぼれた。これで巴ともえは[image: Q]のトリップス。衣え奈なのカードがわからない本人でも大きく勝ちを予感できる状じよう況きようとなった。

『ベット！　オールイン！』

　すかさず全額のチップを差し出す巴ともえ。これなら[image: A] にも[image: K] にも負けない。攻こう撃げきの手を緩ゆるめる理由がいっさい消えた。

『……………………………………ファ○ク！』

　汚きたない四文字と共にカードを投げ捨てる衣え奈な。結局ボードにヒットできなかったのだから万ばん事じ休きゆうすだった。

　よかった……。これで陽よう明めい側がわは大きくアドバンテージを稼かせぐことができた。不気味な大将戦に向けて、これ以上ない成果だ。

　それからの衣え奈なは糸が切れた人形のように項うな垂だれてフォールドを繰くり返かえすばかりだった。表情は真っ青で恐きよう怖ふに染まりきっていた。

　時間が来る。いよいよ大将戦に突とつ入にゆうだ。ブラインドも５００─１０００と一気にスリリングな額に跳はね上あがる。
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　ぱぁん！

「な……!?」

　選手交代の際、会場内に平手打ちの音が響ひびき渡わたった。

『指示を、違たがえましたね』

　結ゆ奈なさんが、衣え奈なを叩たたいた。公衆の面前で、衣え奈なにとってはなんという屈くつ辱じよくだろう。

『も、申し訳ありません。ですが……』

『ですが？』

『い、いえ。ごめんなさいお姉さま』

　涙なみだを滲にじませる衣え奈なを睨にらみ付つけていた結ゆ奈なさん。が、やがてふぅとため息を一つ漏もらし身を翻ひるがえした。

『まあ、いいでしょう。持ち点がいくらだろうとどうせ関係ありませんから』

　結ゆ奈なさんは衣え奈なを残しテーブルに向かっていく。衣え奈なの悔くやしそうな顔は、見ているだけでも辛つらくなるものだった。

　ひどいな。やはりああいう場面はフォールドするよう言いつけていたのだろうが、衣え奈なは衣え奈ななりによく戦ったのに。

　やはり結ゆ奈なさんという人物、衣え奈な以上に好きになれそうもない。

『巴ともえ、ナイスファイトでした。お陰かげ様さまで楽に戦えそうです』

『勝手にあそこまで賭かけちゃって良かったのかすごく迷ったけど、朱しゆ梨りにそう言ってもらえて安心したよ』

　対照的に、笑え顔がおを交こう換かんし合あう巴ともえと朱しゆ梨り。チームとしての完成度で、フィエールとは比べるまでもなかった。

　だからこそ勝ちが欲ほしい。衣え奈なの奮ふん闘とうを無む駄だにしないためにも、朱しゆ梨りのポーカーで結ゆ奈なさんを否定する必要がある。

『いってらっしゃい、朱しゆ梨り。がんばって』

『はい。ベストを尽つくします』

　朱しゆ梨りもテーブルに向かう。ハプニングはあったが、最終決戦へのお膳ぜん立だてが整った。

『楽に戦えそうだと仰おつしやっていましたね』

『ええ。チップで優位に立ちましたから』

『ふふっ。それが事実かどうか、今からお目にかけましょう』

　冷れい笑しようする結ゆ奈なさんに、朱しゆ梨りもまた温度の低い視線を投げかける。始まる前から対戦はヒートアップ──いや、この場合凍こおり付ついていたと表現するのが妥だ当とうそうだ。

　朱しゆ梨り対結ゆ奈なさん。氷の一戦が幕を開ける。

『それではいよいよ大将戦を開始いたします』

　アナウンスを合図に、テーブルに着いた二人にカードが配られる。

　朱しゆ梨りの手は、[image: はーとQ]、[image: はーとJ]。初っぱなとしては悪くない。

　が、しかし。結ゆ奈なさんの手にした二枚は──[image: はーとA]、[image: だいやA]。いきなりのポケットペアだった。

「マジかよ……」

　信じられない。相変わらずイカサマでもしているのではないかと疑いたくなるほどの手の良さだ。

　やはり結ゆ奈なさん、とてつもない豪運の持ち主らしい。

『オールインです』

　当然のように宣言。朱しゆ梨りはどうする……？　カードが見えている俺おれからすれば言うまでもなく降りて欲ほしい場面だが。

『いいでしょう。受けて立ちます』

　受けるよな。朱しゆ梨りなら……。デジタルに考えれば、ここは一気に相手を飛ばしてしまうチャンスなのだから。

『ショウダウン』

　互たがいがカードを開く。

『まずはご挨あい拶さつ代がわりに』

『…………』

　結ゆ奈なさんのポケットエースを見ても、朱しゆ梨りは微び動どうだにしない。そういうところは本当に頼たのもしいのだが、いかんせんこの勝負に関しては分が悪い。

　開幕からのショウダウンで、五枚のカードが一気にめくられる。

　[image: はーと10]、[image: くらぶ7]、[image: くらぶQ]。そして[image: スペード6]、[image: スペード5]。

　朱しゆ梨りにもワンペアができたことはできたが、[image: A] を捲まくるには至らない。

『事前に対策してきたのではなくて？　私の運の良さを知っていれば無む謀ぼうな戦いだったのでは』

『オカルトには興味ありません』

　凜りんと背筋を伸のばしたままの朱しゆ梨りではあったが、相手にダブルアップを許しチップ状じよう況きようは一気に詰つめられる。早くも勝負の行ゆく方えはわからなくなってしまった。
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　続く手は朱しゆ梨り、[image: スペード3]、[image: はーと5]。結ゆ奈なさんは………………[image: はーとK]、[image: くらぶK]!?

「目め眩まいがしてきた……」

　こんなに手が入るプレーヤーが存在して良いいのか。俺おれは神さまに向けて訴そ状じようを投げつけてやりたい気分になった。

　この場面、朱しゆ梨りに良いいカードが入ってなくて逆に助かったとも言えるな。

『フォールドです』

『あら、残念』

　見せびらかすように[image: K] を表にする結ゆ奈なさん。これにはさすがの朱しゆ梨りも驚おどろくだろうか。

『……………………』

　一いち瞥べつしてそれっきり。その肝きもっ玉たまには何度でも称しよう賛さんを届けたい、が。

　再びカードが配られる。朱しゆ梨り、[image: スペード9]、[image: クラブJ]。

　結ゆ奈なさんは……………………[image: くらぶK]、[image: はーと10]。

「よかった……」

　さすがに毎回[image: A] や[image: K] が入ってくるわけではないらしい。開幕から連続してモンスターハンドを見せつけられて既すでに充じゆう分ぶん驚きよう愕がくの域ではあるが。

『フォールドです』

　あっさりと降りる結ゆ奈なさん。[image: K]で攻せめないのか。

『落らく胆たんが顔に出てますよ。ポーカープレーヤーとして大きな欠けつ陥かんです』

『別に構いません。ポーカープレーヤーである必要なんてありませんから』

　実際、これほどカードの入りが良いいと戦略なんて必要ないのかもしれない。朱しゆ梨り、どうする？　打って出る手は思いついているのか？

　次のカードは朱しゆ梨り[image: スペード5]、[image: スペード6]。結ゆ奈なさん[image: はーとJ]、[image: だいやJ]。もうタブレットを覗のぞくのも嫌いやになる。

『コール』

「ん？」

　朱しゆ梨りがコール？　確かに[image: 5][image: 6]スーテッドはフロップを覗のぞきたいカードではあるが、普ふ段だんでは見せないプランニングだ。

『レイズ。オールインです』

『フォールドです』

　結局オールインされて朱しゆ梨りはあっさり引く。今のは何だったんだ。まるでマーヤみたいな動きだったが。

　そこからしばらく結ゆ奈なさんがオールイン、朱しゆ梨りがフォールドという流れが続いた。まだチップはイーブンくらいだが、怒ど濤とうの攻こう撃げきを受けて陽よう明めい側がわのチップはみるみる削けずられていく。

『良いいんですか？　このままだとジリ貧ひんというものでは？』

『構いません。それならそれでプランがありますから』

『…………面おも白しろいですね。なら少し遊んであげましょう。ベット。３０００＄……くらいでいいんでしたっけ？』

　結ゆ奈なさんがオールインの手を緩ゆるめた。暖簾のれんに腕うで押おしな朱しゆ梨りに少し焦じれてきたのかもしれない。

　カードは朱しゆ梨りが[image: スペード7]、[image: くらぶ9]。結ゆ奈なさんはまたしても[image: はーとK]、[image: くらぶK]の[image: K] だ。

　オールインではない分受けても即そく死しというわけではないが、攻こう勢せいとしてはあまりに厳しい対決になっている。

『コール』

「え」

　ここで受けるのか？　少々無む謀ぼうに思えるが……。

『いいんですの？』

『貴方あなたは二つ、知らないことがあるようです。一つは確率というものが必ず収束するということ。そしてもう一つ──』

　フロップが開かれる。[image: はーと７]、[image: だいや7]、[image: はーと9]……朱しゆ梨りにフルハウス！

『──プリフロップとフロップが開かれた後では、勝率が大きく変わるということです』

『…………チェック』

　結ゆ奈なさんはそれ以上攻せめなかった。朱しゆ梨りの雰ふん囲い気きからただならぬ何かを感じ取ったのかもしれない。

『本来レイズする場面ですが、お見せしましょう。ポーカーの怖こわさを。チェックです』

　双そう方ほうチェックでターンカードが開かれる。[image: くらぶ4]。

『……チェック』

『チェック』

　リバーは[image: はーとJ]。

　ショウダウン。フルハウス対[image: K]のワンペアで朱しゆ梨りの勝ちだ。

『あら。貴方あなたもなかなかの運をお持ちのようで』

『運は平等です。誰だれにとっても。だからこそ面おも白しろい』

『面おも白しろい？　何がですか？』

『持って生まれたものだけで全てが決まる人生なんて、生きる価値を見いだせません。人は常に可能性の岐き路ろに立たされている。だからこそ面おも白しろいんです。だからこそ、そんな可能性の岐き路ろに否いや応おうなく向き合わされるポーカーというゲームが、私は好きなんです。可能性というランダム要素がなければ、私はただの籠かごの鳥になってしまう』

　可能性の岐き路ろ、か。思えば俺おれも、ポーカーというランダム要素の怪かい物ぶつと出会うことがなければ妹を助ける手段を見いだせなかった。何もできずにただ囀さえずりを……いや、悲鳴を上げる籠かごの鳥だったのかもしれない。

『下らないお説教をどうも。貴方あなたの人生観に興味はありません』

『失礼しました。お互たがい様さまですね。私も貴方あなたに興味がありません』

　次のカードが配られる。朱しゆ梨り、[image: スペードK]、[image: くらぶ5]。結ゆ奈なさん、[image: はーとA]、[image: くらぶ9]。弱くはないが、どちらも普ふ通つうの範はん疇ちゆうに収まるカードだ。

『コール』

　またしても朱しゆ梨りはコール。意識的にチップを使わずフロップを覗のぞきに行っている。これはやはり、マーヤのプレースタイルをトレースしている？

　そうか、さっき朱しゆ梨り自身が言っていたようにポーカーはフロップ前と後で勝率が大きく変わる。だから強いカードを持って挑いどんでくる結ゆ奈なさんと単なるめくり合いに終始しないよう、意識的に安くフロップを覗のぞきに行っているのだ。

　俺おれは朱しゆ梨りの後ろにマーヤの姿を幻げん視しした。

　いや、マーヤだけじゃない。

『…………』

『オールイン、しないのですか？　そろそろ確率も収束してきた頃ころでしょうけど』

『見かけによらず口数の多い人ですね。……チェックです』

　結ゆ奈なさんはチェック。オールインしないのではない、できないのだ。先ほどのフルハウスが頭にちらついて。

　運だけが勝負を分けると信じているのならば尚なお更さらだ。

　フロップが開かれる。[image: はーとK]、[image: だいや8]、[image: くらぶ2]。朱しゆ梨りが[image: K]をヒットさせた。

『レイズ。３０００＄』

　すかさずレイズ。朱しゆ梨りには見えている。結ゆ奈なさんがフロップをヒットさせられていない事実が。なぜなら留る子こという最高のテルリーダーと長らく研けん鑽さんを積んできたから。運要素以外はほぼ素しろ人うとの結ゆ奈なさんの表情から役の成否を見み抜ぬくなど朝飯前だろう。

　留る子こもいる。朱しゆ梨りの後ろに。

『く、フォールドです』

　結ゆ奈なさんが降りてチップは朱しゆ梨りの許もとへ。

　その後しばし、朱しゆ梨りの攻こう勢せいが続いた。結ゆ奈なさんの手が、明らかに悪くなっている。

『ふふっ』

『……？』

　不意に朱しゆ梨りが笑えみをこぼす。彼かの女じよにしては非常にめずらしいことだった。

『なんですの？』

『いえ、面おも白しろいことを思い出しまして。……小学生膨ぼう張ちよう理り論ろん』

『は？』

『大たい数すうの法則では、確率はいつか必ず平均値に収束する。でも、自分はまだポーカーを始めたばかりだから収束せず膨ぼう張ちようするはずだと言い切ったチームメイトがいました。貴方あなたを見ていると、あの頃ころの巴ともえのことを思い出さずにはいられなくて』

『どういう意味ですか？』

『そろそろ収束が始まります。確率は法則を裏切りません』

『う、うるさい人ですね……』

　確かに今日の朱しゆ梨りはよく喋しやべる。内心怒おこっていたのかもしれないな、結ゆ奈なさんの横暴に対して。

　次のカードが配られた。結ゆ奈なさんは[image: はーとA]、[image: はーとK]。久々のモンスターハンドだ。

『いい加減黙だまらせます。オールイン！』

　結ゆ奈なさんが全てのチップを前に差し出す。

　すぅ、とひとつ息を整える朱しゆ梨り。

『覚かく悟ごを決めさせてもらいますよ、巴ともえ。貴方あなたが見せてくれたように。コール』

　朱しゆ梨りが受けて立った。瞬しゆん間かん、巴ともえの姿も背後に映る。

　これは朱しゆ梨りのオールインじゃない。陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブ総力のオールインだ。

　ショウダウン。カードが開かれる。

　朱しゆ梨りの手は、[image: だいやA]、[image: スペードA]っ！

『な…………』

『自分だけだと思いましたか？　モンスターハンドを手にするのは。待っていれば誰だれにでも入るんですよ。そう、誰だれにでもあるんです、可能性なんて』

　五枚のカードがめくられる。[image: はーとJ]、[image: くらぶ9]、[image: スペード８]。そして、[image: だいや6]──

『そ、そんな、はずは』

　最後は、[image: くらぶA]。トリップス対ワンペアで、朱しゆ梨りの勝利だ。

『決着です！　優勝は、陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブっ！』

　長い戦いが、ようやく幕を閉じた。





♥武道館アリーナ






　表ひよう彰しよう式しきを迎むかえ、ようやく俺おれも下に降りることが許された。

　誇ほこらしげに並ぶ巴ともえ、留る子こ、マーヤ、そして朱しゆ梨り。

　その隣となりには唇くちびるを嚙かみしめたフィエールの面々が。

　特にハミルトン姉し妹まいの落おち込こみようは凄すさまじかった。それもそうだろう。なにせ二人は裏でカジノ利権が争われていたことを知っているのだから。

　なんて、俺おれもまたずいぶん他た人にん行ぎよう儀ぎだ。当事者であることを一いつ瞬しゆん忘れてしまいそうになった。

「衣え奈な」

　壇だん上じようで主しゆ催さい者しやの講評が続く中、静かに朱しゆ梨りが衣え奈なに向けて呼びかけた。

「……なによ」

「貴方あなたと巴ともえの対決が、ベストマッチでしたよ。私たちの勝因はあそこにありました」

　ぐすっ、と。鼻を啜すするような音が聞こえたのは気のせいだろうか。気のせいだということにしておいてやろう。

「……次は、負けないから」

　衣え奈なが絞しぼり出だすように呟つぶやく。

　そうだ、きっとまた次がある。その時もこのメンバーならきっと勝てると、俺おれは胸を張って言える。

「……………………」

　結ゆ奈なさんは黙だまりこくっている。朱しゆ梨りとの対決で何かポーカーに対して感じるものがあってくれたのなら俺おれも嬉うれしいのだが。

　はたまたこれを最後に囲い碁ごの世界にもどってしまうのか。

　それもまた、結ゆ奈なさんが持っている可能性の岐き路ろ、ということだろう。





♦笹倉クリニック






「雪ゆき！」

　優勝の感動を分かち合っていた最さ中なか、妹が目覚めたとの一報を受けて俺おれはすぐさま病院に駆かけつけた。ちゃんと勝利を祝ってやれてないのが心残りだが、その機会ならば他にまたいくらでもあるだろう。

「お兄ちゃん。なんだか急に天てん井じようが変わっててびっくりしちゃったよ」

　安心した。少し戸と惑まどっている様子だが、容態は安定しているようだ。俺おれはほっとして力が抜ぬけベッドの際きわにへたり込こむ。

「雪ゆき、よかったな。助かるんだ。アメリカで心臓の移植、受けさせてもらえるって」

　そっと頭を撫なでながら話しかけると、声が上ずる。少し涙なみだも溢あふれてきた。

「心臓……そうなんだ。少し怖こわいな」

「……ん、だよな。一人で盛り上がって悪かった」

「ううん。お兄ちゃんが頑がん張ばってくれたからだよね。……ありがとう」

「俺おれは何もしてないよ。俺おれは、何も」

　心底巴ともえと雄ゆう太た医師に感謝するばかりだった。俺おれの力じゃ、海外で妹に手術を受けさせてやるなんていつの未来の話になるかわかったもんじゃなかった。間に合わなかったかもしれない。

「そっか。元気になれるかもしれないんだ。……ねえお兄ちゃん」

「なんだ？」

「前も言ったけど。元気になれたら、海が見たいな」

「ああ、もちろんだ。海でも山でも、どこにだって連れて行ってやる」

　妹の手を握にぎり、約束する。そんな約束ができること自体が、もう奇き跡せきに近かった。

　もちろん、まだ油断していい状じよう況きようじゃない。それでも、俺おれは今この幸せを嚙かみしめずにはいられないのだった。







[image: HAND4]











♥都内ホテル・大宴会場






「やっほーカズラ！　飲んでるか～？」

　デュース・カンパニー懇こん親しん会かいの名目で開かれた陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの祝勝会。バンケットルームで所在なげに佇たたずんでいるとマーヤから腰こしにタックルを食らった。その手にはワインとしか見えないボトルが。

「人並みにはな。っていうかまさかお前も飲んでるのか!?」

「あはは、そんなわけないだろ～。ぶどうジュースだよこれ」

　なら良いいのだが、どことなくろれつが回ってないような気が……。いいや、深く追つい及きゆうするのは止やめておこう。

「いや～、やっぱ勝った後の宴うたげは気分が良いいな。決勝は肩かた透すかし食らったけど」

「それでも四人ともが予選で頑がん張ばってくれた結果が優勝だ。本当によくやってくれたよ」

「まだまだ地区大会突とつ破ぱしただけじゃん。全国ではもっと活かつ躍やく見せてやるからバッチリ期待しとけよ～」

　マーヤは終始上じよう機き嫌げん。普ふ段だん冷めたような態度を取ることも多い子だが、やはり勝利の味というのは格別らしい。俺おれもようやく落ち着いてきて、任務を果たせたことにホッとしているところだった。

「他のみんなは？」

「朱しゆ梨りは見てないけど、タル子こと巴ともえはそれぞれ好き放題メシ食くい漁あさってたよ。探してくれば？」

「そうだな。……マーヤ、いい戦いを本当にありがとう」

「だからまだ早いって。あんなんじゃマーヤ様の実力の半分も見せてないからな」

「ああ。これからも期待してる」

　ボトルを持った手で親指を突つき立たてるマーヤに頷うなずきを返し、バンケット内をうろつく。大会の後はバタバタしてしまったから、改めて全員に称しよう賛さんとお礼を伝えなければ。

「お、留る子こ」

「センセー。楽しんでるっスか？」

　まずは留る子こを発見。相変わらず両手に皿でパーティを堪たん能のうしている様子だ。

「おかげさまでな。こうして平和に過ごせているのも留る子こたちのおかげだ」

「負けたら大変なことになってたわけっスからね」

　冗じよう談だんめかしてニヤニヤ笑ってくる留る子こ。負けたらどうなっていたのだろう。教師として留る子こたちの前に存在することも、もはや許されていなかったかもしれない。

　それが一番嫌いやだなと思えるくらい、俺おれの中でこのチームに対する愛着も深まっていた。

「まったくだ。頑がん張ばってくれて本当にありがとう」

「あたしは引き立て役っスよ。今回は、の話っスけど。全国ではもっと大だい活かつ躍やくしてみせるっス」

　マーヤと同じようなことを言う留る子こ。二人としては悔くやしさもあったろうな。せっかくの決勝で、ポーカーらしいポーカーをさせてもらえなかったのだから。

「うん、楽しみにしてる」

「全国っていつっスか？」

「年末」

「じゃあまだ時間あるっスね。精せい一いつ杯ぱい鍛きたえておくっス。また合宿に行くのも良いいっスね」

「そうだな。それもプランに入れておこう。……皿、持たせっぱなしで悪かったな」

「別にいいっスけどとりあえず食べるモノ食べてくるっス。センセー、また後で」

「ああ。また」

　留る子こともいっときの別れを告げ、また人ひと捜さがし。次は巴ともえを発見した。

「巴ともえ、楽しんでるか？」

「先生っ。えへへ、まだこういう場所にはあんまり慣れないです」

　ドレス姿の巴ともえが恥はずかしそうに前まえ屈かがみになる。胸のところにできた隙すき間まから慌あわてて目を逸そらす俺おれ。

「巴ともえの家の業界ではあんまりパーティとかないのか？」

「他は知らないですけど、うちのお父さんは学会とか以外あんまり参加してないみたいです。仕事がいちばんな人ですから。それに私の場合、けっこう放任主義にされてるので」

　なるほど、そういう事情もあってパーティ慣れしていないのか。

「遅おそくなったけど、衣え奈なとの一戦すごく良かったぞ。朱しゆ梨りの力もあったけど、あそこでワンプッシュできたのが俺おれたちの勝因だ」

「先生にもそう言って頂けて本当に嬉うれしいですっ！　これで私も、ちゃんとチームの一員になれましたか？」

「もとからチームの一員だよ。ただ、そうだな。あれを見てますます巴ともえが大切な戦力だって思い知らされた」

「え、えへへ……」

　心底嬉うれしそうに頰ほおを赤らめる巴ともえ。無む垢くな姿が本当にかわいらしい。

「それから、妹のこと本当にありがとう。こっちはなんてお礼を言ったら良いいのか」

「そんな。助けたのはお父さんですし、それに先生の大切な人なんですから私にできることがあればなんでもするのが当然です」

「しかし、お父様はよく承知してくれたな。巴ともえんちの病院、そう簡単に入れるところじゃないんだろ？」

「ふだんあんまりワガママ言わなかったのが良かったのかもしれませんね、えへへ。『巴ともえがそこまで頼たのむなら』って、納なつ得とくしてもらえました」

　そう聞くとやはり巴ともえに助けられた部分は大きいなと実感させられる。この恩は一生をかけてお返ししていかなければ。

「ああ、こんなにとんとん拍びよう子しでいくとは。そこもさすがは巴ともえのお父さん、だな」

「手術、上う手まくいきますよ。私が言うのも違ちがうと思いますけど、どうか先生は安心なさってて下さい」

「ありがとう。心強い」

　巴ともえとの話は尽つきなかったが、ひとまずは朱しゆ梨りにも労ねぎらいを届けにいかなければ。また話しに来るからと言い残し、俺おれは朱しゆ梨りの姿を探しに行く。

「……おかしいな」

　しかし、バンケット内のどこを探してもその姿を見つけることができなかった。まさか帰ってしまったということもあるまいが。

　ちなみに二に階かい堂どう静しずかの方の姿ならさっきから嫌いやというほど目にしているが、傍そばに朱しゆ梨りはいない。静しずかにも挨あい拶さつをしておくべきだろうが、それは後回しで良いい。

　まずは朱しゆ梨りだ。本当にどこにいるのだろう。

「ん？」

　困り果てて窓の外をふと見ると、そこに人ひと影かげが。屋上のテラスにただ一人佇たたずむ、長ちよう髪はつの少女。間ま違ちがいない。朱しゆ梨りだ。

　テラスへの扉とびらを見つけて外に出ると、夜とはいえムワッとした熱風が襲おそいかかってきた。どうりで他に誰だれも人がいないわけだ。

「朱しゆ梨り、探したぞ」

「先生」

　俺おれの声に振ふり返かえった朱しゆ梨りは、どこか物もの憂うげで、どこか思おもい詰つめたような表情をしていた。どうしたんだろう。

「何か御ご用ようですか？」

「決勝戦、よくがんばったなって」

「相手が未熟だっただけですよ。あれでポーカーの手て練だれなら、もっと苦戦していたかもしれません」

　それは確かにあるかもしれない。負けたとは思わないが、もし結ゆ奈なさんが本格的に情熱を持ってポーカーに取り組んでいたなら、更さらなる苦戦を強しいられていたことは確実だ。

「でもとにかく、おかげで勝てた。ありがとう、朱しゆ梨り」

「…………………………」

「朱しゆ梨り？」

「私も、先生にお話があります」

「話？　なんだ？」

　尋たずね返かえすと、朱しゆ梨りは一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かんでからゆっくりと切り出す。

「先生との婚こん約やく、もう終わりにしても良いいのではないですか？」

「…………え」

「先生は、妹さんのために父と契けい約やくしたんですよね。でしたらもう、その契けい約やくは破っても問題ないはずです。巴ともえが、助けてくれましたから」

「それは……」

　事実、なんと答えて良いいものか迷う問いだった。一応今も二に階かい堂どう静しずかとの契けい約やく関かん係けいを続けてはいるが、以前のように何があっても彼かれにしがみつかなくてはならない理由はもうなくなった。

　教師という仕事は好きだ。ポーカークラブの顧こ問もんもできる限り続けたい。

　ただ、それ以外のことに関しては、もはや俺おれには固持する理由が失われたといっていい。

「そう、だよな」

「…………」

「朱しゆ梨りは、嫌いやだよな。俺おれと結けつ婚こんなんて」

「私は、先生のことが好きです」

「………………え」

　一いつ瞬しゆん、朱しゆ梨りの言葉が理解できなかった。あまりにも朱しゆ梨りの口から出てくるものと想像からかけ離はなれすぎていて。

　──チャリン。

　遠くで何かが落ちるような音が聞こえた気がする。けれども今は、それどころじゃなかった。

「朱しゆ梨り」

「私は、先生が好きです。いつの間にか、好きになってしまっていました。だからこそ、嫌いやなんです。好きな人が、好きでもない女性と望まぬ結けつ婚こんをするなんて未来を、認めたくないんです」

　望まぬ結けつ婚こん。思えば、ちゃんと考えてすら来なかった。俺おれは、朱しゆ梨りとの結けつ婚こんを望んでいないのだろうか。ただ妹のためという理由で、耐たえ忍しのぶべき障しよう壁へきか何かだと思っていた？

　そうではない。少なくともそんな罪深い意識を抱いだいてはいない。

　俺おれも、朱しゆ梨りのことは好きなのだ。

　ただこれが、ちゃんとした恋れん愛あい感かん情じようなのかと問われると……。

「…………俺おれは、その」

「すぐ、答えを出して下さらなくてもかまいません。ただ、考えておいて頂けると有あり難がたいです。私のことをどう思っているのか、先生の本当の気持ちを、ちゃんと聞かせて下さい」

「…………」

「私の話はそれだけです。失礼しますね」

　朱しゆ梨りが去っていく。その背中を呼び止めることはできなかった。今の俺おれにはまだ。感情が錯さく綜そうしていて、言葉が出て来ない。

　しばらくぼうっと佇たたずんだ後俺おれもバンケット内に戻もどることにする。

「ん？」

　出入り口のそばに生クリームがべったりついたフォークが一本落ちていた。誰だれかいたのか？　朱しゆ梨りが落としたとも思えないし……。

「まあ、いいか」

　今はそんな些さ事じより、朱しゆ梨りの言葉の方が重く俺おれにのし掛かかっていた。

　俺おれは朱しゆ梨りを、どう思っているのだろう。

　否いな、どういう意味で好きなのだろう。





♣飛行機内






　パーティから数日後にもう妹はアメリカに移送され、手術を控ひかえる身となっていた。それを追って俺おれもまた当然アメリカに旅立つ。

　ひとつ想定外だったのは、

「先生、緊きん張ちようしていますか？」

　巴ともえが、いや笹ささ倉くら家が航空機からホテルまで全て手配してくれたことだ。しかも雄ゆう太た先生は既すでに米国入りしているので、道中ずっと巴ともえと二人旅になる。

「いや、まだ大だい丈じよう夫ぶ」

　さすがにそれはお世話になりすぎだろうと一度は断ったのだが、土と地ち勘かんもないところで大変だろうからと強く勧すすめられ、結局は厚こう意いに甘あまえる形になってしまった。

「ロサンゼルスなら任せて下さい、何度か行ったことありますから」

　ファーストクラスのセパレートシートを挟はさみ、巴ともえが勇気づけてくれる。それは嬉うれしいのだが、この飛行機代だけでも１００万は下らないはずだ。本当にここまでお世話になって良かったのだろうかと今さらながらに躊ちゆう躇ちよが戻もどってくる。

「ありがとう、頼たのもしいよ」

　とはいえもう機内。引き返すわけにもいかないので最大限の感謝の念を抱いだきつつこの豪ごう華かな旅に身を任せるしかない。

「機内食、美お味いしいと思います。今はそんな気分じゃないかもしれないですけど、せっかくなので楽しんで下さると嬉うれしいです」

「ああ、そうだな。ファーストクラスなんてもう一生で何回も乗ることないだろうし」

「いえ、先生ならきっとこれから何度も乗ることになるんじゃないかなと……」

「ん？」

「……え、えへへ。なんでもないです」

　どういう意味だろう。

　とにかく、今から緊きん張ちようしていても身が持たないし、食事くらいはしっかり頂いておくことにするか。

　と、いざメニューと対たい峙じするまでは思っていたのだが。

「……バチが当たりそうだ」

　出てきたのはフランス料理のフルコースさながら。こんなに良いい思いをしたせいで妹の身に何かあったら──なんて心配まで膨ふくらんできた。

　いや、そんな相関など起こるはずもないとわかってはいるのだが。





♠ロサンゼルス・病院






　十数時間の長旅を終え、空港に着くとリムジンが迎むかえに来てくれていた。巴ともえと共に乗のり込こんで一直線に病院へ。

　ドナーが見つかって、手術は今日行われる。妹と話ができる時間はあまりない。

「…………」

「…………」

　リムジン内ではほとんど会話も生まれなかった。巴ともえも気を使ってくれているのだろう。走り慣れない右車線をぼんやりと眺ながめながら、到とう着ちやくを待つ。

　道はやがて郊こう外がいに入っていき、人工林の中から巨きよ大だいな建物が姿を現した。すごい。日本の病院とはあまりにスケールがかけ離はなれている。

　車を降り、受付で素す性じようを告げると病室に案内してもらえた。手術まで時間がないので手短に、とのことだった。

「お兄ちゃん。来てくれたんだ」

「当たり前だろ」

　雪ゆきは元気そうだ。異国で体調が悪くなっていないかと気を揉もんだがほっとした。

「もうすぐ心臓が自分のじゃなくなるんだね。なんだか不思議な気持ち」

「やっぱり怖こわいか？」

「うん、少しね。でも大だい丈じよう夫ぶ。お兄ちゃんも来てくれたし」

　微ほほ笑えむ雪ゆきに俺おれも癒いやされる。長い手術になるだろうが、なんとか頑がん張ばってくれるよう祈いのるばかりだった。

「あの、雪ゆきさん。頑がん張ばって下さいっ」

　頃ころ合あいを見計らっていたのか、おずおずと雪ゆきに話しかける巴ともえ。

「ありがとう巴ともえちゃん。なんて、お礼を言って良いいのか」

「いえ、いいんです。それに、お礼なら父に」

「ふふっ、わかった。お兄ちゃん、巴ともえちゃんって本当に良いい子だね」

「あ、ああ」

「私、いつかお義ね姉えさんって呼ぶことになるのかな」

「えっ!?」

「冗じよう談だんだよ。冗じよう談だんにならないかもしれないけど」

「……そんな軽口が叩たたけるなら手術も大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「うん、きっと大だい丈じよう夫ぶ。お兄ちゃんの未来を見届けないと」

「お前な」

　たじたじになっていたところでそろそろ時間ですと英語で告げられ、雪ゆきのストレッチャーが手術室に移送される。

「行ってくるね、お兄ちゃん」

「ああ、頑がん張ばってこい」

　手術室の前で最後の……いや、一時の別れを告げる俺おれたち。

　後はただ、時間との闘たたかいだ。

「頑がん張ばって下さい。……雪ゆきお義ね姉えさん」

　巴ともえが呟つぶやく。どう反応したものかと迷わされたが、緊きん張ちよう感かんをほぐしてくれる一因にはなった。







　手術室横の椅い子すに腰こし掛かけてはや数時間。まだまだ手術が終わる気配はない。

「巴ともえ、ホテルとってあるんだろ？　巴ともえはそっちで休んでていいんだぞ」

「いえ、私も見守ります」

「…………そうか、ありがとう」

　巴ともえの意志は固そうだったので、ありがたくお礼だけを伝えておく。

「………………」

「………………」

　再び沈ちん黙もく。緊きん張ちよう。

　気を紛まぎらわせたいためだったのか自分でもよくわからないが、口にするつもりのない言葉がするっとこぼれてしまった。

「なあ、巴ともえ」

「はい」

「巴ともえは俺おれのこと、好きなのか？」

「はい」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく答えが返ってきた。

　俺おれだってでくの坊ぼうじゃない。巴ともえの好意にはちゃんと気付いていた。というか責任を取って欲ほしいとまで言われているしな……。

「俺おれのことが好きだから、ここまでしてくれたのか？」

「それは、違ちがうかもしれません。こんなに好きじゃなくても、先生の妹さんにできることがあれば、何かしたいと思っていたかも」

「嫌きらいでも？」

「えへへ。嫌きらいになるわけないですし、嫌きらいだったらしないと思います。……好きの、種類の問題というか」

「好きの、種類か」

　まさしく俺おれが悩なやんでいるテーマそのものだった。俺おれだって巴ともえのことは好きだ。そして、朱しゆ梨りのことも。

　妹のことも好きだ。

　でもその好きは区別しなければならない。でなければ、いつか誰だれかを傷つけてしまうかも。

　いや、いつかじゃなくて、現時点でもそうかもしれない。

「先生。まだ、考えなくて良いいです」

「え？」

「今は、妹さんのことだけを考えていてあげて下さい。それでいいです」

「……ありがとう」

　巴ともえは大人だな。もしかすると、俺おれなんかよりずっと。







「すぅ……すぅ……」

　やがて、巴ともえの口から寝ね息いきが漏もれ出だした。壁かべに寄りかかった体勢で辛つらそうだ。

　俺おれは隣となりに寄より添そい、膝ひざを貸してやる。

「…………すぅ……せん、せぇ」

「ありがとう、巴ともえ。好きになってくれて」

　静かな時間を共有しながらその寝ね顔がおを見つめる。時間の長さは、不思議と気にならなかった。







　ついに、手術中を示すランプが消えた。

　結果は……大成功。まず間ま違ちがいなく妹の命は助かるとのことだった。

　俺おれは一筋の涙なみだを、ぽとりと巴ともえの頰ほおの上に落としてしまった。





♣ロサンゼルス・ホテル






　手術が成功したとはいえ妹の絶対安静はしばらく続き、面会もままならないので俺おれたちはひとまずホテルに移動することにした。

　ボーイさんが案内してくれたのは明らかに他のフロアとは景色が違ちがうＶＩＰエリア。部屋の中はいくつもの壁かべで仕切られたスイートルームだった。

　とまあ、この展開にはある意味慣れているのだが、

「巴ともえ、部屋はひとつ……なのか？」

「はい。ベッドもいくつかありますし問題ないかなと。……問題でしたか？」

　問題です。けど今さら感もある。

「……いや、大だい丈じよう夫ぶ」

　別の部屋を取り直してもらうのも迷めい惑わくがかかるし、スペースがきちんと仕切られているから別に良いいだろう。そういうことにしておこう。

「とりあえず、さすがに疲つかれたな。寝ねさせてもらってもいいか？」

「はい、もちろんです！」

　意い気き揚よう々ようと巴ともえは寝しん室しつに向かい、ベッドメイクまでしてくれる。

「で、では。どうぞ」

　そして自分が布ふ団とんの中に入り、俺おれに両りよう腕うでを伸のばし迎むかえ入いれようとした。

「い、いや！　一人で寝ねられるから！」

「そ、そうですか？　私、膝ひざ枕まくらをして頂いてしまったので、今度は私が腕うで枕まくらでお返しをしようかと」

「気き遣づかいは嬉うれしいが気持ちだけもらっておくよ」

「そうですかぁ……」

　しゅんとしながらベッドから出てくる巴ともえ。少し罪悪感。いや、俺おれの対処の仕方は正しかったはずだ。

「じゃあ、俺おれは少し眠ねむらせてもらうから。巴ともえは自由にしていてくれ」

「はい、わかりました。ご用事があったらいつでも呼んで下さいねっ」

　しずしずとお辞じ儀ぎして、巴ともえはベッドルームから退出する。ふぅ、びっくりした。あの子、ときどきマーヤレベルで大だい胆たんなことをするからなぁ。

　一人になると手術成功の安あん堵ど感かんもぶり返してきて、すぐに眠ねむ気けが襲おそってきた。そのまま身を任せ、俺おれはいっときの休息を取る。







「ん……」

　どれほど眠ねむっていただろうか。ほんの数時間のような気もするし、一日近く経たっていても不思議ではない気もする。

　寝ね惚ぼけたまま顔を洗おうとベッドルームから外へ。




「おはようございますっ、ご主人さま！」




「………………え？」

　ドアを開けるなり、予想だにしない巴ともえの姿と対たい峙じした。黒のロングドレスと、フリフリのエプロン。いわゆる一つのメイド服姿だ。
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「ええと。巴ともえ、その格好は……？」

「いろいろ考えまして」

　いろいろ考えて、どうしてそんな出いで立たちに……？

「先生、まだ観光しに行ったりする気分じゃないですよね、きっと」

「そりゃまあ、さすがにな……」

「でしたら、このお部屋の中でゆっくりくつろいでもらおうと思いまして。だから、今日は私にご奉ほう仕しをさせて下さいっ！」

「そ、それでメイド服？」

「はいっ。取り寄せてもらいました！」

　さすがというか、何から何までブッ飛んでいる。

「そんなに気を使わなくても……」

「似合いませんか……？」

「似合う。似合うけど」

「良かったです！　私、りょーさいけんぼになれるよう修しゆ業ぎようしないとですから」

　りょーさいけんぼ。良りよう妻さい賢けん母ぼか。メイドと良りよう妻さい賢けん母ぼはあまりイメージが重ならない気がしないでもないのだが。

「先生、なんでもご命令下さい。チェックアウトまで、先生のために私なんでもしますから」

「なんでもするとか軽々しく口にしない方が良いいぞ……」

「そ、そんな大変なご奉ほう仕しをお望みですか……でもがんばります！」

「そういう意味じゃなくて！」

「先生、おなか空すきましたよね。リンゴがあるので剝むきますね」

「いや、その……」

　巴ともえの献けん身しんは嬉うれしいのだが、同じホテルに泊とまってあまつさえメイド服姿にさせるなどというのはアウトが過ぎるような。

　でもこれだけやる気になってくれているのに脱ぬげと言うのも無ぶ粋すいな感じもするしなあ。

「待っていて下さい。私、皮を剝むくのは得意なんです」

「あ、ああ……」

　ダメだ、受け入れてしまった。実際ちょっと小腹は空すいていたし、リンゴの皮かわ剝むきくらいの『ご奉ほう仕し』なら受けても許されるのではあるまいか。

「よいしょ、よいしょ……」

　テーブルに着き、フルーツナイフでリンゴの皮を剝むく巴ともえ。出いで立たちはともかく、俺おれのために真しん剣けんになってくれているその表情からは微ほほ笑えましさを感じずにいられなかった。

「できました。どうぞ」

「ありがとう」

　皿に盛られたリンゴを受け取り、フォークで頂く。ちょっと酸すっぱいが眠ねむ気け覚ざましにはちょうど良いい味だった。

「美お味いしいよ」

「えへへ、よかった」

　巴ともえは俺おれがリンゴを食べる姿を幸せそうに見つめ続けていた。

「こういう家庭、いいですよね」

　喉のどに詰つまりそうになった。

「……ま、まあな」

　確かに否定する要素はないのだが。

　リンゴを食べ終わると、巴ともえは再び目を輝かがやかせて俺おれににじり寄ってくる。

「さあ先生……じゃなくてご主人さま、次はなにをいたしましょう？」

「いやほんと、あんまり気を使わなくていいから」

「……私では、ご主人さまのお役に立てませんか？」

　いかん、巴ともえがしゅんとしてしまった。メイド云うん々ぬんはさておき、これほどまでに恩を受けた相手なのだからヘコませるのは本意ではない。

　とはいえ、ご奉ほう仕しか……。本当にして欲ほしいことなんて特になにもないんだがなあ。

　強しいて言えば、こうして傍そばに居て賑にぎやかに時間を彩いろどってくれていることが今は本当に嬉うれしいのだが。

「マッサージとかどうですか？　肩かたもみしますよっ？」

「肩かたもみ、か」

　それくらいなら、してもらっても問題はないのかもしれない。

　張り切っている巴ともえを傷つけないためにもここは一丁お願いしてみるか。

「じゃあ、肩かたもみを頼たのもうかな」

「えへへ、かしこまりましたご主人さま！」

　巴ともえは心底嬉うれしそうに、俺おれの背後に回る。

　そして細い指で健けな気げに俺おれの肩かたの筋肉をほぐしにかかった。

「先生、凝こってますね……」

「わかるのか？」

「はい、お父さんの肩かた、よく揉もんでいますから」

　そっか、凝こっているのか。あんまり自分では意識したことがなかったけれども。

　ぐっ、ぐっ、と。巴ともえの指先に力がこもる。気持ちいいものだな……。

　辺りに静せい寂じやくが戻もどってきて、否いや応おうなしに幸せがこみ上げてきた。

「先生。朱しゆ梨りから、告白されたんですよね」

「っ」

　唐とう突とつに、巴ともえがそう切り出した。

「知ってたのか」

「はい。朱しゆ梨りから聞きました。『だから巴ともえも想おもいを伝えておくと良いい』って」

「……………………」

「先生。改めてちゃんと言います。私も、先生のことが好きです」

「…………ありがとう」

「といっても、私たちまだ小学生ですし、すぐに返事を下さらなくていいです。でも、そのことは知っていて下さい。いつか先生が、朱しゆ梨りか私……ううん。誰だれかのことを本気で好きになったら、その時は私にも教えて下さい」

　巴ともえが指の動きを止め、こつんと俺おれの後頭部に額を重ねた。

「わかった。約束するよ」

「ありがとうございます。今はその言葉だけで充じゆう分ぶんです。えへへ」

　俺おれは今まで、恋こいを知らずに生きてきた。妹のことだけを考え、他には目もくれなかった。

　そんな俺おれを好きだと言ってくれる二人。

　どう応えて良いいのかわからない自分が情けなくて、カッコ悪い。

「肩かたもみ、続けますね。……よいしょ」

　巴ともえの指先は優やさしかった。温かで身に刺ささる時間が流れていく。





♦陽明学園初等部・学生寮






　その後俺おれたちは妹より先んじて帰国の途とにつき、ひとまずの日常が帰ってきた。夏休みも残すところ二週間弱。新たな戦いに向けての準備が始まろうとしている。

　といっても今寮りようにはほとんど児童が居ないので、生活は非常にのんびりとしているのだが。

「よっ、カズラ。遊ぼーぜ」

　……一部の例外を除いてはだが。

「マーヤ。何度言ったかわからんが、いくら夏休み中だからって寮りよう長ちよう室しつに入いり浸びたるのはやめろ」

「だってヒマなんだもん」

「帰省すれば良かったじゃないか」

「ワタシ、帰る家がないの……」

　よよよ、と泣なき崩くずれる仕草を見せるマーヤ。うそつけ。

　まあ、マーヤの親が何をしているのかは相変わらず謎なぞのままなのだが。

「本当にここ以外居場所ないのか？」

「そういうわけじゃないけど両親は世界中飛び回ってるからね。追いかけるのもメンドーっていうか」

　なるほど、そういう事情か。

「だから、というわけでカズラが面めん倒どう見てよ」

「なんでそうなる」

「おっ、スイカバーがある。いただき」

「話を聞け」

　俺おれを無視して上あがり込こみ、勝手に冷れい凍とう庫こを漁あさるマーヤ。そのままちゃぶ台の前であぐらをかき、すっかり居い座すわる態勢だ。

　服装はホットパンツにユルユルのタンクトップ。あやうい。いろんな意味であやうい。

「話を聞けってそりゃこっちの台詞せりふだよ。カズラ、お前ちょっと話を聞け」

「ん？　なんの話だ」

「恋こいの話に決まってんだろ」

「…………っ。お前、まさか」

「知らないと思ってんのか。女のネットワークは怖こわいんだぞ」

　マジかよ。筒つつ抜ぬけかよ。そりゃまあ、口止めできる権利なんて俺おれにはこれっぽっちもないわけだが。

「…………で、それをどう話したい」

「いいか。状じよう況きようを整理しよう。カズラ。お前はシュリにコクられた。トモエにもコクられた。でもどっちにも手を出していない。そうだな」

「当然だ」

「当然じゃねー。それがどういう意味なのかわかってんのか？　わかってないだろ？」

「まるでマーヤにはわかってるみたいな口ぶりだな」

「当たり前だ。シュリもトモエもほったらかし。そりゃつまり、カズラ。お前はワタシのことが好きって意味だ」

「……なんでそうなる」

「シゼンのセツリってやつでそうなるだろ」

　こやつの脳内回路はいったいどうなっているのだろう。一度覗のぞいてみたい。

「万に一つ、そうだとして？」

「あのさ、これでもワタシだって乙女おとめなんだよ。カズラがそんなにムラムラきてるならしかたないなーと思ってこうして毎日遊びに来てやってるのにチューのひとつもしてこない。何考えてんだ！　夏が終わっちゃうぞ！」

「そっくりそのまま何考えてんだとお返ししたいのだが」

「だって実際ワタシのこと好きでしょ？」

「…………」

「ほら黙だまった」

　実は、嫌きらいではない。手を焼かせるが、あらゆる意味で本能に忠実なところとかある種の憧あこがれに近い感情を抱いだいている。

　でもこれは恋こいではない。巴ともえや朱しゆ梨りに対する感情より、はっきりと自覚できる。

「いいんだぜ。恩とか契けい約やくとか、そんなしがらみなんて捨てちゃえよ。北ほく欧おう娘むすめの美び貌ぼうにコロッといっちゃいました。それもオスの本能ってやつだ。カズラ。お前は自由だ」

「だから勝手に当て推量するなって」

「じゃーワタシのこと嫌きらい？」

「話がループしてるぞ」

「お前がはっきりしないからだろ」

「……嫌きらいではない。だが、恋こいしてない」

「えっ、なんで」

　なぜか本気でショックを受けたような顔になるマーヤ。

「なんでって言われてもな……」

　そもそも俺おれは恋こいというものとあまりに縁えん遠どおく生きてきてしまった。

「ちょー美人。胸もお尻しりも将来性抜ばつ群ぐん。どこにも弱点ないだろ。それともアレか。お前やっぱロリコンなのか？」

　ロリコンなら今の状じよう況きようにもう少し歓かん喜きするものではなかろうか。

「いや、性格とか」

「スリリングな毎日を約束するぞ」

　確かにマーヤといっしょにいると飽あきないのは事実なのだが。

「なーカズラ、お前やっぱり縛しばられてるんだって。恋れん愛あいなんてもっと自由に考えて良いいものだから。な、ワタシにしとけ」

「やけに拘こだわるなあ。マーヤこそなんでそんなに俺おれにアピールしてくるんだ」

「……え。えーと。略りやく奪だつして朱しゆ梨りとか巴ともえとかに勝ちほこりたい」

「ほら、お前だって恋こいじゃないだろ、その感情」

「あ、愛とか恋こいとかそんなの後からついてくるものだって」

　ダメだ、埒らちがあかない。

「マーヤ。この際はっきり言うぞ。少なくとも現時点で俺おれが、マーヤに対して恋れん愛あい感かん情じようを抱いだくことはない」

「…………っ」

　はらり。マーヤの瞳ひとみから、涙なみだが一ひと粒つぶ零こぼれた。え、噓うそだろ。

「ま、マーヤ？」

「カズラの、バカ」

　立ち上がり、去っていこうとするマーヤ。

「後こう悔かいしても知らないからな。乙女おとめ心ごころは移ろいやすいんだぞ。いざワタシのことが好きになったとしても……そんときは手て遅おくれかもしれないんだからな」

　最後にそう言い残し、マーヤはドアノブに手をかける。まさか、からかっていたわけじゃなくて本心で俺おれのことを……？

　だとしたらひどいことを言い過ぎた気もするが、マーヤのことだからここまでの行動全部含ふくめて演技である可能性も否定できない。

　わからん。女心というものが。

「……明日の練習には来いよ？」

「ふん、どーだかね！」

　バタン！　勢いよく開閉されるドア。マーヤは去り、部屋に静せい寂じやくが戻もどってきた。

「なんだよ、もう」

　短期間でいろんなことが起こりすぎて、俺おれの頭の中はもうぐちゃぐちゃだった。





♦陽明学園初等部・ポーカークラブ






　大会予選後の初練習ということで気合いを入れなければならないのだが、足取りが重い。

　今日の部活はいったいどんな雰ふん囲い気きで行われるのだろう。

　マーヤが見せた涙なみだ。演技だったと思いたいが、そうでなければはたしてちゃんと部活に顔を出してくれるのだろうか。

　巴ともえと朱しゆ梨りに対する接し方にも迷う。二人とも答えはすぐに出さなくても良いいと言ってくれてはいるが、どうしても意識せずにはいられない。

　はたして、いつも通りの賑にぎやかさで練習に励はげめるのだろうか、それとも……。

　いろいろ思おもい悩なやんでいるうちに到とう着ちやくが遅おくれてしまった。みんなもう揃そろってるだろうな。ちゃんと来てくれていれば、だが。

「うーん入りづらい」

　棟とうの前で逡しゆん巡じゆんしてしまうこの情けなさよ。

　だが、いつまでもこうしているわけにはいかない。俺おれは意を決し、ポーカークラブの部室のドアをノックした。

「みんな、おはよ……う？」

　努めて明るく振ふる舞まい声をかける俺おれだったが、その響ひびきは虚むなしく壁かべに吸収された。

　誰だれも、いない？

　いつも朱しゆ梨りが戦術書を読みふけっているソファも、窓まど際ぎわも、それ以外の場所も、もぬけの殻からだった。

　ポーカーテーブルの上は綺き麗れいに片付いており、チップもカードもしまわれたままだった。

「ん……？」

　いや、一つだけいつもと違ちがうところがある。なにやら手紙のようなものが、卓たく上じように無造作に置かれている。

　近付いていき、持ち上げる。

　──森もり本もと和かず羅らへ。

　俺おれの名前が記されていた。

　なんだか嫌いやな予感を感じつつ、封ふうを切る。中に記されていたのは、ほんの短い一文だった。












四人の部員は預かった。返して欲ほしければ以下の場所に来ること。

警察へ連れん絡らくすれば命の保証はしない。














「…………な!?」

　しかし、その内容は俺おれに衝しよう撃げきを届けるのに充じゆう分ぶんすぎるものだった。







　まず初めに思ったのは、巴ともえたちがカジノ利権の抗こう争そうに巻まき込こまれてしまった可能性だった。だとすれば速すみやかに二に階かい堂どう静しずかに連れん絡らくを取り、対策を考えなければならないが……。

「………………いや」

　しかし、俺おれはあえてこの手紙の内容にそのまま従うことに決める。おそらくそれが最善だと感じた理由があった。





♠都内某所






　タクシーを摑つかまえ、指定された住所へ急ぐ。辿たどり着ついたのは閑かん静せいな住宅街に佇たたずむ洋館だった。

　門は開いている。そのまま玄げん関かんまで進み呼よび鈴りんを押おす。

「お待ちしておりました」

　現れたのは黒服姿の老人だった。案内されるまま、屋や敷しきの奥おくへ。

　中央のホールにポーカーテーブルが一台置かれていた。その真っ正面の席に腕うでを組んで腰こし掛かけていたのは、

「ちゃんと一人で来てくれたっスね」

　パーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶった、留る子こだった。

　やはり、予想通りに。

「テストの採点してるからな。筆ひつ跡せきを見ればわかるよ」

「あたしの筆ひつ跡せき、覚えててくれて嬉うれしいっス。まあ座すわるっスよ」

　勧すすめられるまま、俺おれは留る子こと相対する形でポーカーテーブルにつく。

「なあ、いったいなんの冗じよう談だんだ？」

「冗じよう談だんじゃないっスよ。センセーに決けつ闘とうを申もうし込こむっス」

「決けつ闘とう？」

「センセーが負ければ、巴ともえと朱しゆ梨りとマーヤのことは忘れるっス」

「忘れる？　どういう意味だ？」

「センセー、ウチの家業なんだか知ってるっスか？」

「……いや」

「じゃあ、冗じよう談だんだと思われても仕方ないっスね。でも冗じよう談だんじゃないっス。あたしが勝ったら、三人がいたことを忘れてもらうっス」

　それはつまり、人命に関わる……？

「本気で言ってないよな」

「本気で言ってるっス」

「できるのか」

「できるっス」

　まさか、本当に可能だと……？

　留る子この親が何をしているのかは知らないが、そういう……闇やみの世界に関わる家だとでも？

「……留る子こ。お前が負けた時は？」

「諦あきらめるっス」

「諦あきらめる？　何を？」

「センセーを」

「俺おれを？」

「センセーがあたしだけ置いてけぼりにするからいけないんスよ。……あたしだって、センセーのことが好きなのに」

「………………っ」

　留る子こも、俺おれを？

　だからこんな凶きよう行こうに踏ふみ出だしたとでもいうのか。

　留る子この顔を見つめる。フードの闇やみに隠かくされていて表情を窺うかがうことはできない。

「そんな勝負は受けられない」

「じゃああたしの不戦勝っスね。三人のことは忘れてもらうっス」

「……………………そういうわけには、いかない」

「なら、受けるっス。……心配しなくても、勝てばいいんスよ。そうすれば全て元通りっス」

「……勝負の内容は？」

「ノーリミット・テキサスホールデム。あたしたちの勝負に他のゲームなんてないっスよね」

　留る子こと、ポーカー勝負、か。

　どうやら俺おれに、他の選せん択たく肢しは残されていないらしい。

「わかった。やるよ」

　ため息交じりに、俺おれは頷うなずいた。

「そうこなくちゃっス。センセー、カード持ってるっスか？」

「ああ」

　俺おれの鞄かばんには、いつでも新品のカードが入っている。

「それを使うっス。その方がイカサマの心配しなくて済むっス」

「留る子こがイカサマするとは思ってないけどな」

　俺おれはカードを取り出し、留る子こに手て渡わたした。

　封ふうを切り、ジョーカーを抜ぬいてシャッフルする留る子こ。

　そしてカードを円状に並べた。

「ディーラーがいないから、この中からお互たがい二枚を抜ぬき取とるっす。フロップも順番にめくる。それで公平っスよね」

「ああ。そのルールで構わない。チップは？」

「短期決戦でよければ、１５００＄持ちで」

「構わない。それで良いい」

　俺おれたちは頷うなずき合あい、互たがいに二枚のカードを抜ぬき取とった。

　俺おれは、そのカードを──

「…………？　見ないんスか？」

「ああ、このままでいい」

「あたしのテルリード対策っスか？」

「そういうわけじゃない。ただ、この二枚に賭かける。そう決めた」

「……つまり？」

「オールインだ。受けるか受けないかは留る子こ次し第だいだけどな」

「……………………」

　沈ちん黙もくする留る子こ。留る子こもまだ自分のカードを見ていない。

「それもまた、面おも白しろいかもしれないっスね。ただ、運命に身を委ねてみるのも」

　ふっと、留る子こがフードの奥おくで笑ったような気がした。

「良いいっスよ。そのオールイン、受けるっス」

「じゃあ、ショウダウンだな」

　留る子こがカードを表にする。

　──[image: はーとK]、[image: くらぶK]。

「運命の女め神がみ、あたしに味方してくれたみたいっスね」

「まだわからない」

　俺おれもまた、カードを表に。

　──[image: スペードA]、[image: くらぶA]。

　ポケットエースだった。

「…………まったくもう、これだからセンセーって嫌きらいっス。いつもあたしを主役にしてくれない」

「決着はまだだ。俺おれからフロップを開くぞ」

「どーぞ」

　──[image: だいやK]。

「……主役にしてしまったようだな」

「その割に、全然負けた気がしてない顔っスよ」

　留る子こが二枚目のフロップを開く。

　──[image: はーとJ]。

「三枚目だ」

　──[image: はーと6]。

「四枚目」

　──[image: はーとA]。

　俺おれの[image: A]もトリップスになった。これで一時は逆転。しかし。

「最後が[image: はーと]ならフラッシュであたしの勝ちっスね」

「そうだな。……開くぞ」

「お願いするっス」

　最後の一枚。そのカードは。

　──[image: だいやA]。

　クワッズ対トリップスで、俺おれの勝ちだ。

「…………すまん。これが運命だったみたいだ」

「完かん膚ぷ無なきまでに負けっスね。ま、こーなる気しかしてなかったっスけど」

　留る子こがパーカーのフードを脱ぬぐ。穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。

「爺じいや、もう良いいっスよ」

　先ほどの老人に呼びかける留る子こ。すると、奥おくの扉とびらがゆっくり開かれた。

「なんだ、もう終わったのか？」

　出てきたのは、マーヤ。

「留る子こ、ダメだったの……？」

　そして、巴ともえ。

「先生も手心というものがないですね。私の言う台詞せりふじゃないですけど」

　朱しゆ梨りもだ。三人ともどこにも危害を加えられた様子なんてない。

「センセー、謝あやまるっス。ぜんぶ茶番っスよ。別にあたしが勝っても、三人をどうこうするつもりなんてなかったっス」

「悪い、知ってた。留る子こがそんなことできるはずがないからな。……でもどうして、こんな手の込こんだイタズラを？」

「勇気が出なかったんスよ。こうでもしないと、センセーにあたしの気持ちを伝えられなかった。それだけっス」

「留る子この、気持ち……」

「センセーのことが好きっス。これは茶番でもなんでもなく、本心っスよ」

　そうだったのか。留る子こも、俺おれのことをそんな風に思ってくれていたなんて。

「でも、これであたしは脱だつ落らくっスね。茶番とはいえ、気持ちを賭かけて、負けたわけっスから」

「留る子こ……」

　心配そうに留る子この顔を見つめる巴ともえ。

「あーあ、また一人女を泣かせたか」

　マーヤが呆あきれ顔がおで腕うでを頭の後ろに組む。

「待ってくれ」

　俺おれは立ち上がり、四人の顔を順じゆん繰ぐりに見つめた。

　ダメだよな、このまま流れに身を任せるばかりじゃ人として情けなさすぎる。

　それに、好意を寄せてくれている女の子たちに対し、あまりにも失礼だ。

　俺おれはちゃんと、自分の言葉でみんなに気持ちを伝えなければならない。

「みんなの気持ち、本当に嬉うれしい。でも俺おれはまだ未熟で、人を好きになるっていうことがどういうことかわからないんだ。……いや、違ちがうな。みんなのことが好きだ。好きなんだけど、好きの種類がわからない。これが恋こいに発展するのかどうかも、わからない。だから、時間をくれないか。この気持ちがいつか恋こいになるのか確かめるための時間が欲ほしい。それまでは、誰だれかを選ぶことなんて俺おれにはできない。その資格がない」

　腰こしを直角に折り、頭を下げる。本当にひどい返答だと思う。けれども、何も言わないままよりはいくらかマシに思えた。

「ふーん。それってつまり、まだワタシのことを振ふるには惜おしいって意味だよね？」

「有う耶や無む耶やな気持ちのまま、マーヤを傷つけたくはない」

「センセー。あたしも、ものの数に入ってるっスか？」

「留る子こに好きって言われたの、嬉うれしかったよ。その嬉うれしいって気持ちは、本物だ」

「和かず羅ら先生も思おもい詰つめやすい人ですね。だいたいまだ私たち小学生ですよ。今すぐ決めろなんて初めから言ってないじゃないですか」

「ありがとう朱しゆ梨り。じゃあ、俺おれに時間をくれるか？」

「もちろんですっ！　たっぷり迷って、それで誰だれかを選んでくれたなら、私たちに後こう悔かいはありませんっ」

「巴ともえ、すまない。こんなに恩があるのに」

「言ったろ、恋こいに恩も契けい約やくも関係ないって」

「それをマーヤが言うのは少しずうずうしい気もしますけどね」

　くすりと笑う朱しゆ梨り。だがそこに異を唱えるつもりはないようだった。

「ほんじゃ、改めて勝負っスね。誰だれがセンセーを射止めるか、たっぷり時間をかけて四人で争うっス」

「結けつ婚こんできるようになるにはまだまだ時間がかかるし、いっぱい頑がん張ばって先生に選んでもらえる素す敵てきな女の子にならないとっ」

　頷うなずき合あう四人。妙みように照れくさくて、でもほんのり胸の内が暖かくなるような不思議な感覚が襲おそってきた。

　もしかすると、これが恋こいの芽生えというやつなのかもしれない。

「みんなの気持ち、しっかり受け止める。……それはそれとして、ポーカーも頑がん張ばってくれよな」

「アホ。聞くまでもないだろ」

　呆あきれ顔がおのマーヤ。

「あくまでも私たちは、陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブのメンバー。それは揺ゆるぎません」

　きりりと眉まゆを引ひき締しめる朱しゆ梨り。

「全国大会ももちろん勝って優勝っスよ」

　Ｖサインを送ってくれる留る子こ

「ポーカーも全力で頑がん張ばりますっ。部の中で一番になれるくらいに」

　ぐっと両手を握にぎりしめ、気合いを露あらわにする巴ともえ。

　みんなそれぞれ、とても晴れやかな表情をしていた。

「よし、それじゃ早さつ速そく、帰って練習するか！」

『おー！』

　陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブが、絆きずなを新たにして全国に向け再始動する。

　余よ所そから見れば歪いびつな関係なのかもしれない。だがそれが、俺おれたちにしかもてない強さの一いつ端たんを担になってくれるような、そんな予感もした。





♠新千歳空港






「ふー、ついたついた。やっぱ夏合宿は北海道だろ」

　マーヤがぐっと伸のびをする。夏休みも既すでにド終しゆう盤ばんなのだが、全国に向けて士気を高めるという体ていで二度目の合宿が企き画かくされてしまった。それをすぐ実行に移すところがお嬢じよう様さま方がたのパワーというかなんというか。

「北海道って意外と近いっスね」

「ここからの車移動がなかなか大変ですよ。なにせ広いですから」

「温泉、楽しみだなぁ」

　今回の合宿先は登のぼり別べつ温おん泉せん。湯泉で癒いやされつつポーカーの腕うでを磨みがくというなんとも贅ぜい沢たくなプランだった。

「お腹なか空すいたろ？　まずは軽く腹ごしらえしておくか？」

「そうですね。空港を出てしまうとお店もあまりないですし、ここで食べておくのがいいでしょう」

　朱しゆ梨りが頷うなずいてくれたのでみんなで店を物色する。さすが北海道の玄げん関かん口ぐちと言うべきか、フードコートは様々な店で溢あふれかえっていた。海かい鮮せんにジンギスカン……どれも魅み力りよく的てきだ。

「何食べる？　やっぱスシか？」

「それもいいけど、私ラーメン食べてみたいな」

「ラーメン。ああ、噂うわさに聞くアレか」

　巴ともえの一声でマーヤも興味を示したようだ。

「みんな、ラーメン食べたことないのか？」

「ありません。親と一いつ緒しよだと連れて行ってもらえないので」

「あたしもないっス。興味アリアリっス」

　朱しゆ梨りと留る子こも好こう奇き心しんをそそられてるみたいなので昼食はラーメンに決定した。幸い本格的なラーメン店が空港内にも多数出店しているようだし。

「行列できてる店もあるっスね」

「せっかくだし並んでおくか」

「私、行列も初体験かも。ワクワクしちゃう」

「貴重な体験です。雰ふん囲い気きも味わっておきましょう」

　お嬢じよう様さまたちにとっては、全てが物もの珍めずらしいらしい。微ほほ笑えましい気持ちになりながら列の最さい後こう尾びに接続。そこから待望のラーメンにありつくまで三十分くらいかかったが、誰だれ一人ひとり不平は言わず目を輝かがやかせながら順番を待っていた。

　そしてようやく目の前に置かれる丼どんぶり。

「うまっ！　ラーメンうまっ！」

　マーヤが真っ先に歓かん声せいを上げた。

「海え老びの風味がしますね……！　それが味み噌そとマッチして、なんとも言えぬ香こうばしさに。ああ、まるで味の小宇宙です！」

　朱しゆ梨りもラーメンをいたく気に入ったようで、恍こう惚こつとした表情を浮うかべている。レンゲの上に麵めんを折りたたんで丁てい寧ねいに口に運ぶ食べ方がエレガントを通とおり越こしてちょっと面おも白しろいけどツッコミはいれないでおこう。

「巴ともえ、そっちの塩味も少し食べてみたいっス」

「いいよ、交こう換かんしよう！」

　巴ともえと留る子こも大満足な様子。お腹なかを満たし、旅は上々の滑すべり出だしを迎むかえた。





♥登別温泉






　宿に着いてからはさっそくポーカー三ざん昧まい。ちゃぶ台でのゲームは多少やりづらさもあったが、みんな真しん剣けんに取り組んでくれて心地ここち好よい疲つかれを味わうことができた。

「ふー。ここらで少し休きゆう憩けいするか」

「休きゆう憩けいと言えば温泉っスね、やっぱり」

「ああ。せっかくこんな遠くまで来たんだし入っておこう」

「じゃあユカタってやつに着き替かえるか」

　そう言っていきなり着ていたキャミソールを脱ぬぎ捨すてるマーヤ。

「わー待て！　俺おれのいないところで着き替かえろ！」

「ん～なんだカズラ？　欲情してんのか？　浴場だけに」

　そんなオヤジギャグを口にするな北ほく欧おう娘むすめ。

「……………………」

「って、朱しゆ梨り!?」

　呆あきれかえっていると朱しゆ梨りまでその場で服を脱ぬぎだした。

「どうせ結けつ婚こんすれば見られる肌はだですし、隠かくすこともないでしょう」

「バカを言うな！」

「…………留る子こ」

「ここは、負けてられないっスね」

　さらにあろうことか巴ともえと留る子こまで俺おれの前で着き替がえを始める始末。たまらず逃にげだし俺おれ一人が床とこの間まで着き替がえをする。

「意い気く地じ無なしだな、カズラめ」

「まーまー、本番はここからっス」







　なんとか浴衣ゆかたに着き替かえ、大浴場に向かう俺おれたち。……ところでひとつ懸けん案あん事じ項こうがあるのだが。

「ホッ、よかった」

　大浴場はちゃんと男湯と女湯に分かれていた。まさか混浴だったらどうしようかと思おもい悩なやんでいたところだった。

「そんじゃ、ここでひとまずお別れだな」

　手を振ふり、男湯の方へ向かう俺おれ。

「何を言っているのです先生」

「ちゃんとこっちのお風ふ呂ろ、予約してありますよ」

　そう言って朱しゆ梨りと巴ともえが指さしたのは……家か族ぞく風ぶ呂ろ!?

「いや何考えてるんだ!?」

「カズラこそなにすっとぼけてんだ。ワタシたちの誰だれかと家族になるって約束しただろ」

「だったら今から予行練習しておくっス」

「そんな言い方はしてないだろ!?」

「先生、私たちといっしょじゃ嫌いやなんですか……？」

　巴ともえが上うわ目め遣づかいで訴うつたえてくる。圧がすごい。

「それとも、やっぱり欲情しちゃって小学生のウチに手を出しちゃうからムリってこと？」

　マーヤの小こ悪あく魔ま的てき嗤わらい。

「それは断じてない！」

「じゃあ決まりですね。入りましょう先生」

「こんな乙女おとめ四人の恋こい心ごころを待たせてるんスよセンセーは。家か族ぞく風ぶ呂ろ如ごときで動じて欲ほしくないっス」

「……………………………………」

　退路、なしか。ええい。大だい丈じよう夫ぶだ、俺おれはまだ恋こい心ごころも知らないしロリコンでもない。小学生との混浴くらいなんだというのだ。

「……いいだろう。入ってやるよ」

　半ばヤケでそう答えた。

　キラリ。四人の目が光ったような気がした。え、何。







　腰こしにタオル一丁の姿で洗い場に座すわる。子どもたちはもちろんというか全ぜん裸らだ。なるべく視線を向けないように俺おれはかけ湯に専念する。

「センセー、お背中お流しするっス」

「!?」

　ぴとり。留る子こが貼はり付ついてくる気配。

「では私は右みぎ腕うでを」

「!?!?」

　朱しゆ梨りの長い髪かみが肩かたに触ふれる。

「左ひだり腕うでは任せて下さい！」

「!?!?!?」

　巴ともえのぷにっとした肌はだの感かん触しよくが肘ひじに。

「じゃあワタシは足だな。よっと」

「!?!?!?!?」

　俺おれの真っ正面であぐらをかくマーヤ。

「そんなに硬かたくならず、楽にしていて下さい」

「できるか！」

　思わず朱しゆ梨りに全力のツッコミを入れてしまう。

　ああ、もしかして俺おれはとんでもない約束をこの子たちと交かわしてしまったのではなかろうか。

　この先に待ち受けているであろう数々のトラップに思いを馳はせ、気が遠くなる俺おれなのであった……。
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♥館山自動車道






「もうすぐだぞ」

「えへへ。楽しみ」

　南へ南へワゴン車を走らせながら、助手席に微ほほ笑えみかける。そこには妹の姿があった。

　あれから無事退院し、帰国した雪ゆき。リハビリ生活はまだ続いているが、外出許可も出るようになったので念願の海へと車を走らせているところだ。

「運転するお兄ちゃんってかっこいいな。新しん鮮せん」

「よせよ、手元がくるう」

　実際、かなり緊きん張ちようしているのだ。万一俺おれが事故でも起こしてしまう未来なんて間ま違ちがっても迎むかえられない。

「カズラ、だーれだ？」

「やめろバカ！」

　後ろから目め隠かくししてきやがったマーヤの手を思いっきり振ふり払はらう。そう、今日のドライブは子どもたち四人も一いつ緒しよだ。雪ゆきと出かけると伝えたら付いてくるといって聞かなかったのだ。

　まったく、念願の雪とのドライブだというのに……というのはさすがに無下に扱あつかいすぎか。

　とにかく妹に加え児童を四人も乗せているのだ。慎しん重ちようの上にも慎しん重ちようを重ねハンドルを切り、高速を降りてさらに南へ。向かう先は千ち葉ば県けん館たて山やまの海岸だ。

　幸いにして快晴。絶好の海かい水すい浴よく日和びより。

「えへへ、雪ゆきさんとお出かけ楽しいですっ」

「ありがとう巴ともえちゃん。私もすごく楽しい」

「でも、海で良かったのですか？　雪ゆきさんはまだ泳げないのでは」

「いいの。見てみたかったんだ、海が」

「ずっと病室にいたんスもんね。その気持ちもわかるっス」

　賑にぎやかな会話が続きながら、いよいよ車は目的地に迫せまる。





♥海水浴場






「着いたぞ」

「うわぁ」

　駐ちゆう車しや場じように車を駐とめ、少し歩くと砂すな浜はまが広がっていた。青い海にキラキラと光が反射し、俺おれもまたほのかな感動を覚えた。

　いや、ほのかなんてものじゃない。妹と海にいる。その事実は俺おれにとって抑おさえきれないほどの喜びに違ちがいなかった。

「風、強いから気をつけろ」

「大だい丈じよう夫ぶ、これくらいで飛ばされたりしないよ」

　そうは言うが、雪ゆきの細い身体からだを見るといらぬ心配をしてしまう。淡たん色しよくのワンピースがよく似合っているが、名の通り真っ白な肌はだは海うな原ばらの景色から少し浮ういて見えてしまう。

「お兄ちゃん、ありがとう。夢を叶かなえてくれて」

「これくらいの夢ならいつだっていくらでも叶かなえてやるさ。時間ならたっぷりあるんだから」

　そう、今の俺おれたちには時間が、未来がある。雪ゆきが想おもい描えがくどんなことでも、きっと叶かなえてやれるだけの可能性がある。

「本当かな？　お兄ちゃん、最近教え子さんたちに夢中だからなぁ」

「その言い方は語ご弊へいが……」

「じゃあ、もっといっぱい私にお兄ちゃんの時間をくれる？」

「もちろん、いくらでも」

「でも、巴ともえちゃんたちに怒おこられちゃうかなぁ」

「実の家族なんだから遠えん慮りよしなくて良いいって」

「そっか。じゃあエンディングもくれる？」

「エンディング？」

「この世には、実じつ妹まいエンドっていうのもあるらしいよ？」

「……どこで覚えたんだ、そんな言葉」

「おーい。和かず羅らセンセー、泳がないっスか？」

　さっそく水着に着き替かえた留る子こが、俺おれに向けて手招きをする。

「ダメだよ留る子こ、先生と雪ゆきさんの大切な時間を邪じや魔ましちゃ」

「そうですよ。今日の海水浴は私たちだけで楽しみましょう」

「しゃーないな。一日くらい妹さんにカズラを返してやるか」

「……遠そうだなぁ、実じつ妹まいエンド」

「どういう感想だ」

「だってみんなかわいくて良いい子たちなんだもん。妬やけちゃう」

「……本気で言ってるのか？」

「どう思う？　確かめる方法ならいくらでもあるよ」

「例えば？」

「いきなりチューしてみるとか」

「バ、バカ！」

「えー。家族なんだからそれくらい普ふ通つうじゃない。私が『家族のチュー』だと受け止めるかはともかくとして」
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「……………………」

　まったく。元気になったのは本当に嬉うれしいが、俺おれをからかう術すべもパワーアップしたのだけは困ったものだ。

　ただ、雪ゆきとの時間を大切にしたいというのも他ならぬ本心だった。

　世界は、あらゆる可能性に満ちている。その岐き路ろに立つ度たび、俺おれたちは選せん択たくを迫せまられるだろう。

　でもそれはきっと幸せなことなのだ。

　選べる幸せを嚙かみしめて、これからも生きていこう。







[image: 生足とスプリングボード]







　東ひがし棟とう一階の角部屋。そこに陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの部室がある。ポーカー専用の、他の活動では一いつ切さい使われることのない部屋だ。

　この部屋が存在することを訝いぶかしむ人間は、はたしてどれくらい存在するだろうか。ずっと昔ならいざ知らず、空前のポーカーブームに吞のみ込こまれて久しい本ほん邦ぽうでは、専用の部室を構えた小学校なんて大して珍めずらしいものではない。

　とはいっても、小・中・高エスカレーター式の全ぜん寮りよう制せい女子校──箱入りお嬢じよう様さまたちの花はな園ぞのである。こんなところにまでブームは浸しん透とうしていたのかと、多少の驚おどろきを与あたえる可能性は否定できないか。

　どうあれ、あるものはある。陽よう明めい学がく園えん初等部には専用の部屋が宛あてがわれたポーカークラブが存在し、俺おれ、森もり本もと和かず羅らはこの学園で教職を務めながら、新米コーチとしても小学生の少女たちと活動を共にしている。

　そうなった経けい緯いは……話すと無む駄だに長くなるので割かつ愛あいしよう。長話は嫌きらいだ。この仕事を始めてからますます嫌きらいになった。

　さて、正念場である。

　正確に言うと、一人の少女がピンチを迎むかえていた。三人しかいない部員のうちで最も活動歴が浅い、このクラブに入りたてほやほやのルーキー、笹ささ倉くら巴ともえが激しく追おい詰つめられている。

　こめかみに冷ひや汗あせ。眼めは泳いで虚うつろ。明らかに自分の手が弱いと告白しているような挙動だった。

　今、俺おれはディーラーとしてテーブルについているので、誰だれか一人に肩かた入いれすることはできない。けれどもこの役を終えコーチとしてのポジションに戻もどったなら、目の前のあどけない小学五年生に優やさしく囁ささやいてあげなければなるまい。

「もう初めてじゃないだろ、力ちから抜ぬけよ」

　とか、そんな風に。

「オールイン」

　俺おれの右みぎ隣どなりに腰こし掛かけた少女が、淡たん々たんとした宣言と共にチップの山を全部差し出した。

　腰こしの辺りで切りそろえられた黒くろ髪かみと、真まっ直すぐ伸のびた背筋。大和やまと撫なで子しこの見本みたいな容姿とは裏腹に、心に鬼おにを飼っている少女だ。

　二に階かい堂どう朱しゆ梨り。五年生。全校生徒からの羨せん望ぼうを一身に受ける生きつ粋すいの令れい嬢じよう。しかしひとたびカードを握にぎれば冷れい徹てつなる修しゆ羅らと化す、このクラブのエースであり部長だ。

「んじゃあたしもオールインっス」

　今度は左ひだり隣どなりから、同じくチップ全ぜん賭かけ宣せん言げんが雑な動作で繰くり返かえされる。

　パーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶった、ぱっと見ちょっとイタい系小学生。しかしトランプで対決を挑いどんだりしようものなら、イタい目に遭あうのは確実にふっかけた側の方だ。

　木き之の下した留る子こ。五年生。ポーカーの……否いな。あらゆる勝負事で応用可能な異才を与あたえられし持てる者ギフテツド。怠たい惰だな性格を始めとしたもろもろの問題を克こく服ふくしてくれればもっと高みを目指せるであろう、このクラブの眠ねむれる獅し子しだ。

「…………う、うう」

　二人の猛も者さから追おい詰つめられ、小さな身体からだをますます縮こまらせる巴ともえ。残念ながら、と言うべきか、当然ながら、と言うべきか、ルールを覚えたばかりのルーキーは、これといった異能も技術も今のところ持ち合わせていない。

　まあ、ただの紅白戦だ。負けたところで何かを失うとか、そういう場面ではない。

　それでもちゃんと、巴ともえは困こん窮きゆうしてくれている。何か打開策はないかと、右往左往し続けてくれている。強い向上心がある。

　何より俺おれが巴ともえに対し評価しているのは、この前向きさに他ならない。

「お、オールインですっ！」

　負けても負けても立ち上がってくれる。そう信じて、荒あら療りよう治じになってでも可か及きゆう的てき速すみやかに巴ともえのポーカー力を高めていかなければならない。

　なぜなら、まったく意図していなかったピンチが降ふって湧わいてしまったから。俺おれにとって残された時間は、あまりにも少ないのだ。







「……うう。また負けちゃった」

　テーブルに額がつくほど項うな垂だれる巴ともえ。全員が全てのチップを放ほうり込こんだ激げき突とつは、朱しゆ梨りと留る子こが同じ手で引き分け。巴ともえの一人負けで終わった。

　短期的な勝負の結果はしかたがない。小学生ポーカー界かい隈わいで現在もっともポピュラーなルール、『ノーリミット・テキサスホールデム』は多分に戦略性を孕はらんでいるものの、カードゲームである以上運の要素を完全には排はい除じよできない。だからいっときの勝ち負けを評価してもあまり意味がない。

　とはいえ、巴ともえにはあまりにも明確な弱点がある。今回の敗北は偶ぐう然ぜんではなく、必然だった。

「顔に出すぎっスよ、巴ともえ。よわよわカードしか持ってないって」

「あれでは残念ながら、とどめを刺さして下さいと宣言しているようなものです」

　苦く笑しようと共に嘆たん息そくする留る子こと朱しゆ梨り。

　二人の言うとおりだった。ポーカーの技術云うん々ぬんを語る以前に、巴ともえは表情に喜き怒ど哀あい楽らくが出すぎている。まずここを修正しないことには、偶ぐう然ぜんの勝利すら手に入れることはできないだろう。

「まだ、緊きん張ちよう感かんが抜ぬけないか？」

　俺おれもなるべく柔やわらかな声こわ色いろを作って巴ともえに尋たずねてみる。直近に練習試合が決まってしまったので、ここ数日、巴ともえには急ピッチでルールを把は握あくさせつつ、多くのゲームをこなしてもらっている。そろそろ一連の所作には慣れてきそうなものだが。

「普ふ段だんは平気になりましたけど、さっきみたいなピンチになると、急にアワアワしてきちゃって……すみません」

「まあ、そうだよな」

　それがごく一いつ般ぱん的てきな小学五年生の感覚だろう。俺おれはお詫わびを返したい気持ちになった。本来であればもっとゆっくりゲームに慣れる時間を作るべきなのだ。そうできないのは、ひとえにこちら側の問題だ。

「焦あせってもしゃーないっスよ。練習試合なんて別に負けてもあたしは気にしないっス」

　頭の後ろで手を組んで、あくび交じりに留る子こが慰なぐさめる。留る子こは俺おれの抱かかえている『問題』について何一つ知らない。子どもたちを巻まき込こむのは忍しのびないばかりでなく、メリットすらない。ピンチの存在は、最後まで吞のみ込こんでおく心積もりだ。

「私としては、ベストを尽つくしてもらえると嬉うれしいです。練習試合だろうと、やるからには負けたくない。申し訳ありませんがそれが私の本心です」

　朱しゆ梨りにも喋しやべっていないが、この少女の場合ポーカーに向ける情熱が留る子ことは桁けた違ちがいだ。

　だから、図はからずも俺おれとモチベーションを共有してくれている。それもまた、ちょっと皮肉な構図だったりしつつ。

「うん。私も、せっかくクラブに入れてもらって、はじめての試合なんだからみんなの足は引っぱりたくない。難しいかもしれないけど、勝ちたい。……でも、どうしてあんなに焦あせっちゃうのかなぁ」

　頭を抱かかえる巴ともえ。本気の苦く悩のうを前に、俺おれはただ純じゆん粋すいにコーチとして巴ともえの力になってやらなくてはと覚かく悟ごを重ねる。

「ちょっと目先を変えてみるか。ここまで、ルールと戦略を実戦形式で学んでもらってきたが、とりあえずはいちど弱点の克こく服ふくだけに集中しよう」

「集中って、どうするんスか？」

「ルールと戦略を棚たなに上げる。いったんホールデムのことは忘れて、純じゆん粋すいなマインドゲームをメニューに取り入れよう」

　俺おれはおもむろにテーブルの上から一枚のカードを拾い、額の前で掲かかげてみせた。

「ああ、インディアンポーカーですか。……なるほど、悪くないかもしれません」

　朱しゆ梨りが同意してくれてホッとする。

「インディアンポーカー？」

「やったことないか？　だとしても心配ない。ルールはポーカーと名のつくゲームの中で一番単純だからな」

　インディアンポーカーで使うカードは、各プレーヤーにつき一枚のみ。その一枚を俺おれがやったように額の前に表向きで掲かかげ、他のプレーヤーと数字を争う。最も強いカードを持っていたプレーヤーが勝者だ。

　キモは、自分が何のカードを持っているか見てはいけない──ということ。対戦相手の持っているカードは筒つつ抜ぬけだが、自分が何を持っているのかはわからない。その状態で勝てると思えばチップを賭かけ、劣れつ勢せいだと思えば降りてチップの浪ろう費ひを避さける。

　つまり、技術は全く必要としないルールだ。必要なのは運、そして駆かけ引ひきの心理戦と度胸。

「……？　これって、運だけで勝負決まっちゃいません？」

　巴ともえはすぐにルールを理解してくれたが、はたして練習になるのか疑問のようだ。

「それがそうでもない。やってみればわかるよ」

　ここは論より証しよう拠こ。さっそく三人でインディアンポーカーをプレーしてもらおう。ルールを究極に単純化するため、場代なしのチップ十枚持ちでスタート。使うカードはスペードのみの十三枚、ジョーカーなし。全てのチップを失ったら脱だつ落らく──ということにした。

『いっせーの！』

　声を揃そろえ、カードを掲かかげる三人。

　カードは巴ともえが[image: Q]、留る子こが[image: 7]、朱しゆ梨りが[image: 6]だった。巴ともえが圧あつ倒とう的てきに強い。

「留る子こに勝ててると良いいんですが」

「どうっスかねー。朱しゆ梨り、かなり強いっスけど、勝ち目がないわけじゃないっスし」

「えっ。朱しゆ梨り、強いかな？」

「まあ、巴ともえのことは置いておきましょう」

「そうっスね。この勝負はいてもいなくても同じっスし」

「ええっ？　わ、私のカードそんなにダメなの？」

　それを見て、まるで口裏を合わせたかのように『巴ともえはダメだ』と主張し始める二人。強いからこそ、不安を煽あおっているのだ。この噓うそを、はたして巴ともえは見み抜ぬけるか。そして、自分の手の強さを確信できるか。

「時間だ。勝負に乗るか降りるか、決めてくれ」

「チップ二枚賭かけるっス」

「降ります」

　留る子こ、朱しゆ梨り、ともに即そく答とう。対して巴ともえは長いこと唸うなった挙げ句、

「お、降り、ます……」

　圧あつ倒とう的てきに強かった[image: Q]を引ひっ込こめてしまった。

「……え、ええ!?」

　そして自分の手を確かく認にんし、仰ぎよう天てんする。

「さすが朱しゆ梨り、乗ってこなかったっスか」

「巴ともえがわかりやすすぎましたからね。[image: Q]を降ろしただけで上々でしょう」

　淡たん々たんと感想を言い合い、未練もなさそうに次の勝負に備える留る子こと朱しゆ梨り。

「……な？　充じゆう分ぶん、練習になりそうだろ？」

「うう、はい。……くやしい」

　ポンと巴ともえの肩かたに手を置く。ルールが単純なぶんしてやられた感もひとしおなのだろう。ぷっくり頰ほおを膨ふくらませた後ろ姿がかわいらしかった。

　そのかわいらしさを乗のり越こえ、勝負の虎とらとなってくれることを祈いのるばかりだ。







「勝てないぃぃぃぃ～！」

　バタリ、とテーブルに身を投げだす巴ともえ。インディアンポーカーにおいてもなお、朱しゆ梨りと留る子この強さは圧あつ倒とう的てきだった。

「ぼちぼちいい時間だし、今日のところはこれくらいにしておこう」

　コーチとして本日の活かつ動どう終しゆう了りようを告げる。全ぜん寮りよう制せいの学校ではあるが、門限にさえ間に合えば課外活動は自由だ。あと一時間強くらいはクラブ活動に精を出す余よ裕ゆうはある。あるのだが、いったん区切りをつけた方が良さそうだという判断。

　ここまでの対戦を見て、問題に気づいた。朱しゆ梨りと留る子こがすれっからしすぎる。巴ともえのわかりやすさも敗因のひとつであることは間ま違ちがいないが、それ以上に二人が強い。

　このまま負けを重ねさせると、いたずらに自信ばかりを奪うばってしまいそうだ。

　しかし現在このクラブに在ざい籍せきしているのは三人のみ。困った。インディアンポーカーですら、巴ともえを鍛きたえる初期段階のルールとして相応ふさわしくないのかもしれないな。

「わかりました、それではまた明日」

　淡たん々たんと頷うなずき、朱しゆ梨りは率そつ先せんして帰かえり支じ度たくを始める。普ふ段だんからポーカーフェイスで内面を読みづらい少女だが、巴ともえをいじめ続けるのは得策ではないと、朱しゆ梨りもまた思ったのだろう。

「巴ともえ～、そう落おち込こむことないっス。お風ふ呂ろでなぐさめてあげるっス」

　留る子こも巴ともえをなぐさめつつ、パーカーのフードを被かぶり直なおす。

「うう、私、頭悪いのかなぁ……」

「知性の問題ではないですよ。経験の差でしょう」

　二人からフォローをされても、巴ともえの面おも持もちは沈しずんだままだった。

　このまま黙だまって帰らせるのは、職しよく務む怠たい慢まんになってしまいそうだ。

「巴ともえ、少し残ってくれるか？　朱しゆ梨りと留る子こはお疲つかれ様さま。先に帰ってていいぞ」

「……ん。りょーかいっス」

「それでは」

　余計な詮せん索さくはせず、ポーカールームから立ち去る二人。さすが心理戦には長たけているから、俺おれの思おも惑わくもすぐ察してくれる。そういう意味では共に活動をするのが楽な子たちだ。

　……他の様々な意味においては、トップクラスに扱あつかいづらいのだが。

「さて、と。とりあえず座すわって」

「は、はいっ」

　二人を見送って戻もどってきた巴ともえにもう一度ポーカーテーブルにつくよう伝え、自分も隣となりに腰こし掛かける。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。どう慰なぐさめるのが適切なのか。なかなか頭の中で言葉がまとまらなくてつい間が空いてしまった。

「あ、あのっ！　先生、私がんばりますから……だから……クビは許して下さいっ！」

「へ？」

　無言のプレッシャーに耐たえられなくなった様子で急に立ち上がり、腰こしを直角に折る巴ともえ。居残り命令が、どうやら大きな不安を煽あおってしまったようだった。

「クビになんてするもんか。巴ともえはもうとっくに大事な戦力だよ」

　余計な心配をさせたことを反省しつつ、俺おれも立ち上がって優やさしく声をかける。

「でも入部テストの時、優ゆう秀しゆうなメンバーしか集める気はないって……」

「そのテストを、巴ともえはクリアした。だからもうクビにされる心配なんてする必要はない。まっすぐ前を見て成長し続けてくれればそれでいい」

「和かず羅ら先生……！」

　顔を持ち上げ、ぱっと表情を明るくする巴ともえ。

「ありがとうございます。…………それでもやっぱり、不安になります。私、少しずつでも成長できているんでしょうか。今日なんて本当にやられっぱなしで」

　しかしその元気は長く続かず、またすぐ面おも持もちに影かげが差す。やはりインディアンポーカーという形式でも二人にこてんぱんにされたのが、かなり堪こたえているようだ。

「ずっと忘れないでいて欲ほしいんだが、あの二人は全国でも通用するレベルのポーカープレーヤーだ。初心者が太た刀ち打うちできないのは当たり前の話だし、逆に真っ向からやり合えるようになった時は巴ともえも全国レベルに到とう達たつした証しよう拠こになる」

「……はい。ただ、あまりにも差を感じるばっかりで」

「それも敗因のひとつかもしれないな」

「えっ？　どういう意味でしょう？」

「怖おそれによる期待値」

「……？」

　首をかしげる巴ともえ。期待値という概がい念ねんはポーカー論で頻ひん出しゆつするのだが、まずはもっと嚙かみ砕くだいて説明した方がいいだろう。

「今回も、二人とも強そうだ。そういう先入観をもって、自分の手に対して弱気になってしまう。そういうところ、ないか？」

「あ……。言われてみれば、あるかもしれないです」

「それが朱しゆ梨りと留る子こにとって更さらなるアドバンテージになる。プレーする前から巴ともえだけハンデを自ら背負いに行っているようなものだ。だからますます圧あつ倒とうされてしまう」

「……仰おつしやることは、わかります。でも、実際に二人は強いから」

「ま、それも事実なんだよな」

　難しい問題だ。虚きよ勢せいを張ってでも対等な心境をキープしないと勝負のスタートラインにすら立てないが、巴ともえが現状で抱かかえている問題が、換かん言げんすると『虚きよ勢せいを張れない』ところにあるのだから。

「先生、どうしたら私、自信をもって勝負に挑いどめるでしょう？」

「いっそ、ポーカーから離はなれてみるのも手かもなあ。巴ともえは何か、『これなら絶対誰だれにも負けない』って自信のあるモノ、ないか？　ゲームでも運動でもなんでもいいから、一度二人に勝ったという経験を積めば、精神的に楽になる気がするんだが」

「………………………………」

　しょんぼりとした沈ちん黙もく。なんだか申し訳ない。

　そもそもゲーム分野だと留る子こが先天的に強いし、才さい色しよく兼けん備びなお嬢じよう様さまである朱しゆ梨りは運動でも非ひ凡ぼんな能力の持ち主だ。たとえポーカーでなくとも、ちっとやそっとの素養で圧あつ倒とうできる相手ではないのだった。

「競技じゃなくてもいい。他の人にできないことができる、とか。……耳を自在に動かせたり」

「動かせません」

「実は大食いだったり」

「それは留る子こです」

「料理が上手」

「それは朱しゆ梨りです。この前家庭科の調理実習で作ったクッキーをもらいましたけど、とても同じ材料を使ったとは思えない焼き上がりでした」

　朱しゆ梨り、料理もできるのか。完かん璧ぺき超ちよう人じんすぎる。

「………………あーっ、と」

「………………すみません、なんの才能もなくて」

　気まずい時が流れる。何か、何かないか。このまま巴ともえの隠かくれた才能を発はつ掘くつできなければ、居残りさせておいて傷口に塩を塗ぬっただけになりかねない。

「……あ」

「ん!?　何か思いついたか!?」

「ほんとうに……ほんとうに大したことじゃないんですけど、ひとつだけ」

「ぜひ聞かせてくれ！」

「わ、わかりました。…………では、先生。申し訳ないんですけど、床ゆかに膝ひざをついて下さいませんか？」

「床ゆかに？　こうか？」

　言われるまま立たち膝ひざの体勢になる俺おれ。いったい何が始まるのやらと静観していると、巴ともえは椅い子すに腰こし掛かけたままおもむろに右足の靴くつ、さらに靴くつ下したも脱ぬぎ、素す足あしになった。

「あの……どうぞ。好きにしてみて下さい」

「へ!?」

　そしてその露あらわになった足の指を俺おれの眼前に差し出すのだった。

　小学五年生の女子が素す足あしを突つきつけ、好きにしろと言う。

　どうしろと。

「いいか巴ともえ。教師には越こえられない一線というものがある」

「……？　でも先生、得意なことがあるなら見せてみろと」

「と、得意なのか？」

「はい、これだけは得意……というか、平気なんです。好きにくすぐってみて下さい」

「巴ともえが平気でも俺おれは……ん、くすぐる？」

「はい。私、足の裏を触さわられてもくすぐったくないんです。試ためしてみて下さい」

　なんだ、そういう意味だったのか。なんとなくホッとする。いや、別に巴ともえの素す足あしに対しやましい思考が浮うかんでいたわけではないが。

　さておき、それが事実ならけっこうな特異体質だよな。俄が然ぜん興味が湧わいてきた。

「いいんだな、本当に」

「はい、ぜんぜん平気ですから」

　にっこり笑う巴ともえ。心なしか自信を取とり戻もどしているようにも見える。ならば。

「…………失礼する」

　左手で足首を支えつつ、右手の指先をすぼめて土ふまず辺りに触ふれる。ぷにっと柔やわらかい。これが小学生女子の足の裏か。初めて触さわった。当たり前だが。

「こんな感じか？」

「もっと触ふれるか触ふれないかの力加減の方が効くと思いますよ、普ふ通つうの人には」

　つーっと滑すべらせるように五指を開いていく俺おれ。巴ともえはニコニコしたまま微び動どうだにしない。

　同じように何度か、触ふれ加か減げんをよりソフトにしながら足の裏をなで続ける俺おれ。

「～♪」

　顔色一つ変えない巴ともえ。

「これは……間ま違ちがいなく才能だ」

「えへへ。やっと和かず羅ら先生に褒ほめてもらえました」

　あらゆる角度から巴ともえの足の裏をなで回してみたが、一向に反応は得られず。

　勝てる。足の裏のくすぐり合いならば、巴ともえは朱しゆ梨りと留る子こを圧あつ倒とうできるに違ちがいない。

　あとはこの優位性をどうやって発揮してもらうかだが……そこは、巴ともえに単身で頑がん張ばってもらうしかないだろうな。

　まさか俺おれがクラブ活動中に『今日は皆みなさんに、ちょっとくすぐり合いをしてもらいます』と持ちかけるわけにもいかないし。

　おそらく宿舎でいっしょに入浴するタイミングなんかもあるだろう。そんな折をうまく巴ともえに狙ねらってもらって……。

　思案を重ねる俺おれ。その間もずっと、無意識のまま巴ともえの足の裏をさすり続けてしまっていた。




「やー、あたしとしたことが忘れ物しちゃったっス…………え？」

「巴ともえ、まだ帰ってなかったんです…………は？」




　扉とびらが開く音に続いて聞こえてきた声に振ふり向むく。

　ひざまずき、巴ともえの足首を握にぎりしめた体勢のままで。

「…………留る子こ」

「みなまで言うなっス」

　朱しゆ梨りが冷え切った声を発すると、すかさず、留る子こはスマホを取り出し電話をかけるそぶりを見せる。

「待て！　違ちがう！　違ちがうんだ！」

　緊きん急きゆう事じ態たいと判断し、俺おれは飛びかかるように留る子このスマホを奪だつ取しゆ。ディスプレイを覗のぞき込こめば『１１０』の番号がバッチリ入力済みだった。

「何が違ちがうっスか。さすがにあの絵え面づらは弁解不可能っス」

「合意の上だ！」

「つまり先生もその意志を持って、巴ともえの足をさすっていたと」

「頼たのむ！　一度最後までしっかり話をさせてくれ！」

　人生最大級のピンチだった。俺おれは有う無むを言わさず一方的に事実をまくし立てる。なるべくクールな教師像を演じようとしてきた今までの全てが台無しになるくらいの必死さで、俺おれは行こう為いの正当性を二人に訴うつたえ続つづけた。

「言いたいことはそれだけですか。……留る子こ」

「ガッテンっス」

　朱しゆ梨りの合図で再びスマホを掲かかげる留る子こ。ダメだ、このままだとガチで俺おれの人生が終しゆう了りようを迎むかえてしまう……っ。

「…………に、逃にげるのか!?　留る子こも、朱しゆ梨りも！」

　ヤケクソ混じりに叫さけぶと、留る子この手が止まる。

「逃にげるとは、どういう意味です？」

　尋たずねてきたのは朱しゆ梨りの方だった。引き寄せた。土ど壇たん場ばで。この窮きゆう地ちを脱だつする、か細い蜘く蛛もの糸を。

「……巴ともえは、まだポーカーの初心者だ。二人と真しん剣けん勝しよう負ぶするには時じ期き尚しよう早そう。たとえインディアンポーカーでも、やればやるほど自信の喪そう失しつにしかならない」

「それは、そうかもしれないっスけど。それとセンセーが巴ともえの生足にちょっかい出していたのとなんの関係が？」

「ハンデマッチの方法を探さぐっていた。そして、ついに見つけた。巴ともえは足のくすぐりに強い。つまり『くすぐりインディアンポーカー』ならば、巴ともえは留る子ことも朱しゆ梨りとも対等に戦える可能性がある」

「くすぐり」

「インディアンポーカー？」

　顔を見合わせる留る子こと朱しゆ梨り。よくもまあ、これほどのデタラメをとっさに口にできたものだと俺おれは自分自身に感心する。しかもそれを真顔で女子小学生に訴うつたえかける暴挙。ポーカープレーヤーとしてブラフ力は日々鍛きたえているが、こんな形で使うことになるとはあまりにも想定外だった。

「なんスかそれ……？」

「三人がインディアンポーカーをプレーする。その間、俺おれは机の下に潜もぐり込こんでランダムに誰だれかの足をくすぐる。インディアンポーカーにイレギュラー要素を混まぜ込こんだハンデマッチが、これで成立する」

「留る子こ、最さい後ご通つう牒ちようです。通報を」

「さようなら和かず羅らセンセー」

「待て！　……もう一度言う。逃にげるのか？　くすぐりインディアンポーカーでは勝ち目がないから、勝負自体を不成立にしようと？」

「……………………」

「……………………」

　朱しゆ梨りも留る子こも沈ちん黙もくした。読み通りだ。二人ともポーカーの能力に自信があるからこそ、この挑ちよう発はつを無視できない。

「巴ともえはすごいぞ。天性のくすぐり耐たい性せいの持ち主だ。くすぐりインディアンポーカーでなら、ガチンコの朱しゆ梨りにも留る子こにも負けないと俺おれは読む」

「それは、やってみないとわからないのでは？」

「足をくすぐられたくらいであたしらのポーカー力が落ちる？　舐なめられたもんっスね」

　たおやかに微ほほ笑えむ朱しゆ梨りと、フードを深く被かぶり直なおす留る子こ。

　押おし切きった。俺おれは、確信する。

「なら明日、答えを探さぐってみようじゃないか。もし俺おれの方が間ま違ちがっていたら、土下座でもなんでもするさ」

「……その言葉に二言はないですね、和かず羅ら先生？」

「土下座させたうえで、センセーの後頭部を踏ふみつけてやるっス」

　あえて挑ちよう発はつ的てきな目を向けると、二人は射い貫ぬくような視線でにらみ返してくる。頼たのもしい。さすが、ポーカーに心を捧ささげた運命の虜とりこたち。

　これは明日、熱い勝負が見られそうだ。先ほどまでの窮きゆう地ちも忘れ、俺おれは沸わき立たつ興奮を抑おさえきれなくなっていた。

「あ、あのう……。なんだか話が、妙みように大げさなことに……」

　途と中ちゆうからひとり蚊か帳やの外だった巴ともえの不安げな声が、夕暮れのポーカールームにか弱く響ひびいた。







「念のため最後の確かく認にんをする。……本当にやるんだな？」

　翌日のポーカールーム。集まった三人の顔を順番に見つめる。

「いや、センセーが発案者じゃないっスか」

「なぜ私たちに確かく認にんするのです？」

　留る子こと朱しゆ梨りが訝いぶかしむ。それも当然なのだが……一晩夜を越こして怖おじけづいたというのが飾かざらぬ本心だった。

　三人が勝負して、誰だれがくすぐる？　俺おれだ。他に人はいない。マズいのでは？　マズいに決まっている。

「過か酷こくな勝負になるだろう。だから、最後に覚かく悟ごを確かめようと思ったんだ」

　しかし、やましい気持ちからの提案ではないという主張の整合性を保つため、俺おれの方から中止を宣言するわけにはいかない。あわよくば子どもたちの方から『やめよう』と言い出すのを期待しつつ、態度の上では粛しゆく々しゆくと進行役を務めるしかない。

「私は、やりたいです。二人からはハンデをもらうことになっちゃうけど、それでもいいなら勝負したい。勝負して、勝って、自信をつけたいです！」

　まっすぐこちらを見つめて頷うなずく巴ともえ。強い意欲を前に、ますます俺おれも後には引けなくなった。

「売られたケンカは買うしかないっス。逃にげたと思われても嫌いやっスし」

「私も、挑いどまれた勝負から目を背そむける気はありません。どのような形態であろうと、それがポーカーと名のつくものならば私は受けて立ち、勝利を追求するのみです」

　留る子こも朱しゆ梨りももはや何の迷いも抱いだいていない様子。

　やはり、腹をくくるしかないようだ。毅き然ぜんとした態度で、くすぐる。小学五年生女子の生足を。それが今日の俺おれの使命なのだ。

「みんなの気持ちは受け止めた。なら、始めよう。巴ともえの飛ひ躍やくを期した、全力勝負のくすぐりインディアンポーカーを」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる俺おれ。こうなったらヤケだ。クソ真面目に取り組むことで、逆にこの競技のけったいさをカモフラージュしてみせる。

「センセーやる気満々っスね」

「どれだけ小学生の生足に飢うえているのでしょうね」

　逆効果だった。痛つう恨こんのミスだ。

「和かず羅ら先生、手加減なしでよろしくお願いしますね！」

　唯ゆい一いつピュアな視線を向けてくれる巴ともえの存在が眩まぶしい。その熱意に応えるため絶対に本来の目的意識だけは見失わないでおかなくては。

　巴ともえの成長のため、だ。ルーキーに自信をつけさせるために、くすぐるのだ。三人の足を。

「くすぐりがランダムで入る以外は昨日のインディアンポーカーと同じルールでいいな？」

「構いません。……念のためですけど、和かず羅ら先生は喋しやべらないで下さいね」

「あー確かに。どの辺から声が聞こえるかで、誰だれをくすぐってるのかわかっちゃうっスもんね」

「ん、そうだな。じゃあ俺おれは勝負が始まったら口を噤つぐむ」

　朱しゆ梨りの的確な指し摘てきに頷うなずく。

　それと同時に、朱しゆ梨りと留る子こは既すでにこのくすぐりインディアンポーカーの戦略を考えているのだな、ということを悟さとった。

　ブラフを仕し掛かけてくる。くすぐられても耐たえるだけとは限らない。ターゲットではないのにくすぐられているフリをしたり、素す直なおにくすぐりに反応したり、いろんなパターンを織り交ぜてくるつもりだろう。

　心理戦の経験に乏とぼしい巴ともえにとっては、アドバンテージを得てもなお厳しい戦いとなることだろう。

「朱しゆ梨り、留る子こ、よろしくね！」

「お手並み拝見と行くっス。むしろお足並み拝見かもっスが」

「好勝負を期待しています。始めましょう」

　三人がポーカーテーブルに向かう。

「誰だれをくすぐるかは……こいつで決めるか」

　俺おれも粛しゆく々しゆくと、テーブルの方に向かった。潜もぐり込こむ前に、三枚のカードを拾っておく。対決では[image: スペード]を使うようだから、ポケットに[image: はーと]と[image: くらぶ]と[image: だいや]を忍しのばせておいてランダムで一枚引こう。[image: はーと]が出たら巴ともえ、[image: くらぶ]が出たら朱しゆ梨り、[image: だいや]が出たら留る子こがターゲットだ。

　よし、準じゆん備び完かん了りよう。今後一いつ切さい、疑問はもたない。俺おれはいったい何を……は禁句とする。

　薄うす暗ぐらい中、それぞれの座すわり位い置ちを確かく認にん。現在の視点だと向かって左が巴ともえ、右が留る子こ、背後に朱しゆ梨りという布ふ陣じんになっている。

「ではみなさん、靴くつ下したまで脱ぬいで素す足あしになって下さい」

「…………どうしてこうなった、としか言いようがないっスね」

　巴ともえのアナウンスにため息交じりながら、革かわ靴ぐつとくるぶし丈たけのソックスを脱ぬぐ留る子こ。

「あの。私タイツなんですけど……」

　朱しゆ梨りが困こん惑わくしたような声を出す。そういえば黒タイツをはいていたな、今日は。

「脱ぬいで下さい」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく告げる巴ともえ。入部テストの時も思ったが、相変わらず要所要所では腹が据すわっている。いつでもこの胆たん力りよくを発揮できるようになれば戦績も急きゆう上じよう昇しようするはずなのだが。

「……和かず羅ら先生、信じてますからね」

　ん？　なんのことだ？　理解が追いつかず、俺おれは朱しゆ梨りの声に振ふり向むく。

　朱しゆ梨りはちょうどタイツを足首まで押おし下さげている最中だった。

「っ!?」

　速すみやかに正面へ向き直る。目は合わなかったので気付いてなさそうだが、すまん……悪気はなかった。朱しゆ梨りが羞しゆう恥ち心しんを感じて然しかるべき絵え面づらになっているという、想像力が欠けつ如じよしていただけなんだ。心の中で全力の土下座をする俺おれだった。

　この罪は、機械のように任務を全うすることで償つぐなおう。俺おれは最初のターゲットを選ぶため、ポケットからカードを一枚ノールックで抜ぬき出だした。

　[image: くらぶ]。朱しゆ梨りからか、よりにもよって。

「それではくすぐりインディアンポーカー、スタートですっ！　先生、お願いします」

　巴ともえが大きな声で開幕を宣言。背中を押おされるように俺おれは朱しゆ梨りの脚あし元もとへ匍ほ匐ふくで近付いていった。

　白くて引ひき締しまった脛すねが迫せまる。足首を握にぎり、まずは軽く指先にタッチ。

「ひゃうん」

　おおよそ朱しゆ梨りの口から発せられることなど想像もできないような喘あえぎ声ごえが、ポーカールームに響ひびき渡わたった。

「おんやー朱しゆ梨りさん、どうしたっスか～」

「な、なんでもありません」

　留る子こが粘ねばつくような声で探さぐりを入れる。取とり繕つくろう朱しゆ梨りだったが、信しん憑ぴよう性せいはゼロだろう。

　そして、すまん。俺おれはもう機械になった。ターゲットに決まってしまった以上、徹てつ底てい的てきに攻せめる。それが今の俺おれの任務なのだから。

「あっ……あっあっ……ふああ……」

　指先を動かすたび、朱しゆ梨りは切なそうに身をよじる。相当、苦手なようだな……。完かん璧ぺき超ちよう人じんに見えていた朱しゆ梨りにこんな弱点があったとはある意味皮肉なものだ。

「朱しゆ梨り、今回は降りておいた方がいいんじゃない？　カードもあんまり強くないし」

　巴ともえが窘たしなめるように言う。心なしか嬉うれしそうだ。朱しゆ梨りに対し、今まで一度も抱いだいたことのない優ゆう越えつ感かんを覚えているのかもしれない。だとすれば早くも、巴ともえに自信をつけさせるという意味でこの催もよおしは半分以上成功したようなものだ。

　なんて、そんな判断はさすがに尚しよう早そうか。やはり巴ともえにはしっかり勝利を収めてもらう。それが達成条件であることは揺ゆるぎない。

「な、なにを言いますか……んくっ……そんなことを言って、私に強いカードを諦あきらめさせようとしてい……んんんっ……るので、しょうっ？」

　くぐもった声が漏もれるたび、罪悪感で機械の心がシステムエラーを起こしそうになる。すまん。許せ朱しゆ梨り。

「や、本当に弱いから降りた方がいいっスよ朱しゆ梨り」

「降りま……せん……っ。チップ二枚、勝負で……ふわっ……」

　テーブルの下からでは、全員の持ち札が確かく認にんできない。だから勝負の駆かけ引ひきがどうなっているのか知る由よしもないのだが、なんとなく朱しゆ梨りは意固地になりすぎている気がする。

「じゃあ、私も二枚賭かけます」

「……んー。あたしは降りで」

　どうやら巴ともえと朱しゆ梨りの一いつ騎き打うちが成立したようだ。しごく単純に読むなら巴ともえの手が強い。だから留る子こは降りたのだろう。結果は、はたして。

『いっせーの！』

「[image: 10]！　やった、朱しゆ梨りに勝てた！」

「くっ……[image: 3]!?　本当に弱いだなんて……」

　どうやら巴ともえの勝利で決着したようだ。目もく論ろ見み通どおりなので俺おれも小さくガッツポーズ。

　それにしても、思った以上に朱しゆ梨りは状じよう況きよう判はん断だん力りよくが失われてしまっていたな。普ふ段だんならば勝負に出たりはしなかったろうに。

　これは上う手まくすれば、かなりの自じ己こ肯こう定てい感かんを巴ともえに感じさせてあげられる機会になるかもしれない。

　あとは、留る子こがどれほどくすぐりに耐たい性せいを持っているかだが。

　次のカードを引く。[image: だいや]。否いな、断じて意図的に選んだわけじゃない。ランダムに引いて[image: だいや]が出た。三分の一の確率なのだから素す直なおな分散だ。

　というわけで次なるターゲットの生足を目指し這はっていく俺おれ。第三者視点からの自分を想像すると空そら恐おそろしくなるが機械なので動じない。

「…………っ」

　留る子この足首を摑つかんで持ち上げ、足の裏を五指で刺し激げきする。反応はあったが、朱しゆ梨りに比べればだいぶおとなしい。常識の範はん囲い内ないで苦手、といった感じだろうか。

「留る子このカード、強いね。これは降りなきゃダメかな」

「さ、さーて。どう受け止め……っ……た、ものっスかね」

　巴ともえからの探さぐりに、とぼけて答える留る子こ。通常の留る子こなら、既すでに巴ともえの発言の真しん偽ぎは見み抜ぬけているはず。くすぐりでどれくらい判断力が鈍にぶっているか、もうすぐわかりそうだ。

「チップ二枚賭かけます！」

「……私は降ります」

　巴ともえが先せん制せい攻こう撃げき。朱しゆ梨りは降りた。さて、留る子こは。

「コール。勝負っ……ス」

　受けた。巴ともえの発言は意図的な真実だと読んだわけか。さて、結果はいかに。

「[image: 9]……勝ちっ！」

「な、[image: 5]……!?」

　巴ともえの連勝！　留る子こらしくもない読よみ間ま違ちがいだ。これは、効いている。朱しゆ梨りも留る子こも、くすぐられている間は集中力を保てず心理戦どころじゃないことが発覚した。

　いけるぞ。この勝負、巴ともえに圧あつ倒とう的てきに利がある。







　その後も朱しゆ梨り、留る子こ共に大苦戦が続いた。

　そして嬉うれしい誤算が一つ。くすぐり対象が巴ともえになった場合、誰だれもハンデを持っていないことになる。朱しゆ梨りも留る子こも普ふ段だん通どおりの力を発揮できるからだ。

「いくよ、オールイン！」

　けれどもそんなシチュエーションにおいてもなお、巴ともえは強さを発揮していた。くすぐられてもなんともないという身体的優位性が、おっかなびっくりカードを握にぎっていた少女に勇気と自信を与あたえたのだろう。

「く……このままジリ貧ひんになるよりは。受けましょう、そのオールイン！」

　朱しゆ梨りが巴ともえとチップ全ぜん賭かけでの対決に挑いどんだ。今回くすぐられているのは巴ともえなのでその判断は勝算あってのものだろう。残りチップ四枚では飛ばされるのも時間の問題、という危機感も判断材料に違ちがいなかろうが。

「…………降りるっス。フォールド」

　留る子こは勝負を避さけた。巴ともえと朱しゆ梨り、少なくともどちらかは強いカードを持っているのがほぼ確定した。

　二人がカードをテーブルに叩たたきつける音。

「くっ……!?」

　朱しゆ梨りの悔くやしげなつぶやき。と、いうことは。

「[image: Q]対[image: J]で……私の勝ちだねっ！　やった……！　ハンデつきだけど、ついに私……朱しゆ梨りに勝てた！」

　巴ともえが朱しゆ梨りのチップを奪うばいきった！　よし、これで朱しゆ梨りに対する苦手意識も大きく改善することだろう。巴ともえにとって、躍やく進しんのきっかけになるはず。いや、文字通り地を這はってまで成立させた勝負なのだ。俺おれからすれば、躍やく進しんしてもらわなければ困るというもの。

「留る子こ、あとは任せます……」

　行け、巴ともえ。このまま二人目の強敵も乗のり越こえてみせろ。それでようやく俺おれも報むくわれる。

「……任されたっス。いくらヘンタイゲームだとしてもあたしと朱しゆ梨りがそろって初心者にポーカーで飛ばされた、なんてわけにはいかないっスからね」

　ヘンタイゲーム言うな。頼たのむから。

　それは置いておいて、妙みように落おち着つき払はらった留る子この声こわ色いろが気になった。何か、攻こう略りやくの秘策を見いだしたのだろうか。

　確かめてみるか。一ヘツ対ズア一ツプになったこともあるし、ここからは順じゆん繰ぐりだ。まずは留る子この足をくすぐろうと移動する俺おれ。そしておもむろに手を──

「むぐ!?」

　──伸のばした直後、留る子こは俺おれの顔面に両りよう脚あしを押おしつけた。卑ひ怯きような!?　これじゃくすぐれない！

「ぐ……むぐ……！」

「センセーうるさいっスよ」

　さらに留る子こは、足の指を駆く使しして俺おれの鼻をつまんだり、頰ほおをこねくり回したりアグレッシブに攻こう撃げきをしかけてくる。これは明らかにルールブレイク。審しん判ぱんとして忠告が必要だ。

「おい留る子こ……ふが！」

　口を開いたところを……狙ねらわれた。なんと留る子こは俺おれの口の中に自らの右足を突つっ込こんだ。そこまでやるか。自分の足を咥くわえられる嫌けん悪お感かんよりも、勝利の方を優先するというのか。

　留る子こもまた、この勝負で普ふ段だんは見せてくれない執しゆう念ねんに目覚めた。くすぐりインディアンポーカーが、陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの踏み切り板スプリングボードになろうとしている。まさかの超ちよう展てん開かいだ。

「さーて、巴ともえ。センセーも静かになったところで、改めて勝負っスよ」

「………………」

　余よ裕ゆうを取とり戻もどした留る子こ。巴ともえも何か察するところがあったのだろう。無言の中に緊きん張ちよう感かんを抱いだいているのが伝わってくる。

「どうしたっスか。対等な勝負を始めるっス」

「……対等じゃない」

「ん？　どういう意味っスか」

「前から思っていたけど……そのパーカーのフード、ズルいよ。留る子この顔だけ見えないもん」

「………………ポーカー中に被かぶっちゃいけないルールなんてないっスよ」

「そっか。フード被かぶってないと、私に勝てないって思ってるんだね」

「……強く出たもんっスね」

　ナイス挑ちよう発はつ。今に限っては、巴ともえは自信に満ち満ちている。すれっからしの留る子ことも、舌ぜつ戦せんでひけを取らない。小学五年生の足の裏を唾だ液えきで濡ぬらしながら、俺おれは感かん慨がいに震ふるえた。

「留る子こ、脱ぬいでよ。対等な勝負をしよう」

「……………………等とう価か交こう換かん」

「えっ？」

「あたしに服を脱ぬげと言うのなら、巴ともえ。あたしも巴ともえに服を脱ぬげと言う権利があるっスよね」

「ぬ、脱ぬがないよっ！」

「じゃーあたしも脱ぬがないっス。どうしても脱ぬがせたいなら……巴ともえも自分の服を賭かけるっス。それが等とう価か交こう換かんってもんっスよ」

「……………………」

　木き之の下した留る子こ、なんて悪あく魔ま的てきな発想を……。これでは巴ともえも万ばん事じ休きゆうすか。

「……わかった。賭かける。私と留る子この服を賭かけて勝負しよう」

　受けるんかい!?　巴ともえはいよいよ自じ信しん過か剰じようの領域に突とつ入にゆうしてしまったか。それともこの部屋に俺おれが存在することを忘れてしまったのか。

　どちらにせよ、マズい。現在、留る子こは俺おれのくすぐりを捨て身の挿そう入にゆうで無力化している（念のため補足しておくがさっきから何度も脱だつ出しゆつを試みている。しかしもう片方の足で後頭部をロックされており、狭せまいテーブルの下では留る子この足を口から抜ぬくスペースが足りないのだ）。ハンデなしでの対決ならば、現状圧あつ倒とう的てきに留る子こに分がある。

「服一枚をかけるっス」

「受けて立つよ」

　即そく答とうする巴ともえ。そして、結果は。

「…………くっ」

「おごれる者、なんちゃらっスよ」

　声こわ色いろからして、留る子この勝ち。巴ともえが、一枚服を脱ぬがなくてはならない状じよう況きように陥おちいったようだ。

　素そ朴ぼくな疑問が浮うかぶ。巴ともえたちは今、いったい何枚服を着ている？　季節は晩春。それほど多いとは思えない。さらに小学生であること、靴くつや靴くつ下したは脱だつ衣い済ずみであることを加味すると、たった一枚脱ぬいだだけでも視覚上大問題になってしまうのではなかろうか……？

「さあさあ、言いだしっぺなんだから誠意見せてくれないとっス」

「…………わかってる。それに、まだ一枚ならこの手が残ってる！」

「な！　なん……だと……っス……」

　どうした。いったい何が起こった。

「……いやはや。まさかパンツから脱ぬぐとは思わなかったっスよ」

「ふご!?」

　状じよう況きようが伝わり俺おれは意図せず留る子この爪つま先さきに唾つばを浴びせかけてしまった。そうか、確かにパンツを先に脱ぬげば、現状の見た目には変化が訪おとずれない。訪おとずれない、が。

「これなら恥はずかしくないもん」

「今はそうかもしれないっスけど、次負けた時が見物っスね。まさかこれで終わりなんて言わないっスよね？」

「もちろん。続けよう」

「待って下さい」

　ヒートアップする巴ともえと留る子こに水を差したのは、朱しゆ梨り。

「どうしたっスか？　朱しゆ梨りに勝負を止める権利はないっス」

「ええ。そうですね。止める権利なんてありません。ですけど、参加する権利ならさっき生まれました」

「え、朱しゆ梨りのチップは、もう……あ！」

「衣服がチップとして流通し始めた。ということは、私にも参加権が戻もどってきたことになります。さあ、勝負です。私は着ている服全てを……オールインします！」

「な!?」

「えっ!?」

「ふも!?」

　ここにきて朱しゆ梨りの復活参戦、しかも服のオールイン、だと……!?

　巴ともえに飛ばされた悔くやしさのあまり、完全に自分を見失っているとしか思えない。

「…………巴ともえ、諦あきらめるっス。運うん否ぷ天てん賦ぷで、全ぜん裸らになるなんてごめんっスよね」

「…………そう言う留る子こは、諦あきらめてるようには見えないよ？」

「ポーカーから、運の要素を完全に排はい除じよすることはできません。だからこそ、勝負の行く末が見えない場面で運に一身を任せる覚かく悟ごが問われることも多々あります。私が逆転勝利を手にする未来は、いまここで運に全てを預けることでしかありえません。たとえ、代だい償しようが全ぜん裸らであっても」

「覚かく悟ご……。わかったよ、朱しゆ梨り。私も覚かく悟ごする。洋服オールイン、受けて立つよっ！」

「あーあ。二人ともどうかしてるっス。おかげであたしも、その狂きよう気きに吞のまれちゃったみたいっスね。……あたしも、洋服オールインっス！」

　なんてこった。勝負が成立してしまった。これでもはや、必ず最低一人が全ぜん裸らになることが確定した。クラブ活動中に脱だつ衣いポーカーで小学生が全ぜん裸ら──監かん督とく者しやとして依い願がん退たい職しよくせざるを得ないほどの不ふ祥しよう事じが目の前に迫せまっている。

　止めなくては。しかし、どうやって……？　アツくなりすぎている三人だ。普ふ通つうに説得するだけでは脱だつ衣いポーカーを中止してくれる可能性は低い。

　考えろ。どうすればこれ以上の堕だ天てんを諦あきらめてくれる……!?

「……っ！」

　稲いな妻ずまのような天てん啓けい。俺おれは火事場のクソ力で留る子この足を口から抜ぬき、テーブルから這はい出でた。

「ちょっと待った！」

「止めても無む駄だです、和かず羅ら先生」

「もはやあたしたちは引き返せないっス」

「先生、お願いします！　もう少しで、本当の自信が手に入りそうなんです！」

　制止に、聞く耳もたずの三人。それは織おり込こみ済ずみだ。

　だから、こうする！

「誰だれが止めると言った？」

　俺おれはポケットからカードを一枚取り出し、自分の額の前に掲かかげた。

「え」

「ちょ」

「ま」

　固まる三人。

「その対決、乗った。俺おれもオールインだ。賭かけよう。全衣服を！」

　宣言すると、教室内に重々しい沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　が、やがて。

「……降ります。……負けました、先生」

「こんなの、完全に詰つんでるじゃないッスか……」

「…………ますます、和かず羅ら先生という人間がわからなくなりました」

　巴ともえも、留る子こも、朱しゆ梨りも。掲かかげたカードを悔くやしそうに下ろしてくれる。

　防いだ。小学五年生の全ぜん裸らという不ふ祥しよう事じを、すんでのところで阻そ止しすることができた。

「そうか。まあ、仕方ないよな」

　ホッとして、俺おれは掲かかげていたカードを下ろす。

　[image: くらぶ2]。最弱の、絶対に負けるカードだ。

　つまり、俺おれと勝負すれば、少女たちは自らの意志で俺おれを全ぜん裸らにするという選せん択たくをしたことになる。

　できるはずがない……というより、望むはずがない。そんなもの。

　だから三人とも降りざるを得なくなるという確信を得て、この策を思いついたのだ。

　みんなの俺おれに対する警けい戒かい心しんが急きゆう上じよう昇しようした可能性は否いなめないが、最悪の事態は免まぬかれた。これでよしとしようじゃないか。

　それにしても[image: くらぶ2]を偶ぐう然ぜん持ってて本当に救われた。もし仮に[image: A]ばかりをポケットに忍しのばせていたとしたら……空そら恐おそろしさで震ふるえる。







　なお後日、みんな冷静さを取とり戻もどして危あやうく全ぜん裸らになりかけたことに激しい羞しゆう恥ちを覚えたようだ。おかげで俺おれの奇き行こうに対し、三人から感謝を伝えられた。

　こうして、くすぐりインディアンポーカーは陽よう明めい学がく園えん初等部ポーカークラブの黒歴史として闇やみに葬ほうむられ、二度と開かい催さいされることはなくなったのであった。







[image: マーヤ・オーケルマンさん全裸になりすぎ問題]











♥陽明学園初等部・並木道






「妙みような緊きん張ちよう感かんがあるな……」

　笹ささ倉くら巴ともえ、木き之の下した留る子こ、そしてマーヤ・オーケルマン。三人の死し闘とうから一夜明けて最初のポーカークラブ活動日。俺おれは東ひがし棟とうの入り口前までやって来ると、大きくひとつため息を漏もらした。

　今日からの練習、はたしてどんな雰ふん囲い気きで行われるのだろうか。マーヤが加入してくれて部員が四人に増えたのはとてつもない朗報だ。しかし、今後の人間関係を思うと何ともいえない胃の痛みを感じずにはいられないのもまた事実で。

　巴ともえは変わらないだろう。相変わらずのまっすぐさで真しん摯しにポーカーと向き合ってくれるはずだ。

　マーヤも昨日までのマーヤのままであることは疑いようがない。なにしろ超ちよう弩ど級きゆうのＫＹだし。たとえ天変地異が起ころうと飄ひよう々ひようとしていそうな図太い神経の持ち主だ。良いい意味でも悪い意味でも。

　心配なのはやはり留る子こか。命運を賭かけた対決を経て、今まで足りなかった心の強さを身につけてくれたはず。しかしそれでも、マーヤに対する苦手意識と敵意は簡単に薄うすれてくれるものなのか読み切れない。もしかしたら険悪な空気が続いたまま二人は同じクラブに籍せきを置き続けることになるのかも。だとしたら顧こ問もんとしてはどう立たち振ふる舞まうべきか。考えれば考えるほど迷いのドツボにハマってしまう。

　いけないな。これがポーカーならまさしく狼ろう狽ばい状じよう態たいだ。

　読めないのは二に階かい堂どう朱しゆ梨り。自らのポーカー力を高めることにしかほとんど興味を示さない少女だから、我関せずで鍛たん錬れんを重ね続けていくだけかもしれない。しかし、なんとなくだが最近は朱しゆ梨りも人間らしさというか、巴ともえと留る子こに対する好感を高めているようにも見える。部内で衝しよう突とつが起こった時、部長としてどう振ふる舞まってくれるか。期待と不安が俺おれの中で交こう錯さくする。

「なにしてるんです、和かず羅ら先生」

「おっと……!?」

　ちょうど朱しゆ梨りのことを考えていたその時、背せ中なか越ごしに本人の声が。振ふり向むけば普ふ段だん通どおりの落ち着いた顔つきで、腰こしまで伸のびた髪かみをかき分けながら俺おれに温度の低い視線を投げかけている。

「なにしてたかと問われれば……緊きん張ちようしてた」

「そんなことじゃ一流のポーカープレーヤーになんてなれませんよ。お先に失礼します」

　素す直なおに告げると、ほんの少し呆あきれたような顔を見せてから朱しゆ梨りは俺おれの脇わきを抜ぬけていく。さすが。クラブにとってターニングポイントになるであろう一日を乗のり越こえた後でも一いつ切さい動じず、か。

　深く反省した。胆たん力りよくで小学生に負けていては、朱しゆ梨りの言う通りポーカープレーヤーとしての伸のび代しろに自ら疑ぎ問もん符ふを投げかけざるを得ない。

　よし、覚かく悟ごを決めよう。考えたところで現実は変わらないのだ。とりあえず巴ともえ、留る子こ、マーヤという三枚のカードを覗のぞきにいく。そこからどう動くかは、状じよう況きようを受け止めてから決めれば良いい。

　俺おれは朱しゆ梨りに一歩遅おくれて、今度こそポーカークラブの活動場所である東ひがし棟とうの入り口へと向かっていく。

「……ん？」

　そして気付いた。ほんの些さ細さいながら、普ふ段だんならば絶対に『あるまじき』事態に。

「朱しゆ梨り、ちょっとストップ」

「？　なんです……え？」

　朱しゆ梨りが振ふり返かえるよりも少しだけ早く俺おれは距きよ離りを詰つめ、その背中に手を伸のばす。

「きゃ、ちょ、ちょっと先生何を？」

　そして制服のファスナーに手をかけ、丁てい寧ねいに上まで閉じた。

　半開きになって朱しゆ梨りの背中を白日の下もとにさらしていた悪あしき犯人を、そのままの意味で締しめあげてやる。

「………………」

「………………」

　ジーっという音を聞いて、朱しゆ梨りが硬こう直ちよくした。俺おれも発すべき言葉に迷ってしばし沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「……もしかして。あいて、ました？」

　ギ、ギ、ギという音が聞こえそうなくらいぎこちない動作でこちらを見た朱しゆ梨りが、ようやく声を発する。

「あいてましたね。半分くらい」

「ま、まさか……午後の体育の後からずっと……？　わ、私としたことが……したことが」

　一いつ瞬しゆんで青ざめたかと思えば、今度は真っ赤になる朱しゆ梨り。

　確かに、普ふ段だんの朱しゆ梨りなら考えられないミスだ。いつでもどんな時でも何をやっても完かん璧ぺき超ちよう人じん。そんなキャラとして認にん知ちされているお嬢じよう様さまオブお嬢じよう様さまだから、こんな些さ細さいなことでも非常に『らしくない』。周りの児童たちもまさかあの朱しゆ梨りが、という思いが強くて指し摘てきできなかったのではないだろうか。

「あぁ……あぁ……」

　しゃがみ込こみ、朱しゆ梨りは両手で顔を覆おおう。俺おれなら苦く笑しようですませる程度のことなのだが、朱しゆ梨りにとっては大失態なのだろう。ここまで落おち込こむとはさすがに想定していなかった。

　反面、正直に言えば微ほほ笑えましさも感じずにはいられない俺おれだった。緊きん張ちよう、しているのだな。朱しゆ梨りもまた今日からの部活に対し完全な平常心で臨のぞむことができていないから、こんなミスをしでかしてしまったのだろう。

「入りたい……穴があったら……」

　だからこそ、励はげましてやらないと。教師として、一人の人間として、こんなにも意い気き消しよう沈ちんしてしまっている少女を放っておくわけにはいかない。

「えーと。なんていうか、不幸中の幸いだったな。制服の下になにも着てなくて。見えてたのが背中だけだから、まあ……うなじの延長線みたいなものだろ」

「悪かったですね胸に下着が必要ない発育ぐあいで！　セクハラで訴うつたえますよ!?」

　逆効果だった。というより言葉の選せん択たくを盛せい大だいに間ま違ちがえた。

「ち、ちがう！　そういう意味じゃないんだ！　じゃ、じゃなくてほら！　暑いよな！　重ね着なんてしないよな！　まったくここも半はん袖そでの夏服用意しておけばいいものをそこはそれお嬢じよう様さま学園ご令れい嬢じようの肌はだをむやみにさらすべきではないという──」

「もういいです！　部活です！　ポーカーです！」

　我ながら釈しやく明めいになってない釈しやく明めいを朱しゆ梨りは大声で遮さえぎり、顔をますます赤く染め上げながらぷんすかと棟とうの中に入っていってしまった。

「やらかした……」

　項うな垂だれる。ますます好感度を下げてしまったこと請うけ合あい。

「……ヘコむが、切きり替かえよう。部活だ。ポーカーだ」

　その一方、朱しゆ梨りのおかげでなんだか緊きん張ちよう感かんがほぐれた。密ひそかに感謝。深く反省しつつ感謝。

　大きなミスではあるものの、チップを全て失ってしまったほどではないだろう。今後の真しん摯しさで汚お名めい返へん上じようを心がける。

　そのためにも、今日からスタートする四人でのクラブ活動を実のある、そして平へい穏おんで健全なものにしていかなくては。

「ケンカもさせない、通報もさせない。『両方』やらなくちゃならないってのが『小学校教きよう諭ゆ』の辛つらいところだな」

　ふと呟つぶやいてみて、直後に思った。あたりまえだ。





♠陽明学園初等部・ポーカールーム






「よっ、カズラ。おそいぞ」

　朱しゆ梨りのクールダウンを狙ねらい、あえて二、三分くらい時間を潰つぶしてから部室に入ると、既すでに四人ともが揃そろっていた。

　ポーカーテーブルの上であぐらをかいているマーヤ。その脇わきの椅い子すに隣となり合あって座すわり談だん笑しようしている巴ともえと留る子こ。サイドテーブルで顔を埋うずめるようにしてポーカーの戦術本を読みふけっている朱しゆ梨り。

　その絵え面づらと部室全体の空気を受けとめた瞬しゆん間かん、俺おれは安あん堵ど感かんに包まれた。どうやら、大だい丈じよう夫ぶそうだ。ギスギスしてない。むしろ和気あいあいとした温かさすら感じる。

　朱しゆ梨りはまだダメージから完全回復したとは言いい難がたいようだが、許きよ容よう範はん囲いだろう。たぶん。

「マーヤ、教師を名前で呼び捨てにするな。あと崇すう高こうなるポーカーテーブル様に乗るな」

「ゲッ、精神論。カズラってばバスケットボールは蹴けるな、とか指導しちゃうタイプ？　ＮＢＡ選手だって蹴けるのに」

　心配の種がほぼ消えたので、軽い口調で注意すると、四倍くらいの軽口が返ってきた。早くも『カズラ呼び』の方は訂てい正せいさせる気力が萎なえてきた。無理だこれ。

「精神論じゃなくて公衆衛生。汚よごれるだろ」

「なんだと。このマーヤ様のおみ足が汚きたないとでも？　よしカズラ、ちょっと舐なめてみろ。もし病気になったらひゃくまんえんやろう」

　そう言ってニーソックスを片方脱ぬぎ捨すてるマーヤ。本気かこの小こ娘むすめ。

　しかし、ひゃくまん……ひゃくまんか。払はらえそうなんだよなここのご令れい嬢じようたちは……ひゃくまんか。

「…………病気にならなかった場合は？」

「ワタシが高等部卒業するまで、カズラは必ず一日一回ワタシの靴くつにキスすること」

「降りで」

「チキンめ」

　言ってろ。負けた時の代だい償しようもさることながら、俺おれはわりと胃腸が強いのであった。残念ながら。

「センセー、あたしの足舐なめたあとお腹なか壊こわしたっスか？」

　これにてこの話は打ち切り、と思っていたところに、留る子こが口を挟はさんできた。そういや、もう舐なめたんだったな、留る子このは……。舐なめたというより無理矢理口に足を突つっ込こまれたという表現の方が的確だが。

「いや平気だった。生あい憎にくと言うべきか否いなか」

「ふふん、じゃあもしマーヤの足舐なめて病気になったら、衛生面で留る子こちゃん大勝利ってことになるッスね。面おも白しろそうだから舐なめてみるっス」

「なんだよもうタル子こはお手つきかよ。とんだ教師がいたもんだな。それはそれとしてタル子こごときがナマイキな挑ちよう発はつを。……カズラ、にゃくまんえんだ。増額してやるから舐なめろ」

　にひゃくまんえん。

「せ、先生！　いくらこのご時世でもそういう賭かけ事ごとは捕つかまってしまいます！」

「そ、そうだよな！　うんうん」

　グラッときていたところに巴ともえから絶好の助け船が。俺おれは何度も大きく頷うなずく。危ないところだった。早くも『小学校教きよう諭ゆの誓ちかい』を破りそうになった。

「そ、そこでですね……。マーヤとじゃなくて私と勝負しませんか？　私はお金以外のもの……その。指輪を賭かけます！　すごく大事な指輪なんですけど……せ、先生となら……じゃなくて、先生になら！」

　訂てい正せい。ぜんぜん助け船じゃなかった。

「すっこんでろルーキー。今はワタシとカズラの話をしてんだ」

「そんなむやみやたらに足を舐なめさせるなんてよくないよ、マーヤ！」

「そういう自分も舐なめさせようとしてんだろ。むやみに」

「おっ、アツくなってきたっスね～。まあ留る子こちゃんはもう初体験済みなので高みの見物っス」

　喧けん々けん囂ごう々ごう。どんどん収しゆう拾しゆうがつかなくなっていくポーカールーム。和気あいあいとはなんだったのか。

「いいかげんにして下さい！　いつまでそんなふしだらな会話を続けるつもりですか！」

　ぱぁんと音を立てて本を閉じ、朱しゆ梨りが立ち上がる。待っていたぞ真打ち。この局面を切きり替かえる力を持っているのはもはやお前しかいない。

「やかましいわ。ファスナー半開きの淫いん乱らん女おんな」

　マーヤがさらに燃料を投下した。もうだめかもしれない。

「なっ!?　か、和かず羅ら先生！　喋しやべるなんて見み損そこないました！」

「いや断じて喋しやべってないぞ！　アリバイもあるだろ！」

　俺おれがファスナーの件について気付いたのはついさっきなのだ。マーヤに話すのは物理的に無理だ。

「校舎で見かけたんだよ。シュリがノーブラアピールしながら颯さつ爽そうと廊ろう下かを歩いてるところ。面おも白しろいから黙だまってたけど」

「…………あぁ……あぁ」

　再び顔を覆おおってしゃがみ込こんでしまう朱しゆ梨り。同じ傷を二度抉えぐられてはさすがのお嬢じよう様さま強度を誇ほこる朱しゆ梨りもノックアウト寸前だった。

「なあ、ポーカーしようや……」

「そだな。一通りからかってヒマもつぶせたし」

　ダメモトで懇こん願がんするとマーヤはあっさり頷うなずいた。こやつ、要するに場が『おもしろく』なればなんでも良いいのだろうな……。

　やはり、マーヤの加入はこのポーカークラブにとって大きな転てん換かん点てんとなりそうだ。特に俺おれの胃の健康状態において。

「さてと、ポーカーするのはいいとしてどういう練習してんの？　タイクツなのは勘かん弁べんね」

　ぴょんとテーブルから飛び降り、さっき脱ぬいだニーソックスをはき直すマーヤ。いろいろ言いたいことはあったが、やっとのことで軌き道どう修しゆう正せいできそうな瞬しゆん間かんが訪おとずれたのだ。全て吞のみ込こんでこのチャンスに乗っかるしかない。

「まずはハンド分ぶん析せきと意い見けん交こう換かんかな、今日は。動画で有名プロの戦いを振ふり返かえりながら打ち筋についてみんなで話し合おう」

「だからそういうのをタイクツって言うんだってば。却きやつ下か。ヒリヒリしてない」

「いや、なんでもない普ふ段だんの練習でそうそう都合良くヒリヒリできないだろ」

「できる。得るものか失うものか、どっちかがあれば良いいだけの話でしょ」

　まーた引っかき回そうとしてますよこのお嬢じようさん。日にち常じよう不ふ感かん症しようか。日にち常じよう不ふ感かん症しようなんだろうな。つくづく、しばらく行ゆく方え不ふ明めいだった間にどんな生活を送っていたのか気になる。尋たずねてもまたはぐらかされてしまうのだろうけど。

「最初に言っておくが部内で賭かけ事ごとは御ご法はつ度とだからな」

「御ご法はつ度となのはお金賭かけた時の話でしょ、さっきお金賭かけようとしたワタシが言うのもなんだけど」

「まったくだ」

「グラついてたくせに。ま、置いといて。お金じゃなくてもいろいろあるじゃん。ねーいいじゃんいいじゃん。今日はタル子この延命記念、初日の活動じゃん？　無む謀ぼうな道をわざわざ選んだタル子こにさっそく格の違ちがいと深い後こう悔かいを叩たたき込こむべきじゃん？」

「じゃんじゃんうるさいっス。……それに、そーゆー煽あおりかたされるとあたしとしても黙だまってられないっスね。どうしても記念日にしたいなら、今日はマーヤの正式入部初日って言うべきッス。初日からかわいがられたいなら、あたしとしてもやぶさかじゃないっス」

　バチバチ火花を散らすマーヤと留る子こ。

「ふ、二人とも落ち着いて。……でも、記念日なのはそうかもしれないね。さっきの勝負もうやむやになっちゃったし、何か賞品をかけて四人で試合するのは私も賛成かも」

　そのうえ巴ともえまでもが代だい償しようありの対決に乗り気だ。

　うーん、どうするかな。確かに『記念すべき初日』であるという部分に関して異論はない。今日くらいは部員たちの要望を受け入れてもいい気はする。

　とはいえ絶対に事じ前ぜん確かく認にんが必要なのは。

「…………何を賭かけるかによる」

　また警部が動き出しそうな提案をされたらたまったものじゃない。健全なら、あくまで健全ならという条件はあらかじめ取り付けておく必要がある。

「マーヤ、なにかアイデアあるんスか？」

「そうだなー。………………よし！　ちょうど金曜だし、優勝者は明日からの週末、カズラを好きに引っ張り回して遊んでいい権利ってのは？」

「おい」

　なぜ俺おれの意向が確かく認にんすらされないのか。

「不満？　そんなにワタシの足舐なめたい？」

「二に択たくかよ」

　しかもいつの間に足あし舐なめが賞品に格上げされたのか。どちらにせよ断じて望んでないぞ俺おれは。

「和かず羅ら先生を、好きに……。やりましょう」

　力強い巴ともえの頷うなずき。うそだろ。なんとなく裏切られた気分だ。

「いいね、ルーキー。タル子こは？」

「アリよりのアリっスね。それに何が賭かかっているかよりも、マーヤをヘコませるチャンスの方があたしとしては重要っス。真しん剣けん勝しよう負ぶになるならなんでもいいっス」

　まさかの三人協調。この展開は読めなかった。

　人権とは？　問とい質ただしたい。ただ、俺おれがちゃんと普ふ段だん通どおりの分別を保てればヘンなことにはならない提案ではあるんだよな。少なくとも足あし舐なめよりはずっといい。

　ただしまだ希望は残っている。

「朱しゆ梨りさん、なんか三人、こんなこと言ってますが……」

　部長の意向。そこが最後の砦とりでだ。どちらかと言えば却きやつ下かして欲ほしいし、その可能性は少なからずある……かもしれない。

「真しん剣けん勝しよう負ぶ……ポーカーの……私に逃にげるという道はありません……」

　ずっとうずくまっていた体勢からやっとのことで立ち上がり、フラフラとした歩調でテーブルに近付いてくる朱しゆ梨り。ティルっている。ちゃんと全部話が耳に入っていたのかすら怪あやしい。

　とりあえずひとつだけ、はっきりと感知できることがあった。言わずもがな朱しゆ梨りの盛せい大だいな負けフラグだ。俺おれの評価では今でも部内最強で揺ゆるぎない朱しゆ梨りなのだが、どうも最近外的要因で勝ち運に見放されている。

「よーし、成立だな。やっと盛り上がってきた」

　八重歯を剝むいて嗤わらうマーヤ。

「勝たなきゃ……絶対に」

　想像外の気勢を露あらわに、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる巴ともえ。

「もうマーヤなんて怖こわくないっス。思い知らせてやるっス」

　被かぶっていたフードを軽く持ち上げ、自信に満ちた面おも持もちを露あらわにする留る子こ。

「……うう、ファスナー……ではなく、ポーカー」

　ティルっている朱しゆ梨り。

　それぞれ異なるベクトルの熱を携たずさえ、四人は一いつ斉せいにポーカーテーブルにつく。

「あの、ちょ、ま」

「カズラ、顧こ問もんだろ仕事しろ。早くディーラーやって」

　マーヤが手招きする。抗こう議ぎしたいことならまだまだごまんとあった。しかし、もはやこのヒリついた空気を冷ます言葉を、俺おれは知らない。ひとりのポーカープレーヤーとしても、四人のやる気に水を差すのは気が引けた。人権とは？　重ね重ね問とい質ただしたくはある。あるのだが。

「さあ始めようぜ。なんだか今日はいつにも増して負ける気がしないね」

　マーヤが指先でチップを弾はじき弄もてあそびながら、俺おれにカードを催さい促そくした。

「はぁ……」

　最後の抵てい抗こうとばかりに俺おれは盛せい大だいなため息をひとつ。もうどうにでもなれ、か……。







「ふざけるなとしか言いようがないっス……」

　宣言通りと言うべきか、対決はマーヤの圧勝で終わった。技術論を語る余地すらなかった。鬼おにのようなカードの引きの良さで連戦連勝。麻雀マージヤンで言えば全局役やく満まんテンパイしてたと表現しても過言ではないくらいだ。あんなんズルいわ。

「あっはっは。そうかそうかー。やっぱりカズラはワタシを選んだかー」

「念のため言っておくが何も操作してないからな、俺おれは……」

　でもあるんだよな、こういう偏かたより……。よりによって今日この瞬しゆん間かん、マーヤの許もとにバカヅキが訪おとずれるとは。つくづく確率の創造主を呪のろいたくなった。

　なにしろ一番遠えん慮りよなく引きずり回してきそうなのがマーヤだ。できれば他の子に勝って欲ほしかった。それが偽いつわらざる本音だったりする。

「先生、もしかしてポーカーってクソゲーですか？」

　珍めずらしいほど巴ともえがふてくされている。気持ちはすごくわかる。

「瞬しゆん間かんを見るな。長期的な正しさを追求しろ。何度も言うが『確率』は必ずいつか『本来の確率』に収束する」

　さっきみたいにたまにイタズラしやがるが。そんなままならなさもまた、確率。

「こういうこともありますから。二戦目に行きましょうか」

　あと朱しゆ梨りもティルってたしなぁ。毅き然ぜんと、というよりひとりだけきょとんとしてる雰ふん囲い気きからして、やっぱり今の対決に何が賭かけられていたかわかってないなこれ。

「二戦目行ってもいいけど今ので土日のカズラ権はワタシで確定だからな」

「……え、土日？」

　やっぱりわかってない。後で面めん倒どうなことに……なるのか、ならないのか。どっちだろう。

「つーこって。カズラ連れん絡らく先さき教えて。プラン決まったら送るから。あとワタシの外出許可出しといて」

「外出許可の方はもはや抵てい抗こうしないが、教師が児童と個人的に連れん絡らく先さき交こう換かんするのはどうなんだろう……」

「や、連れん絡らく先さきわからなかったら明日落ち合えないだろ」

　それはそうなんだよな……。どうしたものか。

「せ、先生！　ならポーカークラブのチャットグループを作りませんかっ？　も、もしかしたら今後もこういうことがあるかもしれませんしっ」

　迷っていたところに巴ともえからグッドアイデアが。確かにクラブのチャットグループならば存在しても違い和わ感かんはない。『今後もこういうこと』という部分に関して多少以上の思うところはあったけれども。

「今さら抵てい抗こうするのも男らしくないし、そうするか……」

「チャットグループってなんか通知がウザいイメージしかないぞ。……でもま、いーか。むしろこっちがリアルタイムで更こう新しんしまくってやろ」

「マーヤだけ速そつ攻こうブロックしてやるっス」

　悪いた戯ずらっぽく嗤わらうマーヤに、渋じゆう面めんの留る子こ。

　こうして俺おれの今週末は、マーヤに拘こう束そくされることが確定した。

　はたして何が待ち受けているのか。想像してみるがさっぱりイメージが湧わかない。マーヤの私生活って俺おれが知っている人間の中で一番謎なぞに満ちているところもあるわけで。

　そういう意味でちょっとだけ好こう奇き心しんをくすぐられている自分に気付いた。いや、楽しみではない。楽しんではいけない。健全にこの週末を乗り切るために、教師として休きゆう暇かを返上したつもりで臨のぞまねばならないだろう。

　しかし、今さらの疑問なのだが。マーヤは俺おれを拘こう束そくする、という報ほう酬しゆうに嬉うれしさを感じているのだろうか。

「ふふん、さーて。どーしよっかなー」

　表情を見る限り、いつになく上じよう機き嫌げんそうではある。その内心やいかに。『楽しみなのか？』とか尋たずねたところで逆にからかい返されるのが目に見えているから何も言わないでおくが。

　結局、なるようにしかならない。それ以上の結論を求めても仕方がないか。





♦羽田空港・国際線ターミナル






「マジか……マジなのか……」

　到とう着ちやくしてもなお指定された場所に動どう揺ようを隠かくせない。

　えっ、飛ぶの……？

　しかも、海外に……？

　昨日の夜に連れん絡らくを受けて以降、俺おれの頭の中はずっと同じ疑ぎ問もん符ふが渦うず巻まき続つづけていた。

「引きずり回す、のスケールがおかしいだろ……」

　これがお嬢じよう様さまということなのか。そうなのか。

「……いや、待て。まだ最後の希望が残されている」

　それは、マーヤが実は飛行機オタだったというケースだ。展望台から機体を眺ながめに来た。うん、なくはない。イメージとは違ちがいすぎるが、もともとイメージが難しい少女だ。なくはない。




「やっほーカズラ。ちゃんとパスポート持ってきたよね？」




　はい、顔を合わせて第一声でいきなり最後の希望が潰ついえた。

　なんて、告げられた『持ってくるものリスト』の時点で機体マニアのセンは無理筋だとわかってはいたのだけれども。

　白のワンピースに、麦むぎわら帽ぼう子し。いつもの制服とは違ちがう完全リゾート仕様のマーヤを前にして、ついに俺おれは希望的観測を完全に放ほう棄きせざるを得なくなった。間ま違ちがいなく飛ぶ気だ。

「なに？　ヘンな顔でジロジロ見て。私服姿のマーヤ様に恋こいしちゃった？」

「発想のぶっ飛びかたにいよいよ呆あきれてるんだ。……海外はないだろ、いくらなんでも」

　ありのままの本音をぶつけると、なぜかマーヤは不満げな顔に。

「その発言は頂けないなー。カズラはただのコーチじゃなくて、現げん役えきポーカープレーヤーでもあるんでしょ？　なら、海外にビビるとかこの先の伸のび代しろないよ？」

　……言いたいことは理解できた。確かに、ポーカープレーヤーとして名を上げるには海外へ飛び出すことが不可欠だ。空前のブームが訪おとずれたとはいえ、やはりまだ日本の中だけで競きそい合あっているようでは、そのプレーヤーのレベルもたかが知れている。

「海外にビビってるわけじゃない。教え子の小学生と二人きりで海外に飛び出すという事態にビビってるんだ」

　ビビってるというか、ダメでは。バレたらどれだけ健全に過ごそうとアウト判定を免まぬかれようがないのでは。

「教え子の小学生と週末二人きりの時点で危ない橋渡わたってるんだから、ちっとやそっとのオプションで怖おじ気けづかないでよ」

「マーヤの一存で決めておいてそれを言うか」

　あと『海外』はちっとやそっとのオプションではないのでは。

「それにね、ワタシもちゃんと考えあってやってるの」

「……考え？」

「不本意ながら入部テストとやらを受けさせられたけど、よく考えたらワタシの方だってテストしたいわけ。カズラがワタシのコーチとしてふさわしいのかどうか」

「む……。その気持ちはまあ、受け止めておこう。けど今日のこれに繫つながる意味がわからんのだが」

「それこそ危ない橋を渡わたらせてみたいの。ちょっとでもハードラックとダンスっちゃえば人じん生せい終しゆう了りようかもっていう空気感をどう乗のり越こえるのか、それを見せて♥　大したモノもかかってないポーカーテーブルじゃわからない根っこの度胸ってやつを♥」

「▲♯○☆」

「放送禁止用語ありがとう。さ、もうテストは始まってるんだから。いいよ、別にしっぽを巻いて逃にげ出だしても。まー、そしたらテストの結果は、わかるよね？」

　嗤わらうマーヤ。もうやだこの小学五年生。

　……冷静になろう。こういうピンチの時こそ、論理的に動けなければそれこそマーヤの言う通り、ポーカープレーヤーとしての伸のび代しろがない。




　Ｑ：マーヤに幻げん滅めつされていいか？

　Ａ：よくない。俺おれの使命にかかわる。




　Ｑ：この旅行に生存ルートはあるか？

　Ａ：ある。要は問題さえ起こらなければいい。




　Ｑ：問題は起こるか？

　Ａ：俺おれが能動的に起こす可能性はゼロ。外的要因は予想できないが、それは自動車事故を予想できないのと同じ。どこで何をしてようと外的要因での問題は起こりうる。




　論理的結論。

　退路なし。




「……とびっきりの胃痛をありがとう、マーヤ」

「あはは、どういたしまして。これできっとカズラは成長するよ。ま、実のところそんなに心配しなくてヘーキヘーキ。初回だからイージーモード。必要な予約は済ませてもらったし、向こうのホテルにはカズラは執しつ事じだって連れん絡らくしてある。キョドキョドしなければ誰だれも何も疑わないって」

　執しつ事じ、執しつ事じか。確かに実際その役目に徹てつすれば社会的にもなんら問題はない。胸につかえていた空気が、ほんの少し抜ぬけたような気分になった。

　初回、というフレーズが非常に空そら恐おそろしくはあるが、ひとまず聞かなかったことにしよう。

「スーツ着てきて良かったな。多少は執しつ事じっぽく見えるかも」

　小学生を連れていても悪目立ちしない格好、というだけで選んだのだが、僥ぎよう倖こうだったか。

「着いたら暑さですぐ脱ぬぐことになる気がするけど。行き先シンガポールだし」

「シンガポールか」

　俺おれの中でもう一段安あん堵ど感かんが増した。治安良し、アジア人の見た目浮うかず。確かに『海外』というくくりの中ではイージーなところを選んでくれたのかもしれない。

　……っと、いけない。うっかり目の前の小こ悪あく魔まに感謝の念を伝えそうになった。それは人がよすぎる。

「さ、覚かく悟ごが決まったんならさっさといこ？　フライトまでは余よ裕ゆうあるけど立ち話もなんだし」

「わかった。もはや何も抗こう議ぎすまい。……荷物預けたいんだが、マーヤは？」

「一いつ泊ぱくなのにスーツケースでかすぎでしょ。何入ってんのそれ？」

「スカスカ。スーツケースが一個しかないんだよ、ウチには」

「その発想はなかった」

　あってくれお嬢じよう様さま。

「ま、カズラが預けるんならワタシも預けようかな。機き内ない持もち込こみできるサイズだけど身軽になりたいし」

　かわいらしい出いで立たちに反した、コンパクトながら頑がん健けんそうな荷物をポンと叩たたくマーヤ。そっちは逆に荷物少なすぎないか。それだけ旅慣れてることの現れなのかもしれないが。

「えっとね、うちらのエアラインの受付は……あそこか。ついてきて」

　電でん光こう掲けい示じ板ばんを確かく認にんするや、マーヤは迷わず歩き出す。いい大人が小学生に任せきりというのもなんだが、今回の旅行に関してはマーヤ完全主導だしどうしようもない。全て素す直なおに従おう。

　そういえば今さらだけど、予約関係は『済ませてもらった』と言っていたが、当然親に……だよな？　よく許可が出たものだ。オーケルマンファミリー、謎なぞしかない。

「ここ」

　立ち止まったマーヤが指さしたカウンターの手荷物受付には長ちよう蛇だの列が。海外旅行はこれを待つのが苦痛なんだよな……。

「了りよう解かい、じゃあ並ぶか」

「え、何に？」

　何にって。選せん択たく肢しは他にないような。

「そりゃ、荷物預けるのに」

「ガラスキじゃん」

　マーヤが長ちよう蛇だの列……の、そのひとつ奥おくのレーンを指さす。確かにガラスキだ。誰だれも並んでない……が。

「あの。ビジネスクラス専用受付って書いてあるんですが」

　まさか、という思いで呟つぶやくと、マーヤはなぜか眉まゆ根ねを寄せた。

「ビジネスで我が慢まんしてよ。このエアライン、羽はね田だ─シンガポール線はファーストクラスがないの」

　……なるほど。お嬢じよう様さまにはエコノミークラスという看板そのものが目に入ってないのか。

　いかん、いかんぞ。今一いつ瞬しゆんこの旅行に対し、微び妙みような『アガリ感』を覚えてしまった。

　違ちがう。執しつ事じ。俺おれは執しつ事じ。それでなくてもこれはマーヤから課されたテスト。楽しんではいけない。あくまで粛しゆく然ぜんと、全日程をこなさなくては。

「そういうものなのですね、お嬢じよう様さま」

「おっ、執しつ事じモードいいね。実は他のエアラインならあるんだけどねー、羽はね田だ─シンガポールのファースト。ただ、そっちは行きも帰りも離り陸りくの時間が微び妙みようでさ。向こうに長く滞たい在ざいするならここの方がよかったし、それに」

「それに？」

「ウチって、家族でこのエアラインのグループのマイレージ溜ためてるんだ」

「……でしたか」

　マイルは溜ためるのか、お嬢じよう様さま。

　富ふ裕ゆう層そうの意志決定ポイントがよくわからなくなる俺おれだった。





♦出国ロビー






　出しゆつ国こく審しん査さは滞とどこおりなく抜ぬけた。まあ、機械の自じ動どう認にん識しきだし犯罪歴でもない限り引っかかるケースは少ないと思われるが。

「フフフ、緊きん張ちようした？」

「出国は別に。向こうに着いてからの入国は多少身構えてるけど」

　素す直なおな気持ちを告げると、マーヤは少し呆あきれ顔がおになった。

「英語？　英語できないとポーカーの大会、苦労するよ」

「いやいやそこじゃない。心配ごとは」

　俺おれだってそれくらいの先読みはして人生を送ってきたので英語の勉強に関してはぬかりない。発音は微び妙みようかもしれないが英えい語ご圏けんの人間とコミュニケーションをとることにはそれなりの自信がある。

　心配してるのは、小学五年生の女子と二人旅行だとバレたケースに対してだ。審しん査さは個人個人で行われるのでおそらく気付かれないとは思うが……。

「いいじゃん。別室送りになったらなったでハクが付くよ。なにされたかレポート楽しみにしてる。ドイツあたりだと問答無用で素すっ裸ぱだかにひんむかれるらしいけどシンガポールはどうなんだろうねー？」

「そんなハクいらんわ。……さて、と。フライトまでまだ一時間以上あるな。どうする？　カフェでも入るか？　それとも免めん税ぜい店てんでも見て回る？」

「買い物はべつにいいからさっさとラウンジいこラウンジ」

「ラウ……ンジ……？」

　それはまさか、たまにテレビで見るあの超ちよう豪ごう華かなごはん食べ放題お酒含ふくむドリンク飲み放題なセレブスペースのこと……なの……か？

「はいれるの？」

「やだなー。ビジネスクラスでもラウンジくらい入れるよ」

「ごはんたべられるの？」

「食べられるけど機内食出るからほどほどにねー」

　なんだか一いつ瞬しゆん幼児退行してしまった気がする。マーヤが聖母に見えた。いやそれはないとすぐ我に返ったが。

　まただぞ俺おれ。ダメだ、ダメなのだ。

　胸に刻め。これは『絶対に楽しんではいけない小学五年生女子と海外旅行48時』なのだと。




　らうんじではめのまえでおすしをにぎってもらって三かんだけたべました。とてもおいしかったです。





♠飛行機内






　びじねすくらすのしーとはとてもひろいです。

　きないしょくもとてもおいしかったです。

「……ハッ!?」

　いかん、また幼児退行してた……。

　半分気を失ったような状態で搭とう乗じようし、気付けばもう安定空域。なにがなにやらわからぬままセレブ旅行のイベントをいくつか漠ばく然ぜんとやり過ごしてしまった。

　だが、いいのだ。浮うかれてしまうよりずっといい。あとはもっと粛しゆく々しゆくと、執しつ事じらしく全ての行程をこなせるようになれば完かん璧ぺきだ。

　ジェットストリームをＢＧＭに、静せい謐ひつな時間が続いている。さすがはビジネスクラスと言うべきか、周りからは物音ひとつ聞こえてこない。

　マーヤは何をしているのだろうか。シートが全てセパレートになっているので、隣となりの席でもほとんど様子を窺うかがい知しることができない。

「（カズラ、遊ぼ）」

　暇ひまを持て余してきたし映画でも観みるかと思った矢先、俺おれの眼前にマーヤが身体からだを滑すべり込こませてきた。

「（遊ぶってどうやって？　それと、周りに迷めい惑わくだろ）」

「（声出さなきゃ大だい丈じよう夫ぶだよ。遊ぶのはもちろんこれ）」

　小声で囁ささやきながら、マーヤが取り出したのはトランプだった。

「（いや、いくらビジネスのシートでもトランプは無理あるだろ。マーヤの座すわるところないし）」

「（こうすれば平気じゃん）」

　確かく認にんもないまま、マーヤがいきなり俺おれの太ももの上に跨またがってきた。スカートの奥おくのぬくもりが、じんわりと下半身に伝わる。

「（マズいですよ）」

「（そうやって慌あわてるからマズく見えるの。堂々としてろ）」

　そりゃ慌あわてるだろ……。仕切り板で周りからある程度遮しや断だんされているとはいえ、通路をしょっちゅうＣＡさんが行き来してる環かん境きようだ。傍はた目めからは『絶対に楽しんでる小学五年生女子と海外旅行48時』に見えてしまいかねない。

　かといって無理矢理どかそうとしてモメるのも目立つし……どうすればいいんだ。

「（なにする？　さすがにホールデムやるにはスペースが足りないよね。しかたないからファイブドローかな）」

「（いいよ、もう、なんでも……）」

　俺おれは抵てい抗こうを諦あきらめた。この小学五年生女子は執しつ事じにすごく懐なついているのだ。そういう空気をでっち上げてむしろ微ほほ笑えましげな視線を勝ち取る。見せてやろう、俺おれの（ヤケ）クソ度胸というやつを。

「（そんじゃ開始ー）」

　マーヤがトランプをシャッフルして、ファイブドローポーカーが始まった。チップは架か空くうのものをメモ帳に書いて計算することに。

　二戦、三戦とこなしていくうち、勝負が白熱してきた。ファイブドローだから相手の役を読むのは不可能だが、ブラフ合戦だけでもそこそこ燃える。さすがはマーヤ、役無しのブタでも何食わぬ顔でベットしてきたりしてその一挙手一投足から目が離はなせない。

　強い。知っていたが、やっぱりマーヤは強い。だがさほど負ける気はしなかった。

　年長者としての意地。それもあるが、もっと影えい響きようが大きいのはこの体勢だ。跨またがられたまま互たがいの肌はだの温度を交こう換かんし合ってる事実の方が気になってしまい、逆にカードに対して無心でいられる。

　これは、パーカーを被かぶったりサングラスをかけたりして表情を隠かくすよりよっぽど効果的ではないか。今度大会に出る時は小学生を抱だきながら参戦してみるか。

　いや、もちろん冗じよう談だんだが。

「（……ツーペア）」

「（悪いな、フルハウスだ）」

「（うそやーん）」

　ばたり、と前のめりに倒たおれ、全身を俺おれに預けるマーヤ。……さすがは元外国人と言うべきか、ボディタッチに対し無む頓とん着ちやくな子だなぁ。

「（次、いくか？）」

「（ふてくされた。ねる）」

　早く起き上がって欲ほしくて再戦を促うながしたのだが、マーヤは逆にぎゅっと俺おれの身体からだを抱だき枕まくらのようにかかえ、目を閉じてしまった。

「（おい待て。寝ねるなら自分の席に戻もどってくれ）」

「（………………）」

　返事がない。

「（マーヤ、頼たのむって）」

「…………すー」

　何度か呼びかけてみたが、返ってくるのはリズミカルな呼吸音だけ。まさか、本当に寝ねてしまったのか？　この短時間で？

「（おーい……）」

　ダメだ、反応なし。

　どうする。隣となりの席に戻もどすか？　でも本当に寝ねたのなら起こしてしまうのも気が引けるしなぁ。

「すー……すー」

　俺おれの葛かつ藤とうも知らず、心地ここちよさそうな寝ね息いきをたて続けるマーヤ。

「（ガキンチョめ）」

　寝ね落おちるの早すぎだろ。俺おれなんて最近睡すい眠みん導どう入にゆう剤ざいの処方を受けようかと本気で考え始めているというのに。

　しかし、なんというか。

　こうして静かに眠ねむっている顔は、まるで純じゆん朴ぼくな小学生のようだ。いや、実際小学生なのだが小こ悪あく魔ま的てきな所業ばかり見せつけられてきたからついそんな感想を抱いだいてしまった。

「（……しかたないな。今日だけだぞ）」

　俺おれはマーヤの移動を諦あきらめ、着陸前まで放置してやることにした。

　折り重なった身体からだの上に、ブランケットを掛かける。ますます少女のぬくもりと、ほんのり甘あまい香りが伝わってくるようになった。











♥チャンギ空港






　入国も滞とどこおりなく進んだ。

「つまんないな。何か起こればよかったのに」

「笑えない冗じよう談だんはやめてくれ」

　実際かなりドキドキしたんだからな。機内で勝負してポーカーフェイスのウォームアップができたのは図はからずも助けになった。その点に関してはマーヤに感謝する。

「で、着いたわけだが。これからどこに行く？　観光のプランは決まってるのか？」

　外に出ると、日本とは比べものにならない暑さ。いきなりスーツを脱ぬぎ捨すてたくなったがマーヤの予告通りに動くのもなんだかシャクだし、根こん性じようで長なが袖そでを貫つらぬいたまま尋たずねる。

「シンガポールなんて何度も来てるし、いまさら観光なんてしないよ。ホテル行って、プールでちょっと泳いで、あとはボーッと過ごす」

「旅行なのに？」

「旅行だからなんもしないの。環かん境きようが変わればそれでいーんだよ。違ちがう場所にいるっていう事実だけで充じゆう分ぶん刺し激げき的てきでしょ。なのに日本人てばセコセコ動きすぎ」

　そういう発想はなかったな。目から鱗うろこ……とまでは言わないが、新たな視点をもらったような気がした。

「じゃあ行き先はホテルか。やっぱり泊とまるのって、あの有名な屋上に舟ふねが載のってるところ？」

「サンズ？　違ちがうよ」

「違ちがうのか」

「うん。ウチはサンズのポイント溜ためてないから」

「……意外とポイント溜ためるの好きなんだな」

「好きとかじゃないんだな。ホテルもエアラインも上級会員のベネフィットがデカい。それだけの話」

　ベネフィット……利益。どんな利益があるんだろう。

「それではさっそくエターナルダイヤモンド会員のパワーを見せてあげよう」

　なんだその厨ちゆう二に感かん全開なネーミングは。

　とか思っているとマーヤは勝手知ったる道とばかりに（実際そうなのだろう）歩き出し、バスやタクシーが止まっているロータリーを横切る。

　そして、黒くろ塗ぬりのリムジンの前で立ち止まった。間かん髪はつ入いれずベスト姿の若い男性が早足で近付いてきて、マーヤと俺おれの荷物を笑え顔がおで回収する。

　以下、英語の要約。

『お帰りなさいませ、オーケルマン様』

『ドモドモ。いつもの部屋空いてた？』

『はい、もちろんです。オーケルマン様のためであればどんな時でもご用意いたします』

　お帰りなさいませ……？　そんな挨あい拶さつから入るの？　ホテルだぞ。メイド喫きつ茶さじゃないぞ。

　いきなり強きよう烈れつなカルチャーショックを食らいつつ、マーヤに続いてコソコソとリムジンに乗のり込こむ俺おれ。そんな挙きよ動どう不ふ審しんさを見せてしまったが、ベスト姿の男性はまったく俺おれに対し怪あやしみの視線を向けることなどなかった。マーヤの連れなら無条件でもてなす。そんなガイドラインができているようだ。

　しかし、リムジンで送そう迎げいか。二に階かい堂どう家もリムジン持ちだが、外国、しかもホテルが迎むかえに来てくれるとなるとまた違ちがった驚おどろきがある。

「いくらかかるのこれ？」

　車窓からシンガポールの景色を眺ながめつつ、我ながら下世話な発言。

「タダだよ」

「噓うそだろ……？」

「言ったろ。上級会員はベネフィットがでかいって」

　しゅごい。それ以外の言葉が浮うかばなかった。

　そこから先もしゅごかった。チェックインはフロントではなく、上階のラウンジルームで悠ゆう然ぜんと。通された部屋は……まさかと予感していた通りのスイートルームだった。一室に三部屋もある。洗面台もトイレも二つある。

「いくらですか？」

「そればっかだなカズラ。でも聞いて驚おどろけ、このホテルの最低料金しか払はらってない。ホテル側がスイートにアップグレードしてくれるんだ。いつもね」

「信じられん。上級会員すげえ……。どうやったらなれるの？」

「ここだと、年間六十泊ぱくでダイヤモンドかな。それを五年続ければエターナルダイヤモンド」

「ろくじゅ……」

　一いつ瞬しゆん自分も目指してみたくなったが愚おろかだった。確かにスイートにアップグレードというのは強きよう烈れつだが、そこに至るまでに必要となる金と時間が結局セレブ業界の単位だ。

「ポーカーでデカい金稼かせげばカズラでもなれるよ。それとこれは受け売りだけど、お金欲ほしいならお金を稼かせぐ方法も大事だけど、お金を使わずに済む方法を学ぶのも大事なんだって。この部屋普ふ通つうに取ったら一泊ぱくウン十万だけど、そんなムダ使いしない方法もあるって知ってた？」

「知らなかったです……」

「知は力だね～」

　マーヤが快活に笑う。今この瞬しゆん間かんはさすがに、この旅行に来られて良かったと感謝せざるを得ない。

「さて、と。さっそくプールサイドでのんびりしたいところだけど、汗あせかいちゃったしシャワー浴びないと怒おこられるよね。ちょっと行ってくるからテキトーにくつろいでて」

「お、おう。了りよう解かい」

　まっすぐバスルームに向かうマーヤを見送る。くつろげと言われても、とても落ち着ける空気感ではなかったが。世界が違ちがいすぎて。

　とりあえず物もの見み遊ゆ山さん気分で部屋を歩き回る。

「ていうか、俺おれとマーヤ同室……？」

　呆あつ気けにとられているうちに今さら重要なことに気付いた。問題ありまくりではあるまいか。

　でも、執しつ事じ役やくなら当たり前なのかもしれない。幸いなことに三部屋あるから同じ天てん井じようを見つめながら眠ねむる心配はしなくて良さそうだし。

　そんなことを考えながらメインのベッドルームに入ってみる。隣となりがバスルームで、シャワーの音が幽かすかに聞こえてくる。

「ぶっ!?」

　何の気なしにそちらへ目をやると、恐おそろしい光景が広がっていた。ガラス張りだ。シャワールームとベッドルームの間の壁かべが。

　つまり、丸見えだった。気持ちよさそうに湯ゆ浴あみする一糸まとわぬマーヤの姿が。

　もちろん首がちぎれん勢いで顔を逸そらした。逸そらしたが……一いつ瞬しゆん目が合ってしまったような気がしないでもない。

　バレたか……バレてないのか……いやそれ以前になぜガラス張りなんだ……高級リゾートホテルだからか……高級リゾートホテルのバスルームはガラス張りなのか……？

　混乱したまま、一目散にベッドルームから逃にげ出だそうとする俺おれ。

　──こんこん。

　その時、ガラスを叩たたくノックの音が。マーヤか？　マーヤ以外有り得ないよな。

　──こんこん。

　硬こう直ちよくしてしまっていると、またノック。明らかに俺おれを呼んでいる。

　呼ばれても困る。どうしろと。

　──こんこんこんこん。

　しつこくノック。どうやらからかってるわけじゃなく、何か用事があっての呼びかけのようだ。

　どうする。困りごとなら助けになってやりたいが、そのためには目を向けなくてはいけない。またあの、謎なぞのガラス張りに。

　でも、待てよ。マーヤだって乙女おとめ。俺おれに用があるのなら身体からだを隠かくしているのではあるまいか。むしろ隠かくしもせず呼びかけている可能性を考える方が発想としてふしだらだ。

　──こんこんこんこん。

　ノックが続く。もう一度目を向けるか、向けざるか。究極の選せん択たくだ。

「………………マーヤ。お前を、信じる！」

　葛かつ藤とうに次ぐ葛かつ藤とうの末、俺おれは意を決して再びガラス張りのバスルームめがけ振ふり返かえった。

　全ぜん裸らだった。

「信じてたのに！」

　絶望感に苛さいなまれながらそのままぐるりと身を反転。今度はばっちり目が合ってしまった……。

　────こんこんこんこん。

　際限なくノック。やっぱり用はあるらしい。全ぜん裸らで。どうもできんわ。

　────こんこんこんこん。

　しかし、どうにかしないと収しゆう拾しゆうがつきそうもない。……やむなし。俺おれはそっと薄うす目めを開け、床ゆかからゆっくり視線を上げていく。マーヤの姿を絶対に視界に入れないように、細心の注意を払はらいながら。

　すると、蒸気で曇くもったガラスに指で書かれた文字を発見。

　そこには。

『いいゆかげん』

　と、鏡映しで記されていた。

「報告せんでいいわ！」

　今度こそ俺おれは一心不乱に隣となりの部屋へ駆かけ出だす。

　直後。壁かべ越ごしにうっすらと、爆ばく笑しようするマーヤの声が聞こえた気がした。あの小こ悪あく魔まめ……。







「ねーカズラー」

　リビングのソファーに腰こしを落とし頭を抱かかえていると、ベッドルームからマーヤの声が。シャワーからあがったらしい。

「……なんだよ」

　不ふ機き嫌げんに返事。さすがにちょっと、いやだいぶ抗こう議ぎしたい気持ちが強い。でもマーヤは気にしてない様子だったからな……。話題を引っぱるとやぶへびになるかもしれない。

「水着、ふたつ持ってきたんだけどさ。黒と白、カズラはどっちが好き？」

「知らん」

「冷たいなー」

「お前がからかうからだろうが」

「あはは、悪かった。反省してる。反省してるから教えて」

「……訊きかれてもわからないって」

「えー。じゃあ、両方着てみるからどっちが似合うか比べてよ」

　がちゃり。そう言うやマーヤがリビングの方に入ってきた。右手に黒、左手に白のビキニを持っている。

　全ぜん裸らだった。
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「なんか着ろ～！」

「や、だから今から水着を着ようと」

「着てから来るだろ普ふ通つうは！」

「なんだよさっきから。まだ大してデカくもないおっぱいにビビるなよ。ワタシ血統的に巨きよ乳にゆうになる気がするから今のうちに見慣れといた方がいいぞ」

「そういう問題じゃない！　白！　白最高だから早く着て！」

「白か。わかった」

　日につ光こう東とう照しよう宮ぐうの『見ザル』状態を続ける俺おれの耳に、衣きぬ擦ずれの音が伝わってくる。もう既すでに三回くらい心臓マヒで死んだ気分だった。

「着たよ。どう？」

　恐おそる恐おそる目を開ける。本当に着てた。ふぅ……。

「うん。似合う」

「そうかな？　やっぱり黒の方も見て比べて」

　脱ぬいだ。

「だから！　俺おれの！　前で！　全ぜん裸らに！　なるな！」

　おかしい。小五ってこんなに自分の裸はだかに対して無む頓とん着ちやくだったか……？

　それともカルチャーギャップ……？　だとしたら北ほく欧おうこわい。

「あっ、そうだ。そういやチャットグループに結局なにも投とう稿こうしてなかった。しとこ」

　再び見ザルになった俺おれのことなどお構いなしで、スマホを取りに行ったらしいマーヤ。本当にフリーダムというかＫＹというか……。

「えーっと。『今からカズラとプール』。これでいいや。あと自じ撮どりもあげとこ」

　カシャリ、とシャッター音。

「…………………………………………ん？」

　唐とう突とつに、俺おれの論理的思考スイッチが立ち上がった。




　Ｑ：マーヤが白の水着を脱ぬいで以降、衣きぬ擦ずれの音はしたか？

　Ａ：してない。




「えーっと、投とう稿こうボタンどれだ？」

「うわー！」

　ハッと目を見開けば案の定、全ぜん裸らのままで自じ撮どり写真を投とう稿こうしようとしてやがった！　それだけは断だん固こ阻そ止し！　今この瞬しゆん間かん、多少なりともマーヤの姿を視界に入れることになろうと断だん固こ阻そ止しだ！

「削さく除じよ削さく除じよ削さく除じよッ！」

「あっ、こら！　ヒトのスマホかってに弄いじるなバカ！」

　バシバシ背中を叩たたかれたり髪かみを引っぱられたりしながらもなんとか超ちよう弩ど級きゆうの禍か根こんをデータから消し去る。

「はぁ……はぁ……！」

　悪お寒かんと恐きよう怖ふのダブルパンチに襲おそわれたせいか、一いつ瞬しゆんで息が切れた。

　ホテルに到とう着ちやくしてほんの数十分でこんなに疲ひ労ろう困こん憊ぱいさせられるとは。『楽しんではいけない』なんて発想が甘あますぎた。どこをどう頑がん張ばっても楽しむ余よ裕ゆうなんてそもそもない。





♠チャイニーズレストラン






　と、思ったのだが。その後の時間は実に平へい穏おんに、ゆったりと時が流れた。プールで軽く運動した後はパラソルの下に寝ね転ころび、トロピカルジュースを一いつ杯ぱい。夕食は小しよう籠ろん包ぽうなど点心をメインに、華はなやかに彩いろどられたテーブルをマーヤと囲む。

「もっとボリュームある料理の方がよかった？　ここの点心うまいから昼飯みたいな注文のしかたしちゃったけど」

「いや、大満足だよありがとう」

　珍めずらしく気き遣づかってくれるマーヤ。実際めちゃめちゃ美う味まいのでこのチョイスには感謝の念しか浮うかばない。

　よかった。ようやく楽しめる時間になってきた。いや違ちがった楽しんじゃいけないんだった。





♥客室






　そうして夜も更ふけ、また少しポーカーで競きそったりしているうちにマーヤが大あくびをひとつ漏もらす。

「そろそろ寝ねるか」

「そだねー。まだちょっと早い気もするけど。カズラ、寝ねるのこっちの部屋でいい？」

「ああ。メインのベッドルームはもちろんマーヤが使ってくれ」

「オッケー。そんじゃお休み」

　素す直なおに立ち上がり、手を振ふって扉とびらの奥おくに向かうマーヤ。

「よし。これでとりあえずなんとか一日乗り切った……のか？」

　絶体絶命のピンチはあったものの、有罪確定はすんでのところで免まぬかれた。ひとまずは安あん堵どして良いいだろう。

　スーツケースを開け、パジャマに着き替かえる。ホテル備え付けのものもあったけど着慣れている方がよく眠ねむれそうだ。わざわざ持ってきたんだし。

「あ、歯を磨みがかんと」

　いろんな方向からどっと押おし寄よせた疲つかれに身を任せベットに飛とび込こむ寸前で思い出す。環かん境きようが変わると日課もつい忘れそうになってしまうな。いけないいけない。

「マーヤ、入って良いいか。歯ブラシ使いたいんだが」

「ひひよー」

　ちょっとくぐもった声。いいよーって言ったんだよな。今の感じ、恐おそらくマーヤも歯は磨みがき中ちゆうか。

「じゃあ失礼します」

　とにかく許可をもらったので扉とびらを開ける。やはりマーヤも歯は磨みがき中ちゆうだった。

　全ぜん裸らで。

「全ぜん裸らなのにいいよって言うな！」

「いい加減慣れろよ」

「小学五年生女子の全ぜん裸らに慣れてたまるか！」

　慣れた瞬しゆん間かん、慣れない壁かべと天てん井じようを拝むことになるだろう。コンクリートと鉄てつ格ごう子しの。

「……………………もう絶対ベッドルームには入るまい」

　コップとペットボトルの水をもらって来て、朝までこっちに引きこもる準備を整えておく。

「疲つかれた……」

　これを這ほう々ほうの体ていと言うのだろう。身体からだが重くて仕方ない。壁かべ一枚隔へだてて教え子と宿を共にしているという事実も忘れるほどの睡すい魔まに襲おそわれ、俺おれはベッドに転ころがり込こんだ。







「カズラ、カズラ。起きて」

「ん……？」

　呼び声に、ゆっくり目を開くと、薄うす明あかりを背にマーヤが立っていた。

　全ぜん裸らで。

「…………………………」

　無言で目を瞑つぶる。もう怒おこったぞ。なんの用か知らんが寝ねてやる。断固寝ねてやる。

「ちょっと。起きてって言ってるでしょ」

「服着てって言ってるでしょ」

「ワタシのパジャマはヘレノスのナイルデルタだけって決めてるの。それが一番気持ちいいから」

　なんだそりゃ……。香こう水すいの名前か？

「どんな格好で寝ねようと勝手だが、俺おれに会いに来るならせめて一枚何か羽織ってくれ……」

「めんどい。それよりマジで起きて。大事な話だから」

「大事な話？」

「うん。これ、迷ったけど今のうちに渡わたしておくね」

　ぺらり、と顔の上に紙切れが落ちてくる気配。一体何だ？　マーヤの方は見ないようにしつつ、その内容を確かめる。

　するとまず、一番初めに飛とび込こんできた文字列は。

「請せい、求きゆう、書しよ……？」

　ぎくり、と冷ひや汗あせが流れるのを感じつつ、読み続ける。ビジネスクラスの飛行機代往復分。部屋代、レストランの食事代、プールサイドのジュース代、ご丁てい寧ねいにさっきもらって来た水代まで含ふくんだその金額の合計は。

「にじゅう、ごまんえん？」

「安いでしょ。スイートルームなのに。上級会員様に感謝してね」

「………………………………」

　いや、なんというか。

　ずっと虫がよすぎる気はしてたのだ。全部奢おごってもらうつもりでいるのは。

　そんなわけないよねワリカンだよね。

　むしろ小学生とワリカンってこれでもまだ虫がいいよね。奢おごってあげられるくらいの甲か斐い性しようは欲ほしいよね。

　しかし。

「あの、マーヤ様」

「ん？　どしたの？」

「大変申し上げにくいのですが……これほどのキャッシュは持ち合わせが」

　財さい布ふには両りよう替がえしたシンガポールドルが数万と、もしもの時用の日本円五万。それしか入っていない。よしんば持ち合わせていたとしても二十五万の出費はあまりにも大だい打だ撃げきだが。

「うん。だと思った。むしろそうでなくちゃ面おも白しろくない」

「……へ？」

　怒おこられるかと思いきや、逆にマーヤは上じよう機き嫌げんに笑う。

「ほんとは明日の朝に突つきつけるのを楽しみにしてたんだけど。そういや今回イージーモードだったな～って思い出してさ。だから今日のうちに渡わたしておくことにした。今からならまだ間に合うでしょ」

「間に合うって……ＡＴＭ？」

「違ちがう違ちがう。ここ」

　マーヤが近付いてきて、スマホを俺おれに突つきつけた。

　もはや相手が全ぜん裸らであることも半ば忘れ、画面に食い入る。開かれていたのは地図アプリで、その中心にあるのは。

「……セントーサ島？」

「そ。知ってるよね？　ここに何があるのか」

　セントーサ島にあるもの。それはシンガポール政府肝きも煎いりの複合リゾート施し設せつ。その中には、もちろん。

「カジノ、か」

「ご名答。ちゃんとポーカーテーブルもあるって聞いたよ、確か」

「……………………稼かせいでこいと？」

「これがカズラに対する、ワタシからの最終テスト。お昼にはここを出たいから、朝十時に戻もどってきて。移動時間含ふくめてもあと十時間くらいだね。てことは時速三万円でボコってくればお釣つりが出るんじゃない？　優ゆう秀しゆうなコーチ様なら楽勝だよね？」

　なるほど、そう来たか。

「…………」

　俺おれはおもむろに起き上がり、脱ぬいだスーツをもう一度着直す。

「時速三万円ねぇ。……確かにイージーモードだな」

　さすがに朝言われていたらお手上げもお手上げだった。しかし、観光客が浮うかれて押おし寄よせているこの時間帯なら……マズメ時だ。おそらくお魚食い放題。

　マーヤに別れを告げ、ホテルを飛び出しタクシーに飛び乗る。

「あーあ。未いまだに意志が弱いな、俺おれは」

　この旅行は『絶対に楽しんではいけない小学五年生女子と海外旅行48時』だったはずだが、最後の最後で誓ちかいを守れなくなってしまった。

　素す直なおに言おう。この適度かつ勝算のあるスリル。ちょっと、いやだいぶ楽しい。







「釣つりはとっとけ」

「……んにゃ？」

　翌朝、シーツに包まれたまま寝ね息いきを立てていたマーヤの枕まくら元もとに、シンガポールドルの札束を投げ置く。

「おー。ちゃんと勝ったんだ」

「時速五万円でな」

　無表情で告げると、マーヤは驚おどろくでもなく満足げに微ほほ笑えんだ。

「おっけ。とりあえず合格。カズラのこと、コーチとして認めてあげるよ」

「そいつはどうも」

　心地ここち好よい疲つかれを携たずさえ、俺おれは踵きびすを返す。この旅行自体に関しては不本意なものではあったが、こうしてマーヤに有言実行できたことには安あん堵ど感かんを覚える。

「カズラ」

　マーヤが立ち上がる気配。

「なんだ？」

　振ふり返かえらないまま答える。

「ありがとね。旅行、思ってたより楽しかった。同年代と遊んでもタイクツだけど、カズラと遊ぶのはわりかし刺し激げき的てきだったよ。また遊んで」

「……マーヤ。こっちこそ……楽しかった。こんなところまで連れてこられるとは思わなかったけどな」

　柔やわらかな声こわ色いろに嬉うれしくなって、俺おれもまたつい微ほほ笑えみを浮うかべ、振ふり返かえる。

　全ぜん裸らだった。

「ホントに何も着ないで寝ねてたのかよ！」

　ダッシュでベッドルームから退たい避ひすると、閉め忘れたドアの奥おくから愉たのしげなマーヤの声が響ひびいてきた。

「カズラってば、すごくからかい甲が斐いもあるしね。あははは」

　止やむ気配のない爆ばく笑しようを背に受けながら、俺おれは最後に盛せい大だいなため息を漏もらす。

　もし『次』があったりしたなら、マーヤに被かぶせる用のバスローブでも持参しよう……。





♠陽明学園初等部・ポーカークラブ






　明けて月曜。無事帰国した俺おれは疲つかれた身体からだで授業をこなし、部室に足を踏ふみ入いれる。




「あら和かず羅ら先生ごきげんよう。土日はマーヤと二人きりで海外旅行だったそうで。へー」




　朱しゆ梨りが、なんか、すごく、怖こわかった。











あとがき






　このコロナ禍かで生活に変化を強しいられた全ての方に、無力ながら早く日常が戻もどってくることをお祈いのりさせて頂きます。

　この本が出る頃ころにはいくらかでも状じよう況きようが好転していると良いいのですが。

　幸いと言ってしまうのも躊ちゆう躇ちよがあるのですが、私の方は特に変わらぬ毎日を過ごしております。茨いばら城きの郊こう外がいで自宅にこもりきりですので何の波もない生活が続いているのは以前と変わりありません。

　強しいて言えば趣しゆ味みの旅行に行きづらくなってしまったことくらいが弊へい害がいですかね。これから取材などを行う際も細心の注意を払はらって感かん染せん拡かく大だい防止に努めてまいりたい所存です。

　あとそうそう、ダイエットが進展しません……。

　楽しみらしい楽しみもなくなってしまったので欲望が食欲に特化し、食っちゃいかんとわかっていてもつけめんの回数が増えるばかり。

　なんであんな悪あく魔ま的てきに美う味まいんですかね、つけめん。冷たい麵めんを熱いスープに浸ひたして食べるなんて、常識的に考えたらミスマッチしそうなものなのですが。

　もう一つハマっているのが『スシロー』さん。基本１００円とは思えないネタの鮮せん度どに加えて、揚あげもののクオリティの高さに感動して以来通かよい詰つめております。大正義からあげとビールに加えて寿す司しもつまめる。こんな楽園みたいな環かん境きようが近場にあって幸せの一言です。

　……って、書いててこんなんじゃ瘦やせるわけないよなと身に染しみました。

　何度目の決意かわかりませんが、今度こそ節制して体重をベストコンディションまで戻もどすべくつけめんとスシローの回数を抑おさえて生きていくことをここに誓ちかいます（説得力なし）。

　さて、気付けばもう十二月。今年も二冊しか本を出すことができず反省しきりです。

　水面下ではいろいろ動いておりますので、来年はもっと多くの作品を世に出せるよう努力していきたいと思います。

　最後になりますが、今巻もお手にとって下さりまことにありがとうございました。

　いつも応おう援えんして下さっているみなさんのおかげでなんとか生きながらえております。

　作家生活も十年を超こえましたので来年は再さい飛ひ躍やくの年にしたいですね。とにかくまずはタイトルを出すこと。中年になって体力の衰おとろえも隠かくせないのですが、今さら他の仕事もできそうにないので身体からだに鞭むち打うってがんばっていきます。

　それではまたこうしてあとがきでお会いできることを願っております。

　来年も良いいお年を。


２０２０年吉きち日じつ　蒼あお山やまサグ
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